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　俺こと新生魔王・ジュノの朝は早い──。

「うぅ……んぅ……」

　まどろみと覚かく醒せいの狭はざ間まを漂い、その怠たい惰だな心地ここちよさに身を委ねる。

　睡眠……なんと幸せな感覚なのだろう。

　仲間のたゆまぬ魔ま導どう研究によって、忌まわしき神聖空間から三〇〇年ぶりに復活を遂げた俺は、同時に人間族の肉体を手に入れた。

　食欲、睡眠欲、そして性欲。

　かつては漆しつ黒こくの鎧そのものだった俺にとって、人間族の肉体の欲求はあまりにも新鮮で、あまりにも甘かん美びだった。

　そうして俺は三大欲求を存分に堪たん能のうしつつも、三〇〇年前に自分を封印した女神どもへの復讐を誓ったのだ。

　現在、この世界リリアヘイムは、麗うるわしくも憎たらしい女神どもに支配されている。

　だから俺は奴らを蹂じゆう躙りんし、快楽の深しん淵えんに叩き落とすことによって、地上をまるごと魔界に変えてやることにした。

　そう。

　俺が神聖空間に囚われている間に編み出した、史上最強の快楽スキル──魔導調ちよう律りつによって！

　そして再び、我が尊き家族たち──魔族が栄える世界を創るのである!!

　……よし、気持ちが高まってきた。窓から射し込む爽やかな朝あさ陽ひが、今日という日を祝福しているかのようだ。

「起きねば……」

　俺は布団を脇へどけ、身を起こそうとした。

　──の、だが。

「ぬぅ……。やはり、あと少しだけ……」

　再びベッドにボフンと横たわる。少しだけ布団を引っ張り、剝き出しの下半身を覆おおい隠した。

　このごろ二度寝の悦びを知ってしまったのだ。もはや後戻りは、でき、な……。

　意識が眠りへ傾いていく。

　ふと、甘やかな闇の中に、金髪と銀髪の少女たちが映った。

　そうだ。

　金髪の少女は、ここ神聖アルテミス王国の第四王女だったスピカ。

　銀髪の少女は、ここ神聖アルテミス王国で崇あがめられていた女神・アルテミスである。

　それぞれ人間族と神族だった二人は、俺が魔族に堕おとした。

　史上最強の快楽スキル──魔導調律によって絶ぜつ頂ちように次ぐ絶頂を経験させ、体内に張り巡らされた魔ま道どう経けい絡らくを魔族仕様に書き換えたのである。

　かつては俺と敵対していた少女たちだが、今では俺の大切な家族であり、忠実なる部下なのだ。

「乳が……揉もみたい……」

　スピカとアルテミスのたわわな乳ち房ぶさが恋しくなり、俺がぼんやりつぶやいたときだ。

　カチャ──。

　部屋のドアが静かに開かれた。

「……気配が弱いわ。まだ寝てるみたい。まったく、ジュノったら寝ぼすけなんだから。さ、アルテミス。入るわよ」

「はぁい。んふふ、おはようございますジュノ様ぁ……」

　なんと。

　この声はスピカとアルテミスだ。どうやら俺を起こしに来てくれたらしい。

　アルテミスに起こされたことは何度もあるが、スピカが来たのは初めてだ。

　ククク──決めたぞ。

　面白いので、このまま寝たフリをしようではないか。

　二人の気配がゆっくり近づいてくる。

「あらあらまぁまぁ！　今日も素敵な寝姿で……！」

「って、どうして上半身が裸なのよ!?」

「あらスピカ様、まさかご存知ないとは。ジュノ様、寝るときは裸なのですよ？」

「…………。どうしてアルテミスは知ってるのかしら？」

「んふふっ。ジュノ様を起こしているのは、大体わたくしかリリス様ですからねぇ」

「むー。私に内緒でそんなことしてたのね!?　羨うらやま……じゃなくて、たまには誘いなさいよ！」

「だってスピカ様、わたくしが起きるころには早朝鍛たん錬れんに出かけているのですもの。今日はお寝坊していたからお誘いしたわけで……まあいいです。ささ、ジュノ様に朝のご奉ほう仕しをいたしましょう」

　下半身にかかっていた布団が、スルスルと引っ張られていった。

　──ファサ。

　布団が床に落ち、とたんに股こ間かんがスースーし始める。

　直後、二人が息を呑のむ音が聞こえた。

「まぁ！　今日も見事なお勃たちっぷりで……！」

「な、ななななんで下半身も裸なのよ！　というか、ど……どうしてこんなにおっきくなってるの!?　夢む魔まにでも憑つかれてるのかしら!?」

「んふふんっ。スピカ様、まだまだですね。朝になると、殿との方がたは自然とこうなってしまうのですよ？」

「し、自然と!?　へぇ……男の子ってすごいのね」

「……スピカ様。ヨダレが垂たれていますよ」

「垂れてないわよ！　もういいわ。私、コレ……しばらく観察するから」

「あぁん！　では、わたくしも一緒にっ」

　スピカの気配がベッドの左側へ。

　アルテミスの気配が右側へと移動する。

「むぐぅ……」

　なんというか……熱のこもった視線を感じる。二人はベッドサイドにしゃがみ込み、俺のモーニング・タワーに釘付けのようだ。

　おおぉ、そう考えると興奮してきたではないか……！

「きゃっ！　またおっきくなったわ。ムクムクって！」

「ハァ、ハァ……じゅるり。スピカ様、わたくしもう我慢できません。早くおクチでご奉仕したいです！　根元までくわえて、朝の一番搾りを……！」

「だぁめ！　一人占めは許さないんだから！」

　二人はガバッと立ち上がり、ベッドを挟んで言い合いを始めた。

「……でしたら、二人でペロペロするのはいかがです？」

　アルテミスが魅惑の提案をスピカに持ちかける。

　うむ、良き選択だ。俺は心で拍手を送った。

　しかしスピカは、

「でも私……キ、キスもしたいわ。下半身の、その……おっきぃのをペロペロした後、すぐに口と口のキスをするのって、ジュノ的にどうなのかしら？」

　じつに微妙なラインの問題を投げかけてくる。

　これにはアルテミスも考え込んでしまった。しばらく「う～ん……」とうなる声が続いたが、ついに答えは出なかったらしい。

「こ、これは難問です……。スピカ様にしてはいい着眼点ですね」

「ちょっと待ちなさい！　『私にしては』ってどういうことよ！」

　だが、アルテミスの余計な一言がスピカに火をつけてしまった！

「たしかに私の【知力】は一八になってしまったけど、あれから書物をうんと読んで、【知力】二〇まで戻したんだからね！」

「書物って……ほとんど絵本だったじゃありませんか！　それに【知力】一八が二〇になったところで、スピカ様が残念であることに変わりはありません！」

「ア～ル～テ～ミ～ス～！」

「ふんっ、今日こそは負けませんよ！　ほっぺの引っ張り合いに関しては、わたくしも以前グルヴェイグやペルヒタと何戦も……痛たたたっ！」

　二人はベッドに飛び乗ると、俺を挟んで取っ組み合いを開始した。

　俺の下半身に奉仕することなどすっかり忘れてしまったらしい……。

「お、お前たち……？」

　ここまでされて起きないのは、逆に不自然だ。

　ゆえに、俺は仕方なく半身を起こした。

　左右の腕を掲げ、スピカとアルテミスの尻を鷲わしづかみにする。

「ひぁんっ！　……あ、ジュノ。お、おはよ……」

「あぁんっ！　ハッ、ジュノ様……。おはようございますぅ～……」

　二人は仲良く嬌きよう声せいを発し、本来の目的を思い出したようだ。

　ちなみに、スピカの服装はミニスカートにニーハイソックス。

　アルテミスは丈の長いローブ姿である。

[image: ]

「お前たちは……まったく、朝から騒々しい」

　俺は左右の手のひらに感じるふくよかな柔やわらかさを堪能しながら、説教を始めた。

「んぁっ、ジュノ……ごめんなさいっ……んんっ！」

「はぁんっ……ジュノ様ぁ～……。す、すみません……ぁンっ！」

　スピカの尻は、ミニスカート越しでもハッキリわかるほどハリがある。少し揉むだけでヒクッ、ヒクッと敏感な反応を示すのも長所の一つだ。

　対するアルテミスの尻は、ローブ越しだというのに手のひらに吸いついてくるほど、むっちりとした柔らかさを誇っている。

　両手を包み込む、官かん能のう的てきな尻肉デュエット──。

　二人のぬくもりを揉みしだいているうちに、あらゆる苛立ちが浄化されていった。

「……まあいい。この麗しき尻に免じて、今回のことは不問とする。次はもう少しスムーズに奉仕へ移行するのだ。よいな？」

「うぅ、わかったわよ……ぁんっ！」

「は、反省しますよぉ……んんっ！」

　スピカとアルテミスが腰をくねらせ、徐々に頰が紅潮してきたときだ。




「おはようございます魔王様っ♪　あなたのリリスが、お目覚めの儀式を執行しに来ちゃいましたよ～♪」




　軽やかな足取りで、リリスが部屋に入ってきた。

　彼女は俺の秘書を務める堕だ天てん使しの少女である。

　小さく、なだらかな未成熟ボディ。ピンクのツインテールに漆黒の光こう輪りん。

　今日も扇せん情じよう的てきな黒革の衣装に身を包んでいる。

「ありゃま。スピカさんとアルテミスさんに先を越されちゃったかんじですかね？」

　リリスはピンクの髪を掻きながら、ベッドのところまで歩いてきた。

　その視線が、迷うことなく暴発寸前の我が下半身に注がれる。

「おぉ～よかったです！　魔王様の朝イチほかほか濃厚ミルクは、まだ搾り取られてないっぽいですね!?」

「うむ、スピカとアルテミスがモメてしまってな。二人の尻を揉みしだきつつ、厳粛なる心持ちで奉仕の在り方を説いていたら、よけいに膨張してしまったのだ」

「ありゃりゃ……。す、すっごい勃ちっぷりですねぇ」

　今や竿さおには極太の青筋が走り、モーニング・ショットの刻ときを今か今かと待ち構えている状態だ。これも、スピカとアルテミスが美尻すぎるのがいけないのである。

　リリスは我が暁あかつきの斜しや塔とうに興味を示しつつも、

「う～ん、ご奉仕したいのは山々ですが、魔王様っ♪　例の『アレ』、ついに完成しましたよ！　朝ぴゅっぴゅと朝ごはんを済ませたら、工房へ行きましょう！」

「なに、それは誠か!?」

　その報告に、俺は思わずベッドの上に直立した。もちろん股間も直立している。

『アレ』とは、以前から製作を命じていた魔道具のことである。

　次なる標的──南海の楽園・ペルヒタ教国を滅ぼすために必要な、いわば秘密兵器だ。

　ペルヒタ教国を支配しているのは、六ろく芒ぼうの女神のひとりペルヒタである。

　つい先日、奴は三体の龍族をけしかけ、神聖アルテミス王国の王都をメチャクチャに破壊した。

　だから俺は、ペルヒタを次の標的に選んだのだ。奴を快楽堕ちさせ、南海の楽園をまるごと奪い取ってやるのである。

「ククク……愛らしくも憎きペルヒタめ。我が邪悪なる野望──リリアヘイム魔界化計画の肥やしとなるがいい！　フフフ……フハハハハハッッ!!」

　復讐心に燃えながら、俺は腹の底から高笑いしたのだった。




　────────全裸で。





[image: ]







　ベッドで五回の射しや精せいを済ませ、皆で朝食のテーブルを囲んだ後、『アレ』を確認するために工房へ向かう。

「ククク……いかなる出来になっているか楽しみだ」

「えっへへ～♪　我ながら、かな～りイイかんじに仕上がりましたよっ♪　メイドたちも頑張ってくれましたしね」

　俺とリリスは先頭を歩きながら、『アレ』の話題に花を咲かせた。

　リリスは俺の秘書を務めつつ、魔ま導どう研究師長として工房を仕切り、新たな魔道具や魔法の研究を行っている。彼女の部下である魔導研究師の少女たちは、工房での研究とメイドの仕事を兼務しているのだ。

　スピカとアルテミスは、俺たちの少し後ろをついてきている。

「私の『アレ』……どんな風に仕上がってるのかしら。楽しみだわ」

「んふふっ、メイド様たちの腕前を信じましょう。特にわたくしの『アレ』は、きっと素晴らしいコトになっているはずです。なにせ〝素材〟が違いますからねぇ！」

　そんなこんなで工房に到着する。

　俺が扉を開けると──、




『ぱんぱかぱーん♪　ぱんぱんぱん♪　ぱんぱかぱーん♪』




　その瞬間、メイドたちによる華やかな大合唱が巻き起こった。

　どうやら俺たちの到着を待ち構えていたようだ。それだけ『アレ』の製作に力を尽くしてきたのだろう。

「ほほぅ、これは熱のこもった歓迎ぶりだな」

「そりゃ～もぅ！　完成に合わせて、みんなで練習してましたからねっ♪」

　俺はリリスの頭をなでると、工房の奥に目をやった。

　ひろびろとした室内は、相変わらず魔道具や魔導書であふれており、床には大小の魔法陣がいくつも描かれている。

　すこぶる雑然とした工房だが、奥の方だけはキレイに片付いていた。

　そこに並ぶのは四つの像。

　それぞれ幕がかけられており、サイズは大・中・中・小に分かれている。

　スピカはゴクリと喉のどを鳴らし、

「まるで除幕式みたいね。本格的だわ」

「んふふっ。楽しみすぎて、お胸がきゅんきゅんしてきましたよぉ」

　その隣のアルテミスは、胸に手をやり期待を露わにしている。

　すると、リリスが前に出た。

「魔導研究師兼メイドの皆さん、ありがとうございました。それじゃ～除幕の準備をお願いしますっ♪」

　部下のメイドたちに命じると、各人がテキパキと配置についた。幕から伸びているヒモを握り、次の合図を待っている。

　リリスは「すーはー」と呼吸を整え、

「それでは魔王様、スピカさん、アルテミスさん、ご覧ください！　リリスたちの自信作ですよっ！」

　パーティーの司会者よろしく、高いテンションでまくし立てた。

　バサッ──！

　四つの幕が一斉に取り払われる。

　すかさずメイドたちがキャッキャと歓声を上げ、

「魔王様ばんざーい！　あとの皆さんもばんざーい！」

「こうして見ると、なかなかどうしてイイかんじですね！」

「日々の努力が報むくわれました……。わたし、泣きそうです」

　拍手をしたり涙を拭ぬぐったり、思い思いの形で喜びを爆発させた。

　姿を現したのは、俺、スピカ、アルテミス、そしてリリスの像である。

　しかもサイズは等身大。

　全身が薄い灰色なのは、魔導粘ねん土どでできているからだ。

「おぉぉ……これは壮観だな！」

　俺はメイドたちに釣られて声を上げ、惜しみない拍手を送った。

　アルテミスも俺の隣で拍手を打ち鳴らしている。

「わぁ、すごいです！　わたくし、これまでいくつも像を造られてきましたが、ここまでそっくりなのは初めてですよ！」

　彼女がうなるのも無理はない。

　なにせ俺たちの像は、まるで生き写しのような完成度なのだから！

　俺は早足で自分の像へ近づき、

「ほほぅ……。近くで見ると、いっそう凄さがわかる。これを魔導粘土で造ってしまうとは大したものだ」

「えぇ、えぇ！　すばらしい出来ですよね！　ジュノ様の像……わたくしのお部屋に飾りたいです！　……じゅるり」

　ちゃっかりついてきたアルテミスが、俺の腕に抱きついてくる。

「お前の像もすばらしい出来だな。柔にゆう和わで美しい顔の造型、豊満すぎる丸い乳ち房ぶさ、そして腰まわりの官かん能のう的てきな肉づき……どこを見ても本人としか思えぬ」

「顔とお胸はともかく、お腹のお肉……あんなにありますか？」

「…………ある」

「…………」

　口をとがらせ、アルテミスはむちむちの腹部をむにむにと揉もみ始めた。その柔やわらかな腹肉も彼女の魅力の一つだと思うが……乙女心は複雑である。

「さて。スピカは、と」

　首を巡らせ、俺は金髪の〝元〟王女に目を向けた。

　するとスピカも拍手をしていて、

「す、すごい……！　たしかに細かく採寸されたけど、まさかこんなのを造ってしまうなんて……感動だわ！」

　無邪気に笑う横顔に、俺はほっこりと胸をなごませた。スピカの喜ぶ顔を見ていると、俺も幸せな気分になるのだ。

　さて、ここらで現状を再確認しておこうか。

　俺は皆に向き直り、魔王たる者の気迫を込めて言い放った。




「メイドたちよ、素晴らしき完成度だ。これさえあれば、次なる標的──ペルヒタ教国を快楽堕ちさせる作戦は成功したも同然であるッッ!!」




　セリフが終わると、ご丁寧にメイドたちが拍手を送ってくれる。

「先日、俺が王都で女神王ヴィーナスに宣戦布告したことは覚えているな？」

「え、ええ」

　これにはスピカをはじめ、アルテミスとリリスのうなずきが返ってきた。

　女神王ヴィーナス。

　それは六ろく芒ぼうの女神どもを束ねる、まさしく女神の王たる存在だ。俺の復讐対象の一人である。

「あれから、ここマカイノ村の上空に聖なる魔力を発する魔法陣が感知されるようになった。リリスに調べてもらったところ、遠とお見みの魔法が発動しているとのことだった。そうだな、スピカ？」

「ええ、そうね。他の六芒の女神か、女神王ヴィーナス本人か……とにかく天界の勢力が、マカイノ村の様子を監視してるのよね？」

「そこで、リリス様が煙幕結界を張ることになって……その効果によって、村の様子を直接見られることはなくなったのですよね」

　アルテミスがスピカの言葉を補足してくれた。

　そうだ。これらのことは、定期的な会議の場で皆に説明してきた。

　だが、まだまだ安心はできなかったのだ。

「うむ。たしかに村の様子を直接見られることはなくなった。が、今でも魔力反応だけは感知されている状態だ。俺たちが村の外──たとえば他国へ移動すれば、魔力反応によって居場所が筒抜けになってしまう」

　女神どもの遠見の魔法は強力だ。

　いくら煙幕結界を張っても、魔力反応はごまかせない。

「もちろん、魔力反応をゼロに抑えた状態で移動することも考えた。が、マカイノ村から俺たちの魔力反応がなくなれば、敵は警戒するだろう。その間にマカイノ村が総攻撃される可能性も出てくる」

　スピカたちがうんうんうなずく。

　この問題をどう解決し、次なる標的を快楽堕ちさせるのか──。

　それこそが、ここ最近の議題になっていたのだ。

　俺は口もとを歪ゆがめ、「ククッ」と笑みをこぼした。




「そこで俺は考えた。これらの像に魔力を分け与えることで、女神どもの監視をかいくぐるのである!!」




　そう。

　これこそが今回の作戦であり、各人と瓜二つの像を造らせた理由である。

「リリスよ。像や人形に魔力を分け与え、己のダミーとして扱う術式は、東方の国で発展したのだったな？」

「おっしゃるとーりですっ！」

　リリスが元気よく応えてくれた。

「単なる魔導粘土の塊に魔力を分け与えても、その者と同様の魔力反応を示すことはない。女神どもの強力な遠見の魔法をごまかすには、可能な限り精巧な像を造る必要があったのである！」

　ゆえに、ここまで像の完成度にこだわったのだ。

　……メイドたちに精巧な像を造ってもらうためにも、身体からだのすみずみまで採寸が必要だった。たくさんのメイドたちの前で全裸になり、キャーキャーと黄色い声を浴びながら全身のサイズを測られた思い出は、胸の奥底に大切に仕舞ってある。

　俺はコホンと喉を鳴らし、改めて皆を見渡した。

「像は無事に完成した！　よって、これより数日の準備期間を経て、俺たちはペルヒタ教国への侵攻を開始する！」

『おぉぉ……！』という歓声の中、アルテミスに横目を投げかける。

「例の薬の説明を頼む」

「はぁい、ジュノ様っ！」

　俺の言葉を引き取り、アルテミスが薬のビンを取り出した。

「これはわたくしが精製した『魔力反応を遮断する薬』です。魔力の放出を限界まで抑えた状態でこれを使えば、六芒の女神の監視に引っかかる可能性は皆無と言っていいでしょう！」

　メイドたちが『おぉぉ！』と声を上げる。

「さらに！　この薬を使うと、認識阻害魔法と同等の効果も発動します。つまり、敵がわたくしたちの顔を認識できなくなるわけです。

　わたくしたちの顔と名前については、きっと手配状が出回っているでしょう。国境をつつがなく通過するには、この薬の効果が必須なのです！」

　ダミー像。魔力遮断。認識阻害。

　これらによる三重の安全策を用いて、ペルヒタ教国へ侵入するのである。

「ねぇ、質問なんだけど……」

　ふいにスピカが手を挙げる。

「それって飲み薬よね？　……苦いの？」

　これにはメイドたちが『あぁ～』と共感の声をこぼした。

「うっぷす。リリスも苦いお薬はニガテです。まあ、魔王様の苦いのはだ～い好きですけどっ♪」

「あぁん、ジュノ様の苦いのはわたくしも大好きですよぉ！」

　アルテミスが腰をくねらせながら、俺の下半身を悩ましげに見つめてくる。いいから早く続きを説明してほしい。

「まず、スピカ様。この薬は飲み薬ですが、普通のモノとは少しだけ違います。唾だ液えきと反応させることで効果を発はつ揮きする仕様なのですよ」

「だ、唾液!?」

　スピカが頰を引きつらせる。

　アルテミスはチッチッチと指を振り、

「ふふふっ。薬を飲んだ後、その方の唾液が触れた箇所からは魔力が漏もれ出ださなくなるのです。つまり、お互いの全身をペロペロし合う必要があるのですよぉ！」

　メイドたちが赤面し、『キャー！』とはしゃいだ歓声を上げた。こやつら、さっきからすっかり観客のようになっている。

　とはいえ、そうか。全身を舐め合う必要が……。

　ふいにスピカの方を見ると、

「……ッ！」

　彼女とぴったり目が合った。

「な、なによ。いま私のこと……えっちな目で見たでしょ！　ぺろぺろしたいって思ったでしょ！」

　紅潮した顔で責めてくるスピカだが、俺の答えは決まっている。

　彼女の瞳ひとみをジッと見つめて、

「当たり前だ。俺は舐めたい。お前の身体を隅々まで、余すところなく俺の舌で征服したいと思っている。──覚悟するのだ、スピカよ」

「～～～～～～～ッッ!!　……もう。…………えっち」

　自分の身体をぎゅっと抱き、スピカはそうつぶやいた。しかし瞳は濡ぬれている。頰も赤く染まっている。どうやら満更でもない様子だ。

　だが、これですんなり絡み合えるはずもなく──。

　アルテミスとリリスが、ここぞとばかりに飛び出してきた。

「それではジュノ様のお身体は、わたくしが担当しますね！」

「リリスもやりますっ♪　主に下半身を担当したいですっ！」

「あぁんリリス様!?　わたくしも下半身をペロペロしたいですよぉ！」

「ん～……ではリリスは右側、アルテミスさんは左側をペロペロってことで♪」

　どんどん話を進める二人に、スピカが割って入る。

「ちょっと二人とも！　勝手に話を進めないでくれるかしら!?」

　またしてもギャーギャーと言い合いを始める三人。

　面白がって声援を送るメイドたち。

「フッ、まったく……こやつらは」

　今日も騒がしい家族たちを眺め、俺は小さく笑みを浮かべた。

　和わ気き藹あい々あいと、破は廉れん恥ちに。

　そんな魔界の雰囲気を、俺は心から愛しているのだ。







　魔族の健やかな繁栄のために──。

　目指すは南海の楽園・ペルヒタ教国である!!
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　──わたし、六ろく芒ぼうの女神のひとりペルヒタ。

　ペルヒタ教国で崇すう拝はいされている女神で、女神王ヴィーナスさまの忠実なるしもべ。

　普段は信者たちにチヤホヤされながら、大好きな魔獣ちゃんと神獣ちゃんをモフモフしてるんだけど……。

「魔王ジュノども、なかなか動かないなぁ……」

　この間から、わたしは遠とお見みの魔法陣をジーッと監視するだけの生活を送っている。雲のクッションをだっこして、柔やわらかい床をゴロゴロ転がりながら……。

　ここは簡易的な神聖空間。

　六芒の女神の栄光と祝福で創られた、白を基調としたモコモコのお部屋だ。神聖アルテミス王国の上空、遙か彼方かなたに浮かんでいる。

「はぁ～……」

　わたしは身を起こし、ため息をついた。

　白と黒のゴシック＆ロリヰタなドレスの皺しわを直す。ペルヒタ教国の職人に作らせたこだわりの逸品だから、とっても大切にしているのだ。

　それからケープの位置を整えた。

　肩にかけたコレは、魔獣の毛皮でできている。モフモフしていて気持ちいい。

　飼っていたペットちゃんが死んじゃったときは、こうやって毛皮を剝いでアクセサリーにしているのだ。こうすれば、ず～っと一緒にいられるから。

　仕上げに手鏡を取る。これは王族からの捧ささげ物もの。ペルヒタ教国で採れた青い宝石をちりばめた、特級国宝だ。

「むふふ。わたし……かわいい……」

　鏡に映った無垢でロリロリの美び貌ぼうに、わたしは思わずニヤニヤした。

　魔王の監視はとっても退屈だから、ときどきかわいい自分を眺めて心を癒いやさないとやってられない。

　──長きにわたる時を生き、それでも外見は九歳を保っている。

「だって、女盛りは一ケタ台。十歳を超えたら、もうおばさんなんだもん……」

　床まで届くロングヘアを整えつつ、横目でチラッと魔法陣を見る。

　やっぱり動きはない。

　魔法陣に映っているのは、神聖アルテミス王国の片かた田舎いなか。たしか、マカイノ村とかいうところ。魔王ジュノどもの拠点になっている村だ。

「う～ん……。あいつら、すぐ復讐しに来ると思ったのに……」

　先日、神聖アルテミス王国の王都を、わたしのドラゴンちゃんたちで襲撃してやったのだ。余裕で勝てるはずだったのに、結果はボロ負け。

　相手は邪悪でいやらしくて口調とドヤ顔がキモい魔王だ。ペルヒタ教国に復讐するために、なんらかのアクションを起こすはず──って考えたけど……。

　魔王たちの魔力反応は、マカイノ村の中をウロウロするばっかりだ。いくら遠見の魔法に気づいているからって、ここまで動かないのは……。

「な～んか妙だなぁ……」




「──何が妙なんですか？」




　ふと、後ろから声がした。

　口うるさい性格がそのまま表れた、やや硬めの口調だ。

「んぁ？　おかえりー。いやね、ちょっと思ったことがあってさぁ」

　わたしは首を巡らせ、神聖空間に戻ってきた仲間に目をやった。

「思ったこと……？　気になりますね。聞かせてください」

　彼女の名前はグルヴェイグ。

　わたしと同じ六芒の女神のひとりで、神聖アルテミス王国とペルヒタ教国の間に広がる、聖せい隷れいグルヴェイグ王国で崇拝されている。

　見た目を人間族に換算すると、二十代前半ぐらい。おばさんだ。

　だけど、腰まである黒髪は黒曜石みたいにツヤツヤで、しかも柔らかくてイイ匂いがするから、それはちょっとだけ羨うらやましい。

　すらりとした長身に、ばいんばいんのハレンチおっぱい。

　やたらと丈の短い修道服からは、ガーターベルトに包まれた美脚が伸びている。

　切れ長のキツそうな瞳ひとみに、四角いメガネをかけているけど……まあ、自分の国で絶対的に崇拝されるのも納得の美人ではある。おばさんだけど。

「ペルヒタさん、魔王どもに動きはあったんですか？」

　グルヴェイグがわたしの隣に腰を下ろした。わたしのクッションをお尻に敷くのはいいんだけど、せくしぃなぱんつがチラチラ見えるのが気になる。

　わたしは手のひらを差し出し、

「それより、お菓子……買ってきた？　かわいくておいしいやつ」

　グルヴェイグをジーッと見つめる。

　彼女は「グッ」と奥歯を嚙かんだ。
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「まったく。どうして私があなたのお使いなど……！」

「交代で監視してるんだからしょーがないもん。わたしだって、グルヴェイグのお使い……ちゃんとやってきたのに」

「私が美容にいい飲み物を頼んだら、いやらしい本をしこたま買ってきたくせに、よくもまぁそんなことが言えますね！」

「どぅどぅ。怒ると小じわが増えるよ……おばさん」

「～～～～ッ！　実年齢はあなたの方が上でしょうに！」

「……わたし、九歳だもん」

「下一ケタが九歳なだけですよね!?」

　額ひたいに青筋を立てて、ギャンギャン吠えてくるおばさん女神。

　わたしはそれを受け流し、おばさんが持ってきた袋をガサゴソと漁り始めた。かわいくておいしいお菓子……どこかな？

　だけどそこには、かわいくておいしいお菓子なんて影も形もなかった。

「お菓子……ない」

「いやいや、あるじゃないですか！　聖隷グルヴェイグ王国の格調高き銘めい菓か、グルヴェイグまんじゅうが！」

　グルヴェイグが袋から四角い箱を取り出した。

　箱にはたしかにおまんじゅうが詰まっている。だけど、なんのデコレーションもない灰色のおまんじゅうなんて……。わたしの基準ではお菓子に含まれない。

「……グルヴェイグは、国民を締めつけすぎ。そんなんだから、かわいくておいしいお菓子もできない……」

「ふんっ、余計なお世話です」

　不満げに腕組みをするグルヴェイグ。

「私が理想とする完全なる管理国家に、浮ついたお菓子など必要ありません。それに、全国民を締めつけているのではなく、私に従わない異端派の人間族を徹底的に審問しているだけですから。天罰です、天罰」

「いたんしんもんって、女神がやるべき仕事じゃないと思うけどなぁ……」

「ですから余計なお世話ですっ！　そもそも、ペルヒタさんの国は自由すぎるんですよ。観光客を呼び込んで仮装パレードをやったり、ふしだらな水着を売ったり……！」

「……ふしだらなスケスケぱんつ穿いてるおばさんに、言われたくない」

「こ、これは勝負下着です！　確かにスケスケですが、ふしだらではありません！」

「……恋人いたことない処女なのに、誰と勝負するの？」

　わたしがボソッと言い返すと、思いのほか効いてしまったらしい。

　痛いところを突かれた、とばかりに胸を押さえたグルヴェイグが、いっそう早口で言い返してくる。

「こ、ここここ恋人も処女も仕方ありません！　過去数千年、私に釣り合う男が現れなかっただけのこと！　それに恋人と処女の件は、ペルヒタさんも同じですよね!?」

「…………。わたし、こどもだからわかんない……」

「だーかーら！　あなたは私より年上でしょう!?」

「あー♪　あー♪　聞こえない聞こえなーい♪」

　わたしがグルヴェイグをあしらっていると、




　──ビクンッ、ビクンッ。




　遠見の魔法陣に、わずかな変化が表れた。

　そこに表示された複数の魔力反応が、不規則に震えたのである。

　この不思議な反応には前から気づいていた。だけど、それが何を意味するのかはわかっていない。

「ん～、この動き……なんなんだろ？」

　疑問に思いつつ、わたしは遠見の魔法陣を見つめた。グルヴェイグまんじゅうを手に取り、口に運ぶ。……あんまり甘くないけど、思ったほど悪くない。テーブルに置いてあったら食べるかも、ぐらいの味だ。

「これは……やはり……」

　グルヴェイグも魔法陣を見つめている。目を細め、シャープな顎に手を添えて、まあまあ知的な横顔だ。

「ペルヒタさん」

　と、まあまあ知的に見えるグルヴェイグが言った。




「──あなたの最高オナ禁記録……どれぐらいですか？」




　……本当の本当に、知性のカケラもないセリフを。

　わたしは心の底からドン引きしながら、

「おばさん……いくら性欲持て余してるからって、そういうこと、訊く？」

　ゴミを見る目でグルヴェイグを見やった。

　しかし彼女は食い下がる。

「い、いえ、べつに興味があるわけではありません！　この魔力反応の理由──解明できるかもしれないんです！」

　わたしはしばらく迷った末に、

「…………二日」

「勝ちました。私は二日半です」

　正直に答えたら、グルヴェイグに勝ち誇られてしまった。

　わたしは悔しさを押し殺してたずねる。

「……で？　このビクンビクンっていう魔力反応は、ジュノ一味の誰かがオナ……達したときの反応だっていうの？」

「反応のペースと回数から、可能性の一つとして考えただけですよ。精神状態の変化や、何らかの特殊な行動などに由来している可能性と併せて検討していくべきですね」

　グルヴェイグは「フン」と鼻を鳴らした。

「まあ、こういう反応が見られるということは、魔王どもがマカイノ村に留まっている証拠でしょう。転移魔法を使ったりすればすぐに感知できますし、まだ焦る必要はありませんね」

　うーん……本当にそうなのかな？

　わたしは首をひねり、グルヴェイグの顔を見上げた。

「妙だなって思ってたのは、まさにソコ。グダグダしてる期間……長すぎると思う。魔王どもが本当に村でのんびりしてるのかもしれないけど、なにかの策を練って、次の作戦をスタートさせてる可能性だってあるもん」

「……ほぅ？」

「そもそも、その魔力反応がニセモノにすり替わってるケースも考えないと。あと……転移魔法とかを使うんじゃなくて、観光客とか行商人を装って、馬車で地道に移動してくることだってあり得るもんね」

　となると、やっぱり標的はわたし。

　王都を破壊した復讐のために、ペルヒタ教国を狙う可能性がいちばん高い。

　だけどグルヴェイグは、これを一笑に付した。

「ペルヒタ教国へ行くには、私の聖隷グルヴェイグ王国を通らなければいけません。国境の警備は特別厳重にしていますし、優秀な審しん査さ官かんだって揃っています。怪しい奴は必ず捕まりますよ」

　余裕です、余裕。と小刻みに肩を揺ゆらすグルヴェイグ。

　わたしは彼女を横目に見ながら、深いため息をついた。

　……まあ、悩んでいても始まらない。わたしはわたしでやることがあるから、ここはしばらくグルヴェイグに任せよう。

「今年の仮装パレード……三日とも参加するのかぁ。……めんどくさい」

　半月後に迫った、聖ペルヒタ祭。

　民の信仰心をキープするのも楽じゃないのである。
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　俺たちの像が完成してから数日後──。

　ついに出発の朝がやってきた。

　目的地は南海の楽園・ペルヒタ教国である。

　ここはマカイノ村の工房前。見送り役のメイドたちに囲まれながら、俺とスピカ、そしてアルテミスは、リリスの到着を待っている。

「さて、リリスはどんな荷馬車を用意してくるのやら……」

　俺の服装は、ややくたびれた地味なマントだ。マントの左右には穴が開いており、そこから腕を出せるようになっている。

　今回は、商人を装ってペルヒタ教国へ侵入することになったのだ。

　商人のマントに穴が開いているのは、そこから腕を出し、金かね勘かん定じようや出すい納とう作さ業ぎようをするためなのだとか。

　爽やかな朝あさ陽ひを浴びながら、マカイノ村の澄んだ空気を味わっておく。次の戦場は南国だ。こことはまったく違った気候下での活動になるだろう。

　深呼吸する俺の隣では、

「はぁ、はぁ、んはぁ……」

「んんっ、くふぅ……んんぅっ……」

　スピカとアルテミスが肩を寄せ合い、お互いの身体を支えている。

　なにせ膝ひざがガクガクで、一人では立つことすらままならない状態なのだ。二人そろって顔は真っ赤。目はトロンとしている。

　俺に合わせて、二人の服も商人風だ。

　胸もとを隠した丈の長いローブ。髪をまとめるための帽子。商人が使うという、ベルトに結びつけるタイプの巾着袋を提げている。

　出陣の支度は万全だ。

　服装はもちろん、長旅の荷物は前日までに用意しているし、すでに魔ま導どう粘ねん土どの像に魔力の一部を分け与え、自身の魔力をゼロに抑えている。

　さらに、さきほどアルテミスの飲み薬を使い、身体から漏れ出る魔力を完全に断ち切った。加えて、魔族以外からの認識阻害効果も発動している。

　俺はスピカたちに目をやり、

「二人とも……これから長旅が始まるというのに、そんな調子で大丈夫か？」

　忠告の言葉をかけてやった。

　しかし、飛んでくるのはスピカの反論だ。

「そ、そんな調子って……！　ジュノが私たちのこと、あんなにペロペロするからじゃない！　あんなところ舐められたら誰だって……んんっ、はぁっ、はぁ……！」

「んぅっ……そうですよ、ジュノ様。わたくしの飲み薬、あんな……肌の奥まで擦り込むようにペロペロされるなんて。わたくし、思い出しただけでも……んんっ！」

　アルテミスが身体をくねらせ、ヒクッ、ヒクッと背筋を震わせる。思い出し絶ぜつ頂ちようとは器用なことをやるものだ。

　そう。先ほどまで、俺たちは互いの全身に舌を這はわせ合っていたのである。中盤から調子が出てきたので、ついついやりすぎてしまったのだ。

「というか、どうしてジュノは平然としてるのよ？」

「そ、そうですね……。わたくしたちとリリス様がさんざんペロペロして、七回も白はく濁だくの協奏曲を奏でたというのに」

　俺は遠い目をしてクールに微笑ほほえむ。

「あれだけ何度も放出すると、不思議なことに魔ま賢けん者じやのごとき落ち着いた心境になるのだ。男の肉体はそういう風に出来ているらしい」

『へぇ～！』

　と、スピカたちが感心の声を重ねたときだ。

「皆さ～ん♪　やっほー♪」

　工房の敷地に愛らしい声が響いた。リリスの到着だ。彼女は荷馬車の御者台に座り、二頭の馬を巧みに操っている。

「ほほぅ。これはまた、絶妙にくたびれた荷馬車を用意したものだな」

「まあ、あんまり新品の荷馬車だと商人っぽくないものね」

「客室の後ろ……連結している荷台には、何が入っているのでしょう？」

　そうこうするうちに、荷馬車が俺たちの前で停車した。

　御者台からぴょこんと飛び降り、リリス（商人服）が内股気味の妙なポーズで着地する。なにかと思ったら、彼女も膝をガクガクさせていた。

「はぁ、んんっ……。で、では皆さん、リリスたちは『野菜商』という設定です。後ろの荷台に積んである野菜を、神聖アルテミス王国からペルヒタ教国へ運んでいる──。国境で尋問されたら、こう答えてくださいねっ！」

　野菜売りか。少し意外な選択だが、まあいいだろう。スピカを見ると、彼女も納得しているようだ。

　そんな中、アルテミスだけは不安そうである。

「ん～……わたくし、あんまりお野菜は好きじゃありません。どうしましょう、演技にボロが出てしまったら……」

　アルテミスの好物は菓子類だ。日ごろから、見るからに甘そうな菓子を大量に買い込み、自室に引っ込んでしまうのである。そうして食っちゃ寝食っちゃ寝した結果、腰まわりのむちむち化が止まらなくなっているのだ。

　しかしリリスは抜け目ない。ニコニコ顔でアルテミスの袖を引っ張り、

「まあまあ。まずは荷台を見てくださいっ♪　アルテミスさんもだ～い好きなお野菜ですからっ♪」

「えぇ……？　わたくし、べつに好きなお野菜なんて……」

　と、二人の姿が荷台の向こうに消えた後のこと。

「あらあらまぁまぁ、そういうことでしたか！　素敵なお野菜ですねぇ!!」

　突如、アルテミスの甘ったるい声が響いたのだった。

「なにっ!?」

「今の変な声、アルテミスよね？」

　俺はスピカと顔を見合わせ、二人で荷台の向こうへ走る。

　するとそこには、

「あぁんっ、あぁん！　どれも太くて長くて、見覚えのあるサイズ感で……わたくし困ってしまいますよぉ～」

　両手に野菜を握って悶もだえるアルテミスの姿があった。

　隣のリリスはご満悦である。

「……ナスとニンジンを握ってはしゃぐ〝元〟女神……か」

「やだ、なによこの品揃え。作為を感じるわ」

　荷台には、リリスが調達してきた野菜がギッシリ詰め込まれていた。

　ナス。ニンジン。キュウリ。甘イモ。

　どれもこれも、見覚えのある極太サイズである。

「リリスよ。これはもしや……」

　おそるおそる訊ねると、彼女は満面の笑みを返してきた。

「はいっ♪　ぜ～んぶ魔王様のジュニア様を基準に選定してきたんですっ♪　魔王様の荷馬車なのですから、コレを売らずに何を売るってカンジですよねっ！」

「よくもここまでサイズを揃えたものだな……。……ん？」

　ふいに傍かたわらを見ると、

「…………おっきぃ」

　スピカが甘イモに、つぅ──と指先を這わせていた。

「……スピカ。お前もか」

　俺が湿った視線を送ると、スピカはカ～ッと真っ赤になる。

「ち、ちちち違うわよ！　ただ、美お味いしそうだと思って！」

「俺の股こ間かんがか？」

「どうしてそうなるのよ、違うわよ！　あぅ……いや、違わないけど……そ、そうじゃなくて！　ふ、ふかしたら美味しいでしょ、甘イモ！」

　煮たり、ふかしたり、石で焼いたり。甘イモは俺の好物の一つでもある。

　そうか。

　──俺が乳ち房ぶさを愛するように、彼女たちもまた、股間の甘イモを愛しているのだ。

　尊とうとき絆を再確認し、俺は仲間たちに向き直った。

「いざ参ろう。我が新たなる領地候補──南海の楽園・ペルヒタ教国へ！」

「リリアヘイム魔界化計画、さらに前進ですっ！」

　ぐいっと拳を突き上げて、やる気充分のリリス。

「はぁい！　ジュノ様の邪悪なる威光で、南海の愚ぐ国こくを黒々と照らしましょう！」

　ナスとニンジンに頰ずりするアルテミス。

「女神に奪われた世界は、私たちが取り戻すんだから！」

　甘イモを大事そうに握ったスピカ。

『おぉー!!!!』

　それぞれ拳で天を衝き、決意を新たにする。

　メイドたちの拍手と歓声を浴びながら、俺たちは荷馬車に乗り込んでいく。

　進路は南方。

　最初の関門は、聖せい隷れいグルヴェイグ王国への入国である！







　──早いもので、出発から二日が過ぎた。

　マカイノ村を発った俺たちは、申し訳程度に整備された林道を抜けると、南へ、南へ、街道をひたすら進んでいった。

　神聖アルテミス王国の南方には、数多くの山々がそびえている。

　初日は、麓ふもとの宿で一泊。

　翌日は山々を迂回するのに費やした。

　それらの山の向こうに位置するのが、聖隷グルヴェイグ王国である。

　同国は、神聖アルテミス王国とペルヒタ教国を隔てるように広がっており、ペルヒタ教国へ入るためには、必ず通過しなければいけないのだ。

　六ろく芒ぼうの女神・グルヴェイグを崇すう拝はいする、聖隷グルヴェイグ王国。

　リリスによれば、神聖アルテミス王国が魔族との共存を表明したことから、今は出入国の審査がとても厳しくなっているらしい。

　特に、神聖アルテミス王国からの入国に関しては……。

　俺たちの馬車が国境付近に到着したときには、すでに陽ひが沈んでいた。

　入国審査の受付時間が終了していたため、その日は近くの街で一泊。翌日の早朝から審査の列に並ぶことになったのである。

　──そして、今。

　天気は薄ぐもり。そのわりに空気は乾燥しているが、まわりの人々が発するオーラにはジメジメとした淀よどみがまとわりついている。

「ふむ。これが世に言う渋じゆう滞たいというやつか」

　俺は荷馬車の客室内で、ぐっと大きく伸びをした。

　まだ早朝だというのに、国境付近には大量の馬車が殺到し、すっかり列が動かなくなっている。それだけ念入りに審査をしているのだろう。

　窓の外へ顔を出し、俺は遙か前方を見つめた。

　そこにあるのは巨大な壁。

　両国を隔てるために、強固な防壁がそびえ立っているのだ。ペルヒタの龍族どもが三体がかりで暴れたとしても、アレを破壊するには数日はかかるだろう。

　防壁の麓には複数のゲートがあり、そこが出入国審査の受付になっているのだ。

　まずは神聖アルテミス王国側で出国審査を受ける。

　そして防壁を通過。

　さらに聖隷グルヴェイグ王国側で、入国審査を受けるのである。

　つまり、防壁は二重構造になっているのだ。

　壁と壁の間には、小さな村が丸ごと入るスペースが空いているのだとか。そこはどちらの国の領土でもない、空白地帯という扱いになっているらしい。

　太陽が中天に近づき──。

　ようやく一枚目の壁に到着した俺たちは、出国審査を無事にパスした。まあ、神聖アルテミス王国側の審しん査さ官かんは俺たちの味方なのだから当然である。

　だが、今度は敵国側の入国審査を受けなければならない。

　そのためには、またもや延々と待ち続ける必要があるのだ。

　壁と壁の間。

　空白地帯での渋滞に、俺は小さく息を吐く。

「……いくらゲートが複数あっても、この調子では、いつになるやら……」

　と、そのとき。

　太ももの内側を、アルテミスの手がスリスリと這い回った。

「んふっ、ジュノ様。退屈しているようでしたら、お手々でシましょうか？」

「ま、待ちなさい！　それなら私も……！」

　すかさずスピカが、俺の腕にたわわな膨ふくらみをくっつけてくる。

　席順でさんざんモメた結果、スピカとアルテミスが俺を挟む形に落ち着いたのだ。

　二人の吐息が俺の首筋をくすぐる。

「さぁさぁジュノ様、おズボンをお脱ぎください」

「宿屋であんなに出してきたのに……ジュノったら、もぅ」

　アルテミスとスピカの手が、俺のズボンにかかった直後だった。

「──お二人とも、えっちなのはダメですっ！」

　御者台から、思いのほか鋭い声が飛んできた。

　リリスがこちらを振り返り、左右の人さし指で『×』を作っている。

「ど、どういうことだ？」

　この子が『えっちなのはダメ』と言い出すなど、時期外れの大雪が降るのでは──と思ったが、彼女の判断は正しかった。

「…………」

　荷馬車の横を、敵国の入国審査官が通りかかったのである。

　漆しつ黒こくのローブに無機質な鉄仮面。

　彼らは、渋滞した馬車の列を縫うように歩き、窓から客室内を覗きながら歩いているのだ。客室内に不審な点を見つけたら、すぐに排除するつもりなのだろう。

　鉄仮面の審査官が無言で通り過ぎていく。

　なるほど。空白地帯とは言ったものの、出国の列には聖隷グルヴェイグ王国サイドの審査官が、入国の列には神聖アルテミス王国サイドの審査官が巡回しているようだ。

「……ふぅ。助かったぞ、リリス。素晴らしき反応だ」

「リリス様、ありがとうございます。……あと、ごめんなさい」

「私、ちょっと軽率だったわ……。ごめんねリリス」

　アルテミスとスピカが、しょぼんと頭を下げる。

　俺も愛あい撫ぶには乗り気だったので、「すまなかったな、リリス」と言い添えた。

　しかし、小さな堕だ天てん使しは左右に首を振り、

「いえいえ。リリスも強く言っちゃってすみませんでした。でもまあ、少しガマンしてください。魔王様の一行だってバレたら、もう攻撃魔法をバンバン使って強行突破するしかなくなっちゃいますからね」

『…………』

　俺たちは押し黙った。

　人間族を巻き込む戦いに発展するのはなんとしてでも避けなければならない。

　魔王と女神の戦いが、人間族を巻き込んだ大戦争になれば、お互いの国民に大きな犠牲が生じてしまう。

　以前、アルテミスが人間族の良心や思いやりを搾さく取しゆしていたように、人間族から様々な力を少しずつ吸収することで、天界は維持されている。

　ゆえに、人間族の数が減ってしまうのは好ましくないのだ。

　それは魔界も同じこと。

　国民から税金のように少量の魔力を徴収することで、国全体を覆おおう結界を作動させているのだ。

　その結界とは、他国からの害意に反応するシロモノだ。国防を考えるうえでの必須魔法である。

　魔王と女神。魔界と天界。双方にとって、民は貴重な財産だ。それを犠牲にしないよう、必然的に神魔の頂点同士が直接ぶつかる構図ができあがっているのである。

　──時が流れる。──ゆっくりと列が進む。

　昼時を過ぎ、そろそろ腹の虫がうるさくなってきたところで……。

「次の方どうぞ。申請は……野菜商ですか」

　リリスが提出した文書に、鉄仮面の入国審査官が目を通す。

　とうとう俺たちの番が回ってきたのだ。

　ゲートを閉ざす鉄門の向こう側は、もう聖隷グルヴェイグ王国。ここを突破できれば、ペルヒタ教国への道が開かれるのである。

「では、降車を。……ふむ、御者を含めて四人での入国ですか」

　俺たちは当然のように、馬車を降りるよう命じられた。

　素直に従うと、入国審査官は「さあ、すぐに検査を」と、まわりを囲む別の鉄仮面たちに指示を飛ばす。

「……ご婦人方、ご安心を。ここの身体検査官は全員女性ですので」

　入国審査官の言葉が終わる前に、一人につき二人ずつ、身体検査役の鉄仮面が張りついてきた。

　そのあいだに、また別の鉄仮面たちが荷馬車に群がり、

「客室内、不審物なし」

「天井および底面、不審物なし」

「車輪部、不審物なし」

　怪しいところがないかチェックを始めたのだ。なるほど、ここまで手間をかけていれば渋滞にもなるだろう。

　私物や荷台も容よう赦しやなく漁られていく。

「手荷物、四人とも不審物なし」

「荷台、不審物なし」

「積み荷は野菜。ナス、キュウリ、ニンジン、甘イモ……異常なし。……ごくり」

　……ん？　今、生なま唾つばを飲み込んだ鉄仮面がいなかったか？

　腹が減っていたのか、それとも……。

「名前は……ジュノノンさんですね。これより身体検査を始めます。怖くありませんから、大人しくしていてくださいね」

「…………大人しくね」

　俺を担当する検査官は、やたらと身長差のある二人組だ。口数が多い女性は長身で、寡黙な女性はリリスと同程度の体格である。

『ジュノノン』というのは俺の偽名だ。

　手配書が出回っているはずなので、薬による魔力遮断と認識阻害効果に加えて、個々の通行証もリリスがしっかり偽造してくれた。

　ちなみにスピカ、リリス、アルテミスの偽名は、それぞれピカリン、リリチュ、アルティンティンである。

　……俺の偽名を考えたのはアルテミスだ。

　ジュノノンという名前に恥じらいを感じてる間にも、身体検査は進んでいく。

「マントと上着、不審物なし。……わっ、腹筋すごい」

「ズボン、不審物なし。…………おしりも、せくしぃ」

　検査官たちが顔を見合わせ、コクリとうなずきを交わした。嫌な予感がする。

「では、上を全部脱いでください。まだ不審物があるかもしれませんし！　……じゅる」

「ズボンも、脱いで。ハァハァ……」

　なんと検査官たちは、俺のマントと上着、そしてズボンを剝ぎ取ったのだ。ヨダレをすすったりハァハァ言ったり、性の欲求を隠そうともしない！

　──が、ここは我慢だ。リリアへイム魔界化計画を成就させるためにも、ここで作戦をフイにするわけにはいかない。

　俺は現在、下着一枚。ちなみに下着は安定のブーメランタイプだ。

「どうだ……ですか？　俺の……私の身体に不審なところがなければ、そろそろ通せ……と、通してもらうわけには？」

　慣れない敬語に苦しみつつ、俺は二人の鉄仮面に訊ねた。

「いいえ、まだです。おぉぅ、腕も胸板も絶妙にたくましいですね……！」

「……ごくり。この顔、わたし……正直、タイプ……」

　しかし二人は聞く耳を持たない。気づけばスピカたちは身体検査を終え、こちらを心配そうに窺っているではないか。

　と、そのとき。

「おっほぉ！　イケてるメンズを検査してるじゃありませんか！」

「ずるいです。わたしも検査したい！」

　なんということだ。スピカたちを検査していた鉄仮面たちまでもが、俺のまわりにゾロゾロと集まり始めたのだ。

　俺は女性検査官どもに取り囲まれ、素肌をベタベタ触られた。

　そして彼女たちが行き着いたのは──、

「この股間の膨らみは何ですか！　スンスン……ぁんっ、不審なニオイがします！」

「……ごくり。いっちゃう？　ここ、いっちゃう？」

　薄布に守られた最後の切り札、股間の攻城兵器である。

　まあ、たしかに俺の股間は甘勃ちしている。

　いくら鉄仮面とはいえ、相手は女性だ。漆黒のローブには女体の曲線が浮き出ているし、俺の身体を触る手は、ふにふにと柔やわらかいのだから。

　しかもこうして囲まれながら、股間を凝視されたら──。

「あぁっ、ピクピクしてます！　なんだか少し大きくなってきたような……」

「これはいけません！　すぐに中身を目視しないと！」

　だが、そんなとき。

「妙ですね……」

　思いのほか冷静に、疑問を呈する鉄仮面がいた。

　彼女は俺の顔をジーッと見つめ、




「ジュノノンさん。あなた本当に商人ですか？」




　あっさりウソを見破ったのだ。

「何を言う……い、言いますか。私はれっきとした野菜商。聖隷グルヴェイグ王国の人間ぞ……人々に、美う味まい野菜を提供することが人生の目標です」

「そうですか。ふぅん？」

　鉄仮面は白々しい態度でうなずき、

「商人のくせに、身体を鍛えすぎなんですよねぇ。手は綺麗すぎるし、髪はサラサラだし、顔立ちが美しすぎます。それに下半身もご立派すぎて……。本当はどこかの王子様じゃありませんか!?　はぁ、はぁ……」

「王子様……ですか」

　惜しい！　俺は王子ではなく魔王だ。だが安心した。こやつも所しよ詮せん、他の鉄仮面と同レベルだ！

「ならば証拠をお見せしましょう。俺……私が本物の野菜商であることのね」

　俺は自信を込めて宣言した。勝ち筋が見えたのである。

　鉄仮面は少したじろぎ、

「い、いいでしょう。私たち全員が野菜を買いたいと思うようになったら、あなたが本物の野菜商だと認めてあげますよ！」

　こちらの顔と股間を交互に見ながら言ってのけた。

　スピカたちの不安げなまなざし。

　鉄仮面たちの好奇の視線。

　それらを一身に浴びながら、俺は荷台の甘イモを手に取った。




「──ここにある野菜は、すべて私の股間の甘イモと同じサイズなのです!!」




『!?!?!?!?!?!?!?!?』

　鉄仮面たちが一斉に、身体をビクンと震わせた。

　これまた一斉に、荷台に積まれた野菜に注目し、そして──。

「甘イモください！　三本……いいえ五本！」

「私はおナスとキュウリ！　あと、おみやげ用にニンジンを三本！」

「ちょっと押さないでよ！　わたしはキュウリを八本！　甘イモを十五本!!」

　聖隷グルヴェイグ王国。

　そこへ至るための入国ゲートは、野菜の即売場に変貌したのだった。
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　聖せい隷れいグルヴェイグ王国の宿に一泊し、翌日の朝──。

　すっかり荷台が軽くなった馬車に乗り込み、俺は座席に背を預けた。

　右側にはリリス。左側にはアルテミス。今日はスピカが御者を務めている。

「しかし、この国もなかなか病んでいるのだな……」

　俺は窓の外を見て、ため息をついた。

　一面に広がる鈍にび色いろの雲。あたりに立ち込める生ぬるい風。

　街を往ゆく人々は、空の色と同じように表情を曇らせているのだ。

　ここは聖隷グルヴェイグ王国の王都。建築様式は神聖アルテミス王国と大して変わらないが、街の雰囲気は『異様』の一言だ。

　街全体が、六ろく芒ぼうの女神・グルヴェイグ一色に染められているのである。

　そこらじゅうにグルヴェイグの石像が建ち並び、彼女を褒ほめ称たたえる看板や貼り紙、壁画などが建物の壁という壁を埋めているのだ。

　そして街中に響くのは、グルヴェイグへの祈りの声である。

　賛さん美び歌かのようなものなら、まだ我慢できる。しかし人々は道ばたにひれ伏し、大聖殿とやらの方角に向かって、汗を飛ばしながら祈りの言葉を叫んでいるのだ。

　リリスが苦い顔をする。

「この祈りの時間、一日七回あるらしいですよ？」

「七回も……。わたくしのおやつと同じ回数ですね……！」

　アルテミスもまた、眉まゆをひそめている。

　彼女の言葉をスルーして、リリスは手帳を取り出した。

「聖隷グルヴェイグ王国で美徳とされてるのは、『偉大なる女神グルヴェイグ様のために、必死になって働くこと』らしいです」

　さすがはリリス。しっかり勉強しているようだ。

「あと、思想や言論も厳しく統制されてるみたいです。密告制が敷かれてて、グルヴェイグを批判した両親のことを、その子供が聖教会へ告げ口した例もあるとか……」

「まったく。なにが『聖』教会なのか……」

　俺は再びため息をついた。この国に来てから、ため息が止まらない。

　ふと、隣のアルテミスが手を挙げる。

「グルヴェイグに抗あらがおうとする勢力はいないのですか？　わたくしが女神だったときも、多少はそういう人たちがいたのですけど……」

　リリスは力なく首を振った。

「地下に潜ってる勢力が複数いるみたいですけど、グルヴェイグが弾圧して回ってるんです。ヤツの異い端たん審しん問もんの後には、誰もが熱烈な信者に変わっちゃうとか……」

「まぁ……なんてこと」

　アルテミスが哀しそうに肩を落とす。

　俺は彼女の頭を撫でつつ、

「ペルヒタを倒したら、次はこの国を魔界に取り込もう。こんな国……それこそ俺が支配した方が民は幸せになるだろう」

「ジュノ様、ぜひお願いします！」

「不肖リリス、きっちりお手伝いしますよっ♪」

　両隣の仲間たちが、あたたかい言葉を送ってくれる。

　俺は二人の肩を抱き、グルヴェイグを快楽堕ちさせることを誓った。







　──それからさらに二日が経った。

　聖隷グルヴェイグ王国から、いよいよペルヒタ教国へ──。

　じつにいい加減な入国審査をパスした俺たちを待っていたのは、天界まで突き抜けるような青い空、純白の雲、どこまでも広がる紺碧の海だった！

「おおぉ……これが南国か!!」

　馬車の窓から身を乗り出して、俺は思わず歓声を放った。聖隷グルヴェイグ王国の陰鬱とした空気がウソのようだ。

　吹き抜けてゆく暖かい風は、ほんのり潮の香りがした。

「すごい……！　私、海って初めて見たわ！」

「空気も、植物も、人間たちの服装も……なにもかもが違いますね！」

　スピカとアルテミスの声も輝いている。

　俺たちの馬車は、整備された石畳をひたすらまっすぐ進んでいく。

　その先に待ち構えているのは、色とりどりの看板が躍る大きな街である。

「皆さ～ん、あそこに見えるのが王都・ペルフィーです！　リリスたちはあそこを拠点にしますので、もうちょっとだけ待っててくださいね～っ♪」

　スピカとアルテミスが『はーい！』と明るく返事をした。

「ほほぅ、いい国ではないか。ますます俺の物にしたいぞ！」

　かく言う俺も興奮を隠せずにいる。

　なにせ道往く女性たちが、当然のように水着姿なのだから！







　ほどなくして、俺たちは王都・ペルフィーに到着した。

　商工組合の建物内に荷馬車を駐めさせてもらい、ひとまず街を散策することに。

「むぅ……。なんたる熱気だ……」

　俺は額ひたいの汗を拭ぬぐい、周囲を見渡した。

　このペルヒタ教国──つくづく聖隷グルヴェイグ王国とは対照的な国だ。

　風通しを良くするためか、建物の窓は極端に大きく、平屋の屋根は巨大な植物の葉を重ねているのみ。

　さらに人々の服装は、男女を問わず多くが水着だ。その他にも、麻の服や麻のマントを身につけている者もいる。

　そしてなにより、民の表情が違う。

　グルヴェイグに奴隷のごとく尽くすことこそが美徳である──。

　そんな思想が蔓まん延えんしていた聖隷グルヴェイグ王国とは異なり、ペルヒタ教国の街角を歩く人々は、誰もが陽気に微笑ほほえんでいるのだ。

　……にしても、人が多すぎる。歩きづらくて敵わん。

「ただいまの時間、テーブル席がギリギリ空いてるよー！」

「ペルヒタ教国の名物、神しん獣じゆう麺めんだよー！　ウチに来たら、コレを食べなくちゃ！」

「さぁさぁどうぞ！　ウチは国の観光案内に二期連続で取り上げられた名店だよー！」

　時刻は昼前。

　街は昼食を求める人々でごった返している。店主たちも勝負時なのか、盛んに呼び込みの声が飛び交い、祭りのド真ん中に飛び込んだかのようだ。

　リリスは地図を片手に苦悶の表情を浮かべている。

「ひぇ～っ、まさに雑ざつ踏とうってカンジですねぇ。現地の人と観光客が入り交じって……スピカさん、迷子にならないでくださいよ？」

「し、失礼ね！　私はジュノの腕に摑まってるから平気よ」

「あぁんスピカ様ずるいです！　わたくしも……っと！」

　むにゅん……。たっぷん……。

　スピカとアルテミスの贅沢な膨ふくらみが、俺の両腕にたわわな圧迫感を届けてくれる。

　だがしかし…………暑い。

　普段は心地ここちよい乳肉プレスだが、マントを着ている今は……ひたすら暑い。

「リリス、暑くて敵わん。すぐに次の行動指針を固めよう」

　俺は暑さに喘あえぎながら言った。

　リリスも「ハー、ハー」と舌を出している。

「でしたら、服装をなんとかしましょう。まずは現地に溶け込まないとっ♪」

「服装か。つまり、それは──」

「はいっ♪　水着を買いに行きましょ～っ!!」







　王都ペルフィーには、数多くの水着店が軒を連ねている。

　大通りのとある店に足を踏み入れた俺たちは、あまりの品揃えに舌を巻いた。

「なんと……これが全部水着とは！」

　店内の棚には、さまざまな色やデザインの水着が所狭しと詰め込まれている。さながら極ごく彩さい色しきの花々が咲き乱れる魔ま性しようの園に迷い込んでしまったかのようだ。

　男性用と女性用で売り場が異なり、それぞれ露出度別に棚が分けられている。

　どうやらかなりの人気店らしい。店内には多くの客の姿があった。

　俺は女性用の水着棚に胸を熱くしながら、

「スピカよ。お前はいかなる水着を選ぶのだ？」

　彼女はビクッと背筋を震わせ、

「うぅ……あんまり露出度が高いやつはちょっと……」

　なんとも頼りない返事をする。

　そうしてスピカが手に取ったのは、布面積が大きめの水着だった。

「んっ、これなら……」

　が、そんなスピカをジト～ッと見つめる顔が二つ。

「ワンピースタイプを選んじゃうとは……スピカさん、ヘタレてますね？」

「この期に及んで保守的な水着なんて、スピカ様らしくありません！」

　もちろんリリスとアルテミスである。

　リリスの追撃は続く。

「せ～っかく縦に割れたキレイな腹筋してますのに、それを隠すなんてとんでもない！　ほい、スピカさんにはコレです、コレ！　ペルヒタ教国の先代女王ヴィキニーが考案したとされてる、ビキニタイプがいいです！　絶対！」

　リリスがスピカに勧めたのは、上下が分かれたタイプの水着だ。カラーはピンク。白いフリルがあしらわれている。普段のブラやショーツとほぼ同じ形だ。

「えぇっ、これ？　たしかにピンクでカワイイけど、は、恥ずかしいわよ……」

　ビキニを受け取り、スピカは困ったように眉を曇らせている。

　──ふと、視線を感じた。

　気配を辿ると、リリスが俺に向かってウィンクを連発していた。スピカの背中を押せ、ということだろう。

　スピカのしなやかな腹筋が映える水着……か。うむ、俺もぜひ見てみたい。

「ほほぅ、良いではないか。愛らしいピンクの生地に、清せい楚そな純白のフリルとは。きっとお前に似合うはずだ」

　逡しゆん巡じゆんするスピカに微笑みかける。

「……ッ！　ホ、ホント？」

「うむ。試着するだけでもどうだろうか？」

「……ま、まあ、ジュノがそこまで言うなら……」

　口もとをもにょもにょさせつつ、スピカは水着を抱きしめ、店の奥にある試着室へと入っていった。

「チョロいですねぇ」

「ええ、チョロいです」

　リリスとアルテミスが、なにやら悪そうな顔で笑っている。

「お、お前たち……」

　たしなめようとしたところ、二人が猛然とこちらに迫ってきた。

「お次は魔王様の水着を選んじゃいましょうっ♪」

「そうですそうです！　さぁ、さぁ、さぁ！」

「だ、だからお前たち！　むぐぐ……！」

　二人がかりの圧力によって、俺は男性用水着のコーナーへ押し切られてしまった。

「む、これは！」

　豊富な品揃えを誇る棚から、俺は一枚の水着を取った。膝ひざ丈たけのタイプで、黒い布地に紫色の炎の絵が描かれている。これはなかなか魔王心をくすぐるデザインだ。

　が──。

「魔王様？　まさか、そんなに丈が長いものを選ぶわけじゃありませんよねぇ？」

「あぁんジュノ様、もっともっと攻めてください！　性的な意味で！」

　リリスとアルテミスの猛抗議に遭ってしまった。……他のお客の注目を浴びていることは言うまでもない。

「で、では……これか？」

　俺は隣の棚の水着を取った。

　さきほどよりも丈が短い。いわゆる半ズボンのようなデザインである。いかつい魔ま獣じゆうの絵が描かれており、これもなかなか魔王心を……。

「魔王様ぁ～？」

「ジュノ様ぁ～？」

　だが、二人は納得してくれない。どうすればお許しがもらえるのだ!?

「ええい、ままよ……！」

　俺は目をつむって手を伸ばし、さらに隣の棚から水着を取った。

　男性用の中で、二番目に露出度の高い棚である。

「こ、これならどうだ!?」

　おそるおそる目を開けると、そこには。

「それでこそ魔王様ですっ♪　ささ、試着をどうぞ！」

「んふふっ。ジュノ様ったら、わたくしのためにそんな水着を……あぁんっ！」

　ニコニコ顔のリリスたちがいた。

「…………。まあ、これぐらいなら……よいか」

　俺の手に握られていたのは、ブーメランタイプの水着だった。普段の下着と大差ない、股こ間かんにしっかりフィットする形である。

　ちなみに、露出度が最も高い棚の水着は、肉竿すら隠せていないシロモノばかりだった。いくらペルヒタ教国とはいえ、あれを着て外出すれば間違いなく憲けん兵ぺいどもの世話になってしまう。

「やれやれ、これでようやく……」

　と、俺が一息ついたときだ。

「……ジュノ。水着、着てみたんだけど……どうかしら？」

　背後から、スピカが声をかけてきた。

　俺は瞬時に振り返る。スピカの艶あで姿すがたを、一刻も早く瞳ひとみに焼きつけたい！

「おぉぉ……！　スピカ、いいぞ！」

　彼女が身につけているのは、例のピンクのビキニである。各所にあしらわれた純白のフリルが、やはり大いに可愛らしい。

　さらに太ももにはガーターリングが……！　健康的な太ももにリングがむっちりと食い込み、スピカの柔肌を強調しているのだ。ガーターリングの存在は、ガーターベルトの知識とセットで以前リリスに教えてもらった。

　たっぷりとしたスピカの膨らみが、縦に割れた美しい腹筋が、可愛らしいピンクのビキニによって華々しく彩られている──。

　その感動的な光景に、俺は背筋を伸ばした。

「見事だスピカ。同じ魔族として、尊とうとき家族として、俺はお前を誇りに思うぞ」

　そう言って、ただただ彼女に拍手を送る。

「スピカさんやりますねぇ！」

「く、悔しいですけど、ジュノ様の反応も納得です！」

　リリスたちも素直に感動しているようだ。

　が、負けず嫌いのアルテミスがすぐに動いた。

「でしたら、わたくしはスピカさんよりもセクシーなビキニを着て、ジュノ様にアピールします！」

　勢い込んで、ほとんどヒモのようなビキニに手を伸ばす。

　──ここでリリスがボソッと一言。

「アルテミスさんにマイクロビキニはちょっとどうかと……。ほら、お腹のお肉が目立っちゃいますし」

「うぐっ……。で、では、どうしたら……!?」

　痛いところを突かれたらしく、アルテミスが涙目になった。

　しかしリリスは彼女を見放さない。意味深な微笑とともに、店の入口の方を指さす。

「ご安心くださいっ♪　さっき、あっちで〝いいもの〟を見かけましたから」

「あぁっ、待ってくださいリリス様ぁ！」

　そうして二人は入口の方へと走り去ってしまった。

　取り残された俺とスピカは、リリスたちの後ろ姿を見送るしかない。

「……さて、それでは俺も試着してくるか」

「そうね。ここで待ってるから、早く着替えてきなさいよ。水着姿……一番最初に、私に見せなさい」

「ほほぅ。一番最初に見たいのか？」

「な、なによ！　悪い!?」

　スピカをからかい、その赤面を堪たん能のうしてから、俺は試着室のカーテンを開けた。

　正面には姿すがた見みが鎮座している。しかし……なんて狭い部屋だ。大人一人でいっぱいではないか。

　マントと上着を脱ぎ、ズボンを脱ぎ、下着を脱ぎ──。

　いよいよブーメランタイプの水着を着用したときだ。

「なんと……！」

　俺は重大なミスに気がついた。

「スピカ！　スピカよ！　困ったことになった。すぐに来てくれ！」

　事態は急を要する。ゆえに俺は、試着室のカーテンから顔を出した。

　スピカは心配そうに眉を下げている。

「ど、どうしたの？　何かあったのかしら？」

「説明は後だ。とにかく来てくれ！」

「えっ、ちょ……ひゃんっ！」

　俺はスピカの手を摑み、そのまま試着室に彼女を連れ込んだ。

　しかし……これは悪手だったかもしれない。

　ただでさえ狭苦しい試着室は、いよいよパンパンになってしまった。俺はスピカと向き合い、ほとんど身体を密着させた状態である。

　彼女は上目づかいに俺を見ながら、

「もぅ、強引なんだから。一体どうしたっていうのよ？」

「……水着が、入らないのだ」

「え？　サイズは合ってるはず…………ひゃぁあぁっ!!」

　視線を下に向けた瞬間、スピカは悲鳴を上げた。

「ちょ、ちょっとジュノ！　どういうことよ!?」

「スピカの麗うるわしい水着姿を見ていたら、自然とこうなってしまったのだ」

「うぅぅ。そ、そんなにおっきくしなくても……」

　そう。

　俺の股間の肉バナナが、太く長く熟していたのである。

　大いに反り返っているため、ブーメランタイプの水着の上部から思いっきりハミ出しているのだ。

「もぅ、それじゃあ外に出られないじゃない！」

「うむ。これはゆゆしき問題だ。スピカ……頼めるか？」

「…………んっ」

　小さくうなずき、スピカは俺の水着に指先を引っかけた。正直、怒鳴られる覚悟ぐらいはしていたのだが……これは一体どういうことだ？

「ス、スピカよ。どうしたのだ？　妙に素直ではないか」

「ジュノ……」

　ポツリとつぶやき、スピカは言葉を継ぐ。

「……私の胸をうんといじくり回した後に、下着の中に手を入れたときのこと……想像してみなさい」

「う、うむ」

「そのときに、私が下着……ぐしょぐしょに濡ぬらしてたら、ジュノはどう思う？」

　俺はわずかに思考してから、

「…………嬉しい、と、思うぞ」

　素直な気持ちを口にした。

　スピカは満足したように、ほのかに口もとを上げる。

「……私だってそうよ。私の水着姿を見て、ジュノがおっきくしてるって思ったら……なんだか少し、嬉しくなってきたの。だから今は、セキニン……取ってあげる」

　スピカの指先が動き、ブーメランパンツが太ももまでズリ下ろされる。

　そして彼女は躊躇ためらうことなく、俺のホット肉バナナに手を添えたのだ。

「うぁ、熱っ……。手の中で脈打って、すごいわ……」

　反り返った部分を優しく握ったスピカが、はしたなき上下運動を開始する。

　が、その律動はぎこちない。

「んっ、んっ……。狭くてやりにくいわね」

　それもそのはず。狭い試着室で、正面から密着したままホット肉バナナをさらにホットにするのは至難の業わざだ。これは打開策の考案が急務である。

「スピカよ、太ももを使うのだ！」

「……こ、こうかしら？」

　スピカは己の太ももの間に、俺の熟バナナを導き入れた。

　そして両脚が閉じられる。

　むにゅん──。

　健康的に引きしまった太ももが、左右から不健全な圧迫を加えてきた！

「ぬふぅっ……！」

　未体験の快感に、俺は思わず声を洩もらした。さらに勃ぼつ起きの角度が上がる。俺の南国大砲はいっそう元気よく反り返り──、

「ひぁあぁぁあぁんっ!!」

　その結果、スピカの最も敏感な部分をちょうど刺激できる位置に至ったのだ。

「よし、二人で動こう。ともに危機を脱するのだ！」

「ちょ、ちょっと!?　ひぁっ、んぁぁっ！　すごっ……こすれて、熱いぃ……！」

　スピカの太ももに挟まれたまま、俺は淫みだらな前後運動を開始した。

　何度も何度も腰を振り、スピカの大切な場所に南海のタートルヘッドを擦りつける。

「ひあぁあっ！　待って、待ってぇ！　あぁぁあぁっ、いやぁっ……だめっ、腰っ……自然に動いちゃうからぁ……！」

　俺の動きとシンクロするように、スピカも腰を振り始めた。

　思わず彼女を抱きしめると、彼女もまた、俺の身体にしがみついてくる。

　むにゅんっ、たぽんっ、ぽよんっ……。

　ぽよぽよとしたスピカの膨らみが、俺の胸板に押しつけられる。前後運動に合わせてたぷんたぷんと柔肌が波打ち、股間の勃起角づのをさらにヒートアップさせてくる。

「ス、スピカよ。……うぐっ、太ももと乳ち房ぶさを使って同時に攻めてくるとは……やるではないか！」

「はぁっ、んんっ……。や、やろうと思ってやってるわけじゃ……んぁっっ、はぁっ……。すごいぃぃ……ジュノの、おっきぃの……ぁんっ！　私の気持ちいいところに、ちょうど当たって、擦れてぇぇ……！」

　男女の秘所が擦れ合い、互いの腰がぶつかり合って、そのたびにパンッ！　パンッ！　という官能の肉拍手がこだまする。

「ふんっ……！　ふんっ……！」

「あ！　あっ！　あぁっ!!　あぁぁっ!!」

　試着室の温度はみるみるうちに上昇し、俺とスピカの全身に汗の粒が浮き始めた。

　それが滑りを加速させ、腰の動きがますます激しくなっていく。

「スピカ……！　俺は、そろそろ……！」

「はぁあっ……ぁあぁあっ！　んっ、出して！　出してぇ！　私も、もう……あぁぁんっ！　一緒に……んんっ、あぁぁあっ……一緒にぃぃっ！」

　俺はスピカの尻をむんずと鷲わし摑みにして、いっそう強く腰を打ちつけた。

　それに応えるように太ももを閉じ、スピカはさらなる圧迫を試みる。

「ジュノっ、見て……！　私のこと、見ながら……出してぇぇぇ！」

　言われるがまま、俺はスピカと視線を合わせた。

　鼻が触れ合う。ときおり唇くちびるも触れ合う。

「うぐっ……ぬふぅ！　ではスピカよ……お前も、俺を見ながら達するのだ……！」

「んっ……。ジュノ……ジュノぉぉっ！」

　汗が飛び散り、吐息が混ざり、二人の視線が絡み合う。

　俺とスピカは互いに見つめ合ったまま、快楽の天上へと羽ばたいていく。腰と腰を打ちつけ合う、淫らな比ひ翼よくの鳥とりとして。

　下半身に甘かん美びなる痺しびれが走り──、




　びゅるるるるるっ！　ぶびゅるるるるるるるっ……！

　ぷっしゃあああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……！




『～～～～～～～～～ッッ!!』

　声にならない絶ぜつ頂ちようのデュエットが、試着室に響き渡った。

　背筋の痙けい攣れん。汗ばんだ肌。熱い体液。跳ねる吐息。

　汗の浮かんだ額をくっつけ、性感の余韻を二人で愉しむ。

「はぁ、はぁぁ……。スピカ……感謝する。とても……よかったぞ」

「ジュノぉ……。はっ、はぁぁ……私も、すごく……んんっ」

　呼吸が落ち着いてきたところで、スピカが自身の下半身に手を伸ばした。

「うぁっ、にゅるにゅるで……すごい量。この水着、お互い必ず買わないとね……」

「う、うむ。そしてリリスたちが戻るまでに、床掃除をしなければな」

「……ふふっ」

「……ククッ」

　俺たちは苦笑を重ね、試着室に飛び散った快楽の残ざん滓しを大急ぎで拭き取りにかかったのだった。
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　試着室に飛び散った男女の性液を、スピカと協力して掃除し終えたときだ。

『おおぉぉぉ……!!』

　棚の向こうで、男どもの野太い歓声が巻き起こった。

「む、何かあったのか？」

「お店の入口の方……って、アルテミスとリリスが何かやらかしたに違いないわ！」

　俺とスピカは水着のまま、声のする方へと走った。

　背の高い水着棚をいくつか迂回した先には、

『うおぉぉぉぉ!!』

　大勢の男どもによって、むさ苦しい人だかりができていた。まわりの水着棚を押し倒さんばかりの盛況ぶりである。

「あらあら、困りましたね。これではジュノ様のところへ行けませんよ？」

「う～ん、どうしたもんでしょうね。まさかこんなに注目されちゃうとは」

　人だかりの向こうから、耳慣れた声がする。

　やはりアルテミスたちだ。男どもが肉の壁を作っているせいで、ここからでは彼女の銀髪がチラチラ見えるのみである。

「仕方ない、行くぞスピカ」

　そう言って彼女の手を握り、俺たちは少しずつ人垣をかき分けていった。

　まわりにグイグイ押されながらも果敢に前進し、ようやく輪の中心に到着する。

「リリスとアルテミスめ、一体なにをやらかし……んんっ!?」

「ジュノ、どうしたの……ぉおっ!?」

　そこに佇たたずむ二人の姿に、俺とスピカは素すっ頓とん狂きような声を上げてしまった。

　リリスとアルテミスの水着姿が、あまりにも刺激的だったのだ！

「あぁん、ジュノ様！　さぁさぁ、存分にご覧ください。わたくしの水着姿を！」

「リリスのやつも見てくださいっ！　なかなかイケてるチョイスじゃないですか!?」

　周囲の男どもには目もくれず、アルテミスたちが俺に手を振った。

　ざわっ──。

　男どもの気配が不穏にざわめき、俺とスピカに視線が集中する。

　瞬間、無数の瞳ひとみがことごとく見開かれた。

「うわっ、美少女が増えた！」「金髪で、可愛くて、でけぇ……！」「チッ、これじゃあハーレムじゃねぇか……」「所しよ詮せん、顔と身長と筋肉か……クソッ、羨うらやましい！」

　男どもが生々しい感情を露わにする。

　…………なんだ？　胸の奥が、少しばかりモヤモヤする。

　そんな中、男どもの注目や歓声を完全にスルーしながら、リリスとアルテミスがこちらに駆け寄ってきた。

「ふふふっ。ジュノ様、いかがです？　お腹のお肉を隠しつつも、とびきりセクシーな水着でしょう？」

　俺の目前で、アルテミスが全身の性的肉感を見せつけるかのように、くるりと身を翻ひるがえす。その動きに合わせて、各所の肉が揺ゆれる揺れる。

　どたぷんっ、ばぃんっ、と重量感たっぷりに跳ね回る、大迫力の胸の膨ふくらみ。むちむち化が止まらない大きな尻も、抜ばつ群ぐんの存在感をアピールしてくる。

　アルテミスの水着は、言わば変形ワンピースタイプだ。

　ワンピース水着の布面積を大きく削り取り、乳ち房ぶさと腹部、そして甘かん美びなる花園をかろうじて隠しているのである。これはデザインの革命だ！

　気になる腹部を申し訳程度にガードしつつ、それでいて腰まわりの官かん能のう的てきな余肉には、水着が『むっっっちいぃぃ！』と食い込んでいる──。

　いっそ裸よりもいやらしい、魔に堕ちた女神にふさわしい格好だ。

「うむ！　これこそ性と堕だ落らくの極みである……！」

「微妙にお腹が隠せてないけど、少しお肉が余ってる方が……い、いやらしさが倍増するのね……！」

　俺はアルテミスの水着姿に釘付けだ。スピカの言うとおり、ややだらしない腹肉に食い込む水着が、アルテミスの淫いん猥わいな美び貌ぼうを引き立てている！

「贅沢すぎる乳肉と腹肉が織りなす、猥わい褻せつ交こう響きよう曲きよく──。じつに重層的かつ壮大ないやらしさだ、アルテミスよ！」

　式典のごとく背筋を伸ばし、俺は彼女に万感の拍手を送った。

「うぅぅ、こんなえっちすぎる水着、私にはとても……」

　スピカは恥ずかしそうに口もとを覆おおいながらも、どこか悔しそうに眉まゆを歪ゆがめている。

「うおぉー！　銀髪のおねーさーん！」「あんなボディ見たことねぇや！」

　あまりにも卑ひ猥わいな水着に、まわりの男どもは歓声を上げっぱなしだ。

「…………」

　俺は思わず胸を押さえた。……まただ。胸の奥がざわつく気がする。先ほどから、モヤモヤした何かが心の中で膨らんでいるのだ。

「ちょっとちょっと！　リリスを忘れてもらっちゃ～困りますよ！」

　すると小さな堕だ天てん使しが、その場でぴょこぴょこ飛び跳ねて存在感を主張し始めた。

　ほのかに肋ろつ骨こつが浮いた未成熟な肉体に、たゆんたゆんと揺れる場所は存在しない。

　が──しかし！

「な、なんという格好だ。これは、水着……なのか!?」

「わ、わ！　リリス、あんまり動いちゃダメよ！　ちょっとでも布がズレたら……！」

　俺とスピカが慌あわてるのも無理はない。

　なにせリリスの水着は、

「魔王様～、うっふ～ん♪　リリスのぺたんこボディだって、こういう水着ならエッチ度爆アゲになっちゃいますよ～！」

　──ほぼ、ヒモなのだから。

　水着を着用しているのか、それともヒモを結びつけているだけなのか。もはや区別がつかない。平らな胸を隠す布は、ちょうどリリスの乳にゆう輪りんと同じ幅。少しでも水着がズレれば、薄桃色の小さな敏感地帯が露わになってしまう。

　そして問題の下半身。我が秘書ながら、これは憲けん兵ぺい案件だ。

　なぜならば。

　リリスの下半身を隠している物もまた、ただのヒモなのだから！

　堕天使少女の無垢なる縦スジに、たった一本のヒモが食い込み、絶対に見えてはいけない無毛地帯を頼りなくガードしている──。

　その暴力的なまでの卑猥な愛らしさに、俺は胸と股こ間かんを熱くした。

「リリスも見事だ。俺の想像を軽く上回る、そのいやらしき発想の数々──。今後も卑猥の追求に励むがいい！」

「はぁ～い♪　魔王様にハメハメ……じゃなくて、ホメホメされちゃいましたっ♪」

　リリスがキャッキャとはしゃぐ間にも、周囲の注目は高まっていく。

「お、おいあれ、いいのか!?」「可愛すぎて頭痛がしてきた……」「うおぉ、なんだよあの水着。あんなに小さくて可愛い子が!?」

　むさ苦しい歓声は止まることを知らない。

　男どもの無数の視線を浴びているのはスピカも同じだ。

　リリスとアルテミスは周囲の男など眼中にないらしく、彼らを完全に無視している。

　しかし、羞恥心の強いスピカはそうもいかないようだ。

「────ッッ」

　無遠慮な視線に晒され、水着の胸もとを両手で隠すスピカ。警戒しているようだ。

「……これを用いよ」

　多くは語らず、俺は先ほど脱ぎ捨てた商人風のマントをスピカの肩に掛けた。

「あ、ありがと……」

　くたびれたマントをキュッと引っ張り、スピカが柔肌を覆い隠す。
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　その仕し草ぐさを目の当たりにして、俺は顎先に手を添えた。胸の中心に渦うず巻まいてる、謎めいたモヤモヤ感。……不安？　苛立ち？　何かが心に引っかかり、ざわついている。

　──とにかく、ここにいるのは嫌だった。

「スピカ、リリス、アルテミス。水着を購入し、すぐに隣の服屋へ入るのだ！」

　そうして無事に水着を購入。俺たちは水着店の隣にある服屋で、麻でできた涼しげな衣装を調達した。これを水着の上から着るのである。

　俺は半袖シャツに膝ひざ丈たけズボン。

　スピカ、リリス、アルテミスはワンピースと麦わら帽子だ。スピカとリリスは膝丈を、アルテミスは足首まで裾があるモデルを選んだ。

　……よし。ようやく心のモヤモヤが落ち着いてきた。

　俺は服屋の店先で、安堵の息をつく。

「リリスよ。ここに滞在する間の宿は決まっているか？」

「ええ、いくつか目星はつけてますよっ！」

　俺はうなずき、

「ならば、ぜひともプライベートビーチがついている宿にしよう！」

　胸のざわつきを払ふつ拭しよくするために、そんな提案を打ち出した。

「わぁ、プライベートビーチなんて素敵ね！」

「あぁん！　わたくしもそういうお宿がいいです！」

　大いに盛り上がるスピカとアルテミスだが、リリスは少し困った顔だ。

　腕を組み、「う～ん」とうなって考え込んでいる。

「ですけど魔王様。プライベートビーチ付きの宿屋って、料金がかな～りお高いんですよねぇ……」

　彼女の不安も理解できる。いくら神聖アルテミス王国を手中に収めたからといって、余計な出費は避けるべきだ。

　だがしかし、この投資は無駄ではない。断じて！

「よし、ならばリリスよ。予算が足りない分は、しばらく俺の食事を減らすがよい。三度の飯を二度にしてでも、俺はプライベートビーチ付きの宿に泊まりたいのだ！」

　力強く言い放つと、リリスが小さく首をかしげた。

「ありゃりゃ……。魔王様、何かあったんですか？」

「そう言えばそうね。ジュノがごはんを犠牲にしようとするなんて、ただごとじゃないわ。どうしたっていうの？」

「話してくださいジュノ様。わたくし、いかなる理由でも受け止めますからぁ！」

　スピカとアルテミスも会話に加わり、皆の視線が『続きを話せ』と促してくる。

「…………嫌なのだ」

　俺は、ささやくように話を切り出した。

　しかし、すぐに音量は増してゆき──、




「スピカ。リリス。アルテミス。お前たちの麗うるわしき水着姿を、他の男どもに見せるのが……俺はたまらなく嫌なのだ!!」




　ついには通行人が振り返るほどの大声になってしまった。これには少し反省し、コホンと咳払いを交える。

　俺は声量を整え、三人の家族に訴えた。

「先ほどの水着店で、俺は心のざわつきを感じていた。それはお前たちが──尊とうとくも美しいお前たちの水着姿が、他の男どもの視線にさらされていたからに他ならない。スピカたちの愛らしさと美しさは、俺だけのものにしたいのだ……！」

　すると──。

「ふ、ふぅん……。ジュノ、そんなこと考えてたのね。ふぅん……」

　スピカはうっすら頰を染め、口もとをニヤニヤと緩ませている。

「ありゃま、魔王様ったら♪　これってアレですよね、アルテミスさんっ！」

「えぇ！　えぇ！　ジュノ様とってもカワイイです！」

　リリスとアルテミスもニヤニヤが止まらない様子だ。

　彼女たちは俺に身を寄せ、

「安心しなさいよ。前にも言ったでしょう？　私は、あなただけのものだって」

「魔王様にそんな風に想ってもらえて、リリスはすっごく幸せですよっ♪　どんどん独占しちゃってください！」

「わたくし、心も身体もジュノ様に独占されたいですっ！　ジュノ様の独占欲にドップリ染められたいですよぉ！」

　皆の言葉にハッとする。

　独占欲が邪魔されたからこそ、あんなにも胸がモヤモヤしていたのか……。

「さてさて、それじゃ～リリスは今夜のお宿を探してきます！　プライベートビーチが付いてるサイコーのお宿、必ず見つけてきますからねっ！」

　……あ、待ち合わせ場所は、商工組合に駐めてある荷馬車のところで！

　と言い添え、リリスは笑顔のまま、雑ざつ踏とうの中に溶け込んでいった。

「さ、さて。それでは俺たちも行動に移ろうか」

　場を仕切り直すために、二人の仲間に呼びかけると、

「ジュノ様、お待ちくださいっ。わたくしを独占してくださぁい！」

　アルテミスが俺の右腕に勢いよく抱きついてきた。

「私のことも……ちゃんと独占しなさいよ」

　そしてスピカは、俺の左腕におずおずと抱きついてくる。

　俺はしばらく間を置いて、

「もしかして俺は、かなり恥ずかしい告白をしてしまったのか……？」

　自らの言動を顧み、おそるおそる訊ねてみた。

　アルテミスたちがニヤニヤを深める。

「んふふっ、子供っぽいジュノ様もステキですよ！」

「あら、ジュノは魔王様なんだから、自信を持ちなさいよ。恥ずかしい告白は魔王様の特権だと思うわよ？　……ふふっ」

「ぬぐぐぐ！」

　やはり子供っぽくて恥ずかしい告白なのか！　全身の体温が上昇していく。いかん。俺は今、ものすごく赤面しているに違いない！

「んふふっ、ジュノ様ぁ～」

「もぅ、ジュノったら……かわいいんだから」

　……しかし、まあ。

　二人が幸せそうなので、ここはこれで良しとしよう。

　俺は恥じらいを抑え込もうと、強引に気持ちをまとめたのだった。
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　南海の楽園──ペルヒタ教国。

　表向きは陽気で明るいリゾート国家だが、どうやら根深い闇を抱えているらしい。

　リリスと別れた後、俺はスピカとアルテミスを連れて、王都ペルフィーの裏通りで情報収集を始めたのだ。

　この国を統すべる、六ろく芒ぼうの女神ペルヒタ。

　奴が民からどう思われているのか──。それを探ることで、奴を快楽堕ちさせるヒントを探ろうとしたのである。

　そうして裏通りの老若男女に話を聞いてみたところ、ペルヒタへの不満が出るわ出るわ……。

『そりゃあ、オレも観光で儲けさせてもらってるぜ？　だけどオレらが王宮に納めた税金、自分の魔ま獣じゆうと神獣に注ぎ込みすぎなんだよ……ペルヒタ様は』

『……昔、ペルヒタ様の魔獣に家を壊されたんです。でも聖典の掟で、ペルヒタ様の魔獣と神獣は何をやっても咎とがめられないことになってて……』

『ペルヒタ様はのぅ……魔獣と神獣ばかり気にかけて、あたしら人間のことなんか二の次、三の次じゃからのぅ……』

『くらくなるとね、まじゅーとしんじゅーがね、まちにくるの。こわいよぅ……』

　──これでわかった。

　麗うるわしくも憎たらしい六芒の女神ペルヒタは、自分が飼っている魔獣と神獣を極端に優遇する国づくりをしているらしい。

　グルヴェイグは、民を自身の奴隷にしている。

　そしてペルヒタは、ペットのケダモノにうつつを抜かしている。

　なんて生きづらい国なのだ。やはり、俺が支配した方がマシである。

　かつて俺を神聖空間に封印したときの恨みも含め、じっくり、たっぷり、ねっとりと罰を与えてやらなければ……。

　しばし聞き込みを続けた俺たちは、裏通りの一角で立ち止まった。休息しつつ、これまで手に入れた情報を整理するのだ。

「ふむ……。観光業で財布が潤っているものだから、民は辛うじて暴動を起こしていない……といった状況だな」

　俺の言葉に、スピカが神妙にうなずく。

「宗教を頂点にしてる国なのに、こんなに女神の不満が表に出てくるなんて異常事態だと思うわ。通りがかりの私たちに、みんなペラペラ愚痴をこぼしてしまうんだもの」

　自国の女神の不満を口にするなど、本来ならばありえない。

　たとえ不満を抱いていても周囲に話すことは躊躇ためらうのが普通である。

　スピカの言うとおり、これは異常事態だ。

「六芒の女神のあいだでも、個々の国家運営については相互不干渉というのが暗黙の掟でしたからね……。ペルヒタ……まさか、ここまで歪んだことをやっていたなんて」

〝元〟六芒の女神・アルテミスも困り顔である。

　彼女自身、こうして魔族になるまでは、女神王ヴィーナスのために人間族の良心や思いやりを搾さく取しゆする日々を送っていた。

　それだけに、思うところがあるのだろう。

　アルテミスは顔を上げ、

「ジュノ様。ペルヒタ教国は今、ゆるやかな破滅の道を歩んでいます。国が崩壊すれば、大勢の罪のない人間族の生活が犠牲になってしまうでしょう……」

　大きなタレ目に力を込めて、俺をまっすぐ見つめてきた。

「……急ぎましょう。ペルヒタを魔族に堕とし、この国を邪悪で甘かん美びな魔界の一部にすることで、民を救うのです！」

　アルテミスの力強い決意。

　その確固たる想いを、俺は心で受け止める。

「うむ。この陽気な国が荒廃し、怒号と血しぶきに染まるなど……堪たえられぬ！」

「となると、やっぱり『聖ペルヒタ祭』を利用するのがよさそうね」

　スピカの言葉に、俺は同意を示した。

　──聖ペルヒタ祭。

　たくさんの人間族に聞き込みをするうちに、その概要がわかってきた。

　端的に言うなら、この国を統べる六芒の女神・ペルヒタを讃える祭りである。

　街がやたらと騒がしかったのは、この祭りのせいだという。明日からの三日間、ペルヒタが下界に降こう臨りんし、たくさんの魔獣や神獣を引き連れて仮装パレードをするらしい。

　その情報を聞き出す中で、興味深い点があった。

「ペルヒタが三日間とも下界に降臨して仮装パレードに参加するのは、数十年ぶりのことらしいな」

「そうですね。例年だと、最終日に降臨するだけなのだとか……」

　アルテミスが腕組みをして考え込む。

　豊満すぎるバストが、彼女の腕によって『たっぷん』と持ち上げられ、俺の股こ間かんの魔獣を興奮させてくるのだが……今は情報整理の方が大事である。

「ペルヒタ自身も、民の不満に気づいているのかもしれないな」

「そっか。だから三日間とも降臨して、みんなの信仰心を回復させようとしてるのね。きっとそうだわ！」

　おそらくスピカの言うとおりだろう。

　聞き込みをしたところ、ペルヒタを本心から崇すう拝はいする者が多数派であることは間違いない。腐っても国教なのである。

　問題は、不満を募らせている国民だ。

　ペルヒタは仮装パレードによって、そうした者を取り込もうとしているのだろう。

　……外見だけは愛らしいペルヒタだ。三〇〇年前と見た目が変わっていなければ、騙される民が出てくることは充分に考えられる。

「白と黒の豪ごう華かなドレスに、まったく凹凸のない未発達な肉体……か」

　俺の記憶では、リリスよりも身体の起伏に乏しいはずだ。

　はてさて。

　そんなペルヒタの慎ましい乳ち房ぶさは、どれほど敏感に反応するのだろう──。

「ククッ、ククク……！」

　俺は顔の半分を手で覆おおい、高まる性欲を感じながら嗤わらう。

「まぁ！　ジュノ様が邪悪な笑みを！　きっといい作戦を思いついたのですね」

「……えっちなことを考えてるだけだと思うわ」

　完全にスピカの言うとおりだ。

　知力【二〇】ながら、今日のスピカは冴えているぞ。

「はぁ～……。まったく」

　彼女は呆れたように頭を振って、

「ジュノのえっちな妄想といい、ペルヒタの仮装パレードといい、魔族と神族って変なことばっかり思いつくんだから」

　スピカよ、お前も魔族ではないか。……と、そんな指摘は捨ておくとして。

「お前も仮装パレードに参加すればよいではないか」

「い・や！」

　思いっきり拒絶されてしまった。

　アルテミスが苦笑する。

「まあ、スピカ様のお気持ちもわかりますよ。仮装パレードといっても、ペルヒタの発想の歪み方が……ねぇ？」

　同意を求められ、俺は苦い気持ちでうなずいた。

　聖ペルヒタ祭の仮装パレードでは、ペルヒタの信者たちがネコミミやネコしっぽを付けるのである。

　その理由とは、ズバリ『自分たちが魔獣や神獣になりきることで、ペルヒタの加護を得ようとしているから』である。

「まったく。ケダモノ以下の扱いであることを、信者自身が受け入れてしまうとは……。世も末とはこのことだ」

　俺がフンッと鼻を鳴らしたときだ。

　路地の向こうから、数人の若い男女が歩いてきた。

「二人とも、少し歩こうか」

　スピカとアルテミスに呼びかけ、俺たちは場所移動を開始する。この会話を他人に聞かれるのは避けたかった。

　薄暗い裏通りの角を曲がり、直進し、また角を曲がる。

　その直後、古びた商店に目が留まった。

「ほほぅ、これほど奥まった裏通りにも店があるのか」

　商店……というよりは、民家に手を加えたような、こぢんまりとした佇たたずまいだ。

　立て看板には『聖ペルヒタ祭のネコミミ、ネコしっぽあります』の文字。

　これも聞き込みでわかったことだが、聖ペルヒタ祭は国を挙げての一大イベントらしく、この時期には仮装用のネコミミとネコしっぽが飛ぶように売れるらしい。

　ゆえに、どこの露店や商店も、様々なデザインのネコミミとネコしっぽの取り扱いを始めるのだという。

「スピカよ。この店……やや怪しげな雰囲気だが、少し覗いてみないか？」

「ええ、いいわよ。店主に話を聞けば、何かわかるかもしれないしね」

　俺とスピカが商店に入ろうとしたときだ。

「あ、あのぅ……お二人とも？」

　アルテミスが待ったをかけた。

「そ、そのお店は……ちょっとやめておいた方がよろしいかと。特にスピカ様は」

「えぇっ!?　ど、どうしてよ？」

「ほぅ。なにか知っているのか？」

　貴重な情報になるかもしれん。俺はアルテミスに続きを促した。

　が、しかし。

「あー、うぅ、えーっと……そのお店のことは、特になにも知りませんよ？　ですけど、そのぅ……スピカ様にはまだ早いタイプのお店と申しますか……」

　なんとも煮え切らない言葉が返ってきた。

　こういうことを言われるとムキになるのがスピカである。

「もぅ、私を子供扱いしてるのね!?　大丈夫よ、ちょっとお店に入るだけだもの。アルテミスは心配しなくても平気だわ！」

「そ、そこまで仰るなら。……後悔しても知りませんよ？」

　アルテミスの意味深なつぶやきはさておき、俺とスピカは怪しげな商店へと足を踏み入れた。

「店主、邪魔するぞ」

「ここは何のお店なのかしら？」

「Ｚｚｚｚｚ……」

　店主とおぼしき若い女性は、カウンターに突っ伏して眠りこけている。まあいい、勝手に物色させてもらおう。

「あららら……本当に入っちゃいましたねぇ……」

　アルテミスはモジモジしながら、俺たちに続いて入店した。

　やがて、俺は思い知ることになる。

　やはりスピカにこの店は早かったのだ──、と。

「むっ、これは……!?」

　壁に掛かった商品の数々に、俺は目を見開いた。

　そこには、多種多様なデザインのネコしっぽがズラリと並んでいたのだ。

　注目すべきはその付け根。




　──これらのネコしっぽ……一体どこに、どうやって付けるのだ……？




　ネコしっぽの付け根には、真珠のような丸い玉が連なっているのである。

　しっぽ自体のデザインと同じく、真珠玉のサイズや数もさまざまだ。

「むぅ……」

　俺は想像力を巡らせた。

　しっぽの付け根には真珠玉。ズボンやスカートに引っかけることはできない。

　ならば、どうやって固定する──？

　────答えは唐突に訪れた。

「そうか！　尻に……!!」

「あっ。このネコしっぽ可愛いわね」

　俺が答えに至るのと同時、スピカがとある商品を取った。

　黒ネコをモチーフにした細長いネコしっぽである。たしかに可愛い。

　だが、付け根に連なっている五つの真珠玉は、かなり大きめのタイプで……。

「ス、スピカよ。そのネコしっぽ……すぐに戻すのだ」

　清せい楚そで凜々しい俺のスピカに、そんな道具を持たせるわけにはいかない！

　しかし、その真意が伝わることはなく──、

「あら、どうして？　ほらほら、こんなに可愛いのに」

　スピカが五連真珠玉の部分を握り、ネコしっぽをニョロニョロ動かす。まるでおもちゃを手にした子供のように無邪気な表情だ。

　そして、ついに。

「……？　このネコしっぽ、どうやって付けるのかしら？　付け根にはおっきい玉しか付いてないし……ねぇジュノ、知ってる？」

　スピカは不思議そうに小首をかしげつつ、真珠玉を指先で弄び始めた。

　その背徳的な光景に、俺の股間の肉しっぽが硬くなりかけたが──。

「あ、あのー、スピカ様？」

　アルテミスが助け船を出してくれた！

「わたくしがご説明しますから、絶対に悲鳴を上げないでくださいね？」

「ふふっ、どうして私が悲鳴を上げるの？　こんなに可愛いネコしっぽなのに」

「では、お耳を拝借……」

　そう言って、うっすら赤面したアルテミスがスピカに耳打ちを開始する。

「やや上級者向けの……。使う前……準備……。付け根……濡ぬらして、滑りを……」

「な、な、な、な!?」

　案の定、スピカの顔は一瞬にして真っ赤に染まってしまった。

　たいそう衝撃を受けたらしく、彼女は口をパクパクさせながらネコしっぽを両手でむぎゅっと握りしめた。




「おしりに!?!?!?」




　……約束どおり悲鳴こそ上げなかったが、その大声によって、寝ていた店主を起こしてしまった。店主はカウンターから転げ落ち、「はにゃ!?　魔獣!?　神獣!?」と、しばし混乱状態に陥っていた。

　そのお詫びとして、俺はスピカが持っていたネコしっぽを購入した。もちろんネコミミもセットである。そして念のため、ビキニパンツにネコしっぽが付いたノーマルタイプも併せて購入しておく。

　今のところ、スピカたちに使う予定はない。予定はない、が……。

「備えあれば憂いなし。魔界を統べる王として、上級者向けのネコしっぽを使いこなせる技術を身につけなければ……」

　俺は静かなる向上心を胸に、購入した品々を懐ふところに仕舞う。

　目指す場所は商工組合。

　それなりに情報が集まったので、リリスと合流するのである。
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「うおおぉぉぉッッ!!」

　俺は力強く左足を踏み込んだ。その勢いでビーチの砂が激しく舞い散る。

　続けて腰を大きく回転。

　全身をムチのようにしならせ、右脚による中段蹴りを繰り出した。

　ボムッ──！

　俺の足がボールを捉える。『ヴィラ・トロイメント　備品』と書かれたボールは、燦さん々さんと照りつける午後の太陽を浴びながら、青空の中に勢いよく撃ち出されていった。

「あぁん！　ジュノ様カッコイイですよぉ！」

「魔王様、ナイスキックですっ♪」

「くっ……絶対にノーバウンドで返すんだからっ！」

　水着になったアルテミス、リリス、スピカの三人が、俺（水着姿）のボールキックに三者三様のリアクションを返してくる。

　だが。

「なっ……海風、だと!?」

　激しい風に煽られて、空に上がったボールの軌道が大きく乱れたのだ。

　ボールはそのまま風に流され、一軒のヴィラの天井に乗っかってしまった。

「お、俺の負けのようだな……」

　潔く結果を受け入れ、俺は粛々と罰ゲームに移る。

　──ここは王都・ペルフィーのビーチに面した宿屋『ヴィラ・トロイメント』。そのプライベートビーチである。リリスが王都を駆け回り、予約を取ってくれたのだ。

　裏通りでの聞き込みを終えて彼女と合流し、ここに案内されたときは、たいそう驚いたものだ。なにせ宿屋と言っても、一つの建物内に小さな客室が並んでいるタイプとは訳が違う。『ヴィラ・トロイメント』の客室は、それぞれ一軒の木造ヴィラとプライベートビーチがセットになっているのだから！

　背の高い柵によって区切られたビーチの一角が、自由に使い放題とは……なんとも贅沢な話だ。

　少しは息抜きも必要である──ということで、ヴィラに到着した俺たちはすぐさま服を脱ぎ捨てた。そうして水着姿になり、アルテミスが持ってきた『一時は日焼けするものの、一晩経つと元の肌の色に戻る』という便利な薬を飲んでから、さっそくプライベートビーチに繰り出したのである。

　……無論、その薬は唾だ液えきに反応して効果を発はつ揮きするシロモノだった。

　互いの身体を舐め合ってから、スタートしたのはボール遊びだ。宿のボールを借りてきて、しばし戯たわむれに耽ふけっていたのである。

「ジュノ、ジュノ！　私、トロピカルジュースっていうのを飲んでみたいわ！」

「素敵です！　それではわたくしも！」

「ではでは、魔王様、リリスもトロピカルジュースをお願いしますっ♪」

　──で、ボール遊びに敗北した俺は、罰ゲームとして皆のジュースを持ってくることになったのだ。

「スピカたちにジュースを渡したら、屋根のボールを回収せねばな……」

　ブツブツ言いながら、ヴィラ・トロイメントの管理棟へ赴く。

　そこにはジュースバーがあり、宿泊客は飲み放題なのだという。

「麗うるわしき幼女よ。トロピカルジュースなるものを四つ頼む」

「はぁ～い！」

　ジュースバーの幼女（褐色肌）にオーダーをして、俺は周囲を見渡した。

　ヴィラ・トロイメントは明らかに高級宿だ。管理棟の床は灰色の大理石。絵画やツボなど、芸術品の数々がそこかしこに展示されている。各所の掃除も行き届いており、働いている者たちの身だしなみも美しく整っているのだ。

「リリス……素晴らしき宿だ。でかしたぞ」

　小さな堕だ天てん使しに感謝を捧げ、俺は胸に手を置いた。まあ、宿が高級であればあるほど、俺の食事が減ってしまう期間は長くなるわけだが。

「お兄ちゃん！　トロピカルジュース四つ、お待たせしました～！」

「うむ、感謝する。ほほぅ、この面妖な色合いは一体……！」

　トレーに載った四つのトロピカルジュースは、透き通った青色だ。色とりどりのフルーツが青い液体にプカプカ浮かび、グラスの縁にはバナナの切り身が添えられている。

「この華やかな飾りつけ……特にスピカは喜ぶだろうな」

　愛しの少女の笑顔を想い、俺はトレーを持ってプライベートビーチへ戻っていった。







「ジュノ様、ジュースありがとうございます。シーッ、ですよ。シーッ……」

　俺を迎えてくれたのはアルテミスだけだった。

　彼女は人さし指をピンと立て、そっと口もとに添えている。

『Ｚｚｚｚｚ……』

　ヴィラの手前に並んだビーチチェアで、スピカとリリスがすっかり眠ってしまっていたのだ。二人とも、安らかな寝顔である。

「さすがに疲れたのだろう。長旅を終えた直後に聞き込みを行い、それからボールで戯れていたのだからな。無理もない」

　俺は苦笑し、ビーチチェアの横のテーブルに、ジュースが載ったトレーを置いた。

　水滴のついたグラスをアルテミスに差し出す。

「さあ、お望みのトロピカルジュースなるものだ。飲むがいい」

「あぁん、ありがとうございますっ！」

　長いストローをくわえ、アルテミスが喉のどを鳴らし始めた。ジュースを飲み込むタイミングに合わせて、白い首筋が官かん能のう的てきに蠢うごめく。よほど喉が渇いていたらしい。

「んん～っ！　この爽やかな味わい、たまりませんっ！」

　ストローから口を離し、アルテミスが嬉しそうに腰をくねらせた。

　わずかにジュースで濡ぬれた唇くちびる。こちらを見つめる柔にゆう和わなタレ目。首筋に浮いた汗の粒が、胸の谷間につぅ──と滑り落ちていく。

「…………」

　言葉が出ない。午後の太陽を浴びた水着姿のアルテミスに、俺は思わず見惚れてしまったのである。

「んふふっ、ジュノ様ったら……」

　俺の想いを、アルテミスは敏感に察したようだ。柔やわらかくも妖艶な笑みを浮かべながら、こちらに歩を進めてくる。

　彼女が足を踏み出すたびに、むっちりとした全身の柔肉が、たゆん、ぷるんっ、たっぷんと蠱こ惑わく的てきに弾む。

「アルテミス、俺は……」

　途中で言葉を封じられた。彼女の指先が、俺の口もとに添えられたのである。

「さあ、ジュノ様もおねんねしましょう。わたくし、お膝ひざまくらをして差し上げます」

　アルテミスの膝まくら──。

　しかも、水着で……だと!?

「ッ！　ッ！」

　口を塞ふさがれたまま、俺は激しくうなずいた。

　アルテミスの視線が動く。大きなタレ目が嬉しそうに細められた。

　彼女が見つめているのは、我がブーメランタイプの水着。その中心部分である。

　俺の極太ストローは、今にも水着を突き抜けんばかりに膨張していたのだ。

　アルテミスに手を引かれ、ヴィラの裏手に移動する。そこにはビーチチェアとは別に、木製のベンチが置かれていた。

　そこに座ったアルテミスが、妖しげな笑みとともに手招きをしてくる。

「さぁジュノ様、こちらへどうぞ？」

「う、うむ……！」

　俺は彼女の隣に腰かけた。そしてゆっくり身体を倒し──。

　満を持して、太ももに後頭部を乗せた。

「お、おぉ……この『むにゅうぅぅぅ』とした感触は……！」

　スピカやリリスの膝まくらとは、また違った趣おもむきがある。

　なにしろ、あの二人よりもずいぶん肉づきが豊かなのだ。太もものむっちりもっちりとした柔らかさは群を抜いている。ロングの銀髪から香る甘い匂い。しっとりスベスベの美脚が、俺のすべてを受け止めてくれる。

　今この瞬間、後頭部に大いなる幸福が訪れた──。

　頭を動かせば、その度にむにゅむにゅとした太ももを味わうことができる。

「あぁぁ……なんと柔らかい……」

　うわごとのようなつぶやきを洩もらしながら、俺はひたすらアルテミスの太ももに後頭部を擦りつけた。

　太ももの魅力も絶後だが、ここから見える光景もまた凄まじい。

「ジュノ様、いかがです？　ふふふっ」

　おそらくアルテミスは微笑ほほえんでいるのだろう。

　だがしかし、ここからでは彼女の表情が見えないのだ。




　──なにせ、視界のすべてが乳で埋め尽くされているのだから。




　そうだ。もはや視界に映るのは乳ち房ぶさのみ。

　アルテミスの圧倒的な膨ふくらみを、真下から拝める体勢なのである。

「ぜ、絶景なり……！」

　俺は息を呑のんだ。アルテミスの双そう乳にゆうはあまりにも大きすぎる。ゆえに重力に負け、ほんのわずかに垂たれているのだ。

　ぽよぽよに実った豊満な乳肉が、柔らかな腹肉と密着している──。

　俺は手を伸ばし、乳肉と腹肉の境目に指を入れてみた。

　むにゅぅぅ……と指先が埋まっていく。乳房の重みがもたらすほどよい圧迫感が指先を包み込み、俺は目め眩まいに襲われた。

「ぁんっ！　もぅジュノ様ったら、いたずらっ子なんですから」

　アルテミスにやんわりと注意される。その声音も心地ここちいい。彼女のすべてが、俺の心に安らぎを与えてくれる……。

「うぅっ、アルテミス……」

　最高の枕のおかげか、徐々に眠気が忍び寄ってきた。スピカたちと同じく疲れが溜まっていたようだ。

「ジュノ様、どうぞお眠りください。わたくしのお膝まくらでジュノ様が寝てくださるなんて……幸せすぎますので」

「う、うむ……」

　アルテミスに頭を撫でられる。まぶたが重くなってくる。波の音が心地いい。意識にモヤがかかってゆき、いよいよ意識が暗転しようとしたときだ。

「ではジュノ様。安眠できるよう、ここを収めてしまいますね？」

「……ここ、とは…………ふぬぅっ!?」

　瞬間、俺はカッと眦まなじりを裂いた。

　アルテミスの手が、ブーメランパンツの中に入ってきたのである！

「あらあらぁ……ここをこんなに大きくしていては、安眠なんてできるはずがありません。わたくしのお手々で、すっきりさせてあげますね？」

　──ボロン。

　アルテミスが俺の相棒を外界へ引っ張り出す。ここはプライベートビーチだ。たしかに屋外でのプレイ……いや、儀式もやり放題である。

「ほぉら、シコシコ……シコシコ……いかがですかジュノ様ぁ～？」

「うぐぐっ……はぁ、はぁ……！」

　アルテミスは根元のあたりを優しく握り、さながら赤ん坊をあやすように、ゆっくりとした上下運動を展開した。

「んっ、んっ……。あぁ、もう先走りが漏れてきましたよ？　んふふっ、お早いジュノ様も素敵です。そぉれ……シコシコ、シコシコ……」

「ぬ、うぅ……。こ、このまま終わるわけには……」

　下半身を気だるい快感に包まれながらも、俺は抵抗の弁を口にした。

　しかし……これはあまりに心地いい。後頭部を包み込むぷにぷに感。アルテミスの甘い香り。そして股こ間かんの淫みだらな律動。暴発待ったなしの状況である。

「ほぉ～らジュノ様、お休み前にお射しや精せいしてしまいましょう？　わたくしのヒーリングシコシコで、い～っぱい癒いやされてくださいねぇ～？」

「……ッ！　……ッ！」

　もはや言葉を発せる状況ではない。少しでも気を抜けば、早撃ち魔王の異名を冠することになってしまう！

　だが、俺の我慢がアルテミスの心に火をつけてしまったらしい。

「んふふっ。お射々ぴゆつぴゆを我慢しているとき、ジュノ様の背筋がピクン、ピクンって震えるの……わたくし、大好きです。あぁぁジュノ様、なんて可愛らしいのでしょう！」

　──可愛らしいジュノ様には、こうしてしまいますっ。

　言うが早いか、アルテミスは自身の水着に手をかけた。

「なっ──!?」

　俺は愕がく然ぜんと目を瞠みはった。

　なんとアルテミスは、右胸の水着を大きくずらしたのである！

　必然、彼女の片乳房がたぷんたぷんと激しく躍り、その全貌が露わになる。

「おぉぉ……。陥かん没ぼつせし乳頭──やはり美み事ごとなり！」

　俺は眼前にさらされた美しきふくらみを凝視する。

　スピカよりも、やや大きめの乳にゆう輪りん。

　しかし色素はスピカよりも薄く、そしてメインの先端部分が、たわわにも程がある乳肉に埋もれてしまっているのである。

「さぁジュノ様、た～んと召し上がれ。ママのおっぱい、いっぱいごっくんしちゃいましょうね～」

「ママ……だと!?」

　美しき陥没乳首が迫ってくる。これに吸いつけば、まさしく構図は母子そのもの。俺の股間がパンパンに膨らんでいる点を除けば、完全なる母子。母子なのだ！

「……はむっ」

　俺は、陥没乳首にしゃぶりついた。

　我慢など不可能だ。アルテミスの陥没せし乳頭は、それほどまでに俺の心を熱くして止まないのである。

「……ちゅぷっ、れろろっ……ぢゅぢゅっ……んちゅ、んちゅっ……！」

「あぁあぁぁんっ！　ジュノ様、激しっ……！　はぁっ、んああぁあっ！　乳首っ、吸い出されて……んんっ！　ああぁぁぁああっ！」

　アルテミスが甘ったるい悲鳴を上げ、快感を堪えるように腰をくねらせる。

　しかし俺は止まらない。色素の薄い乳輪を円形に舐め回し、陥没地点に舌先を当てて、ほじくるような動きを加えた。

「んんぅっ……はぁんっ！　ジュノ様、その動き……イイですっ！　わたくし、あぁぁぁあぁっ……そんなにされたら……んんぅぅううっ!!」

　舌先にコリコリとした感触が訪れる。顔面にのしかかってくる母なる質量が、ますます股間に元気を与えてくれる──。

　するとアルテミスは、まるで赤子を諭すように言ったのだ。

「はぁ、はぁ……。もぅ……ママのおっぱい、そんなふうに吸ったらダメじゃない」

「ぬ？」

「ぺろぺろするんじゃなくって、ちゅぱちゅぱって……お乳を吸わなくちゃ。うんとお乳をごっくんして、早くおっきくなりましょうね～」
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　母親になりきっている──だと!?

　その間にも、アルテミスの手は休むことなく上下運動を繰り広げている。

　優しい手つき。ねっとりとした、こね回すような擦り方。

　俺の白はく濁だく魔ま弾だんを搾り出そうとする一連の手腕は、まさしく性母の所業である。

「…………。ちゅぱ、ちゅぱ、ちゅぱ……」

「んん～、そうそう。ママのおっぱいを気持ちよくしようとする赤ちゃんなんていないでしょう？　あなたはお乳を吸うことだけを考えればいいの。んふふっ」

　だったら赤ん坊の股間棒をしごき回す母親もいないのでは──と、喉のところまで出かかったが、俺は言葉を飲み込んだ。

　冷静な指摘など無ぶ粋すいである。授じゆ乳にゆうと搾さく精せいを両立せし『ママたる者』になりきったアルテミスとの母子プレイ……いや、母子の儀式に集中するのだ。

　この授乳搾精──実際の快感も相当だが、二人の構図に意識を向けたとたん、段違いの背徳感と射精感が込み上げてくる。

　母のごとく授乳しながら、同時に女性として、男の精せいを搾り取らんとする──。

　その強欲な愛情表現を受け入れ、アルテミスの母性に溺れることを選んだそのとき、白き絶ぜつ頂ちようは自ずと訪れるのである。

　俺は学んだ。

　授乳搾精の本質は、『癒やし』にあり──。

「はぐぅ……！　もう、俺は……！」

「あぁん、ぴゅっぴゅしてぇ！　ママのおっぱいちゅぱちゅぱしながら、い～っぱいお射々ぴゆつぴゆしてぇぇぇっ！」

　ねっとりとした艶声。甘く切ない股間の摩擦。そしてぷっくり膨んだ母なる乳頭。

　悦楽の重奏が渾こん然ぜん一いつ体たいとなり、俺の腰が、大きく跳ねた。




　──びゅるるるるるっ！　びゅるるっ！　ぶびゅりゅりゅりゅりゅりゅ……!!




　下半身に甘かん美びなる震えが奔はしり、とうとう幕切れが訪れる。

　宙空に放出された大量の白濁液は、ペルヒタ教国に照りつける太陽の光を浴びてキラキラと輝いていた──。

「あぁ、アルテミス……」

　俺はうつぶせになり、性なる母の腰に抱きついた。

「ぁんっ！　ジュノ様、その体勢……苦しくありませんか？」

「……苦しくない。アルテミスよ、このまま……少しだけ寝かせてくれるか？」

　彼女のむっちり、たっぷりとした下腹部に顔を埋めていると、不思議と深い安らぎが込み上げてくるのだ。

「んふふっ。母胎回帰の境地に至るなんて、さすがジュノ様……」

　そんな俺の背中を、アルテミスがポンポン叩き始めた。赤ん坊を寝かしつけるような、慈愛にあふれた手つきである。

「アルテミス……。そんなことをされれば……俺は、すぐに……」

「いっぱいぴゅっぴゅして、スッキリしましたものね。……今度こそおやすみなさい。わたくしの、大切なジュノ様……」

　ポン、ポン、ポン、ポン……。

　アルテミスの声が、背中を叩く優しい感触が、どんどん遠くへ霞んでいく。

　睡眠欲の尊とうとさを感じながら──俺は、眠りという名の快楽に堕ちていった。
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「うぅん、むにゃむにゃ……。んんっ……？」

　ハッ！　いつの間にか寝ちゃってたみたいです！　リリスは飛び起き、まわりをキョロキョロ見回しました。

「ビーチチェア……ですか。はて……？」

　うわぁ、いけません。自分がどんな状況で寝てたのか思い出せません。……よっぽど疲れてたっぽいです。

　寄せては返す、穏やかな波の音。ドロドロに燃える真っ赤な太陽が、海の彼方かなたに沈んでいきます。

「ほぇー……」

　その雄大すぎる景色に、リリスは不覚にも見入ってしまいました。

　よしよし、少し頭がスッキリしてきましたよ♪　魔王様たちとボール遊びをした後、ビーチチェアに寝そべってるうちに眠っちゃったみたいです。

　近くのテーブルには、トロピカルジュースが入ったグラスが二つ。罰ゲームとして、魔王様が取りに行ってくださったヤツでしょう。

　グラスの底には水たまりができてます。ずいぶん時間が経っちゃったようです。

　で、その横っちょには空のグラスが二つ。

「おりょ？　これは……」

　空になったグラスの下に、小さな紙切れが挟んであります。

「ありゃま。魔王様とアルテミスさん、出かけてるんですね」

　そこには、『ちょっと買い出しに行ってきます。ジュノ様と二人っきりで！　アルテミス』との文字が躍っています。よっぽどノリノリで書いたんでしょうねぇ。

　──と、そのときです。

「んんっ……ふぁ？」

　隣のビーチチェアで、スピカさんがモゾモゾし始めました。

「ふわぁ～……。やだ……私、寝ちゃって……」

　瞳めをこすりつつ、あたりをキョロキョロするスピカさん。まるでさっきのリリスを見てる気分です。

「スピカさん、おはようございます。ささ、ジュースをどうぞ」

　そう言って、リリスは温くなったトロピカルジュースを差し出します。

「んっ……ありがと。……綺麗な色。ステキ……」

　むにゃむにゃ言いながらも、スピカさんがストローをくわえました。

　リリスも自分のストローをチューッと……。爽やかな味が口の中に広がります。キンキンに冷えてれば、きっともっと美味しかったんでしょうねぇ。

「んぐっ、んぐっ、ふぅ……。ねぇリリス、ジュノとアルテミスがいないみたいだけど、何か知ってる？」

　グラスをテーブルに戻し、スピカさんが訊ねてきます。〝元〟王女のくせに一気飲みとは豪快な子です。

「お二人なら、ヴィラのベッドで組んずほぐれつ、えっちな宴の真っ最中ですよ？」

「なによそれ！　そんな羨うらやま……じゃなくて、私も混ざりに……リリス？」

　焦りを見せたスピカさんですが、その目が疑わしげに細められました。リリスが途中で「プププ！」と笑ってしまったのです。

「もう、リリスったら！」

「いや～すみません。お二人は買い出しに行ってらっしゃるみたいですよ？　メモにはそう書いてありました」

　リリスがメモをひらひらさせると、スピカさんはわかってくれたみたいです。

　そのまま半身を起こし、つまらなそうな顔で海を眺めたスピカさんでしたが、

「わぁ……！」

　その表情が一気に輝きました。

　真っ赤な太陽が水平線に沈んでいく様子に、心を奪われてるっぽいです。まあリリスもさっき感動しちゃいましたし、スピカさんの反応にも納得です。

「…………」

「…………」

　波の音だけが鼓こ膜まくを撫でる、静かな時間が流れます。

　すぐに空は藍色に染まってゆき、星がチラホラ瞬くようになりました。

「……ねぇ、リリス？」

　ビーチチェアに寝そべったスピカさんが、顔だけをこちらに向けてます。

「リリスって、ジュノとは長い付き合いなのよね？」

「そりゃ～もう！　魔王様が封印される前の……漆しつ黒こくの魔ま導どう鎧がい装そうだった時から、大の仲良しさんでしたよっ♪」

　リリスは当時を思い出し、胸が熱くなるのを感じました。

　おそらくスピカさんは、魔王様のことをもっと知りたいんでしょう。本人は認めてませんが、さすがは恋する乙女です。

　だからリリスは先回りして、

「魔王様の昔話……聞きたいですか？」

「き、聞かせて！」

　スピカさんがガバッと身を乗り出します。

　まったくもう。そんなに好きなら、さっさとコクっちゃえばよろしいのに。

　……と言いたいところですが、きっとスピカさんは真っ赤になって否定するはずなので、それはまた別の機会に、ということで。

　そしてリリスは語り始めました。

　リリスと魔王様の、ちょっとした昔話を──。





　　　　♪　♪　♪　♪　♪






　チビ助。ダメッ子。落ちこぼれ。ダメピンク。

　今から何百年も前、リリスはそんな風に呼ばれて、魔界の子たちからバカにされてばっかりでした。

　でもまあ……皆さんの気持ちもわかります。

　魔王立魔法学校・ジュノアカデミーの生徒だったリリスは、勉強も運動も下から数えた方が早いぐらいの劣等生でしたから。

「すん……すん、くすん……」

　そのうち、声を殺して泣く技術を覚えました。授業中にクラスメイトからバカにされ、先生には呆れられ……休み時間にからかわれるのが嫌だったので、人ひと気けのない場所で膝ひざを抱える毎日でした。

「うぅぅ……。どうしてリリスは『普通』になれないんでしょう……」

　いつもの自問自答が始まります。

「スゴイ魔法使いになんて、なれなくたっていいのに……。皆さんと同じように、魔界のために戦える『普通』の魔法士になれさえすれば……それで充分ですのに」

　自分で言うのもアレですが、リリスは毎日しっかり勉強し、必死に頭を絞って研究に打ち込んでました。

　……そうしているつもりでした。

　なのに、結果はいつも散々で……。

　授業中に研究を発表しても、先生には『そんな理論は聞いたことがない』『考え方が突飛すぎる』と酷評され、クラスメイトには『ちゃんと勉強しろ』『マジメにやれ』『またリリスか』……と囃はやし立たてられてばっかりです。

　あぁ、もうすぐ休み時間が終わります。

　次の時間は研究発表。

「また……バカにされちゃうんでしょうか……」

　リリスは懐ふところから資料を取り出しました。

　みんなにわかってもらえるように、死にもの狂いで丁寧にまとめた新研究です。

　──結界魔法の応用について。

　対象者の記憶を引っ張り出して、当人の思い出の風景を結界魔法の内部に展開してしまう術式です。まだ理論の段階で、実際に発動させることはできません。

　ですけど、この術式が完成すれば。

「パパとママに、逢えるかもしれません……」

　行方不明になってしまったパパとママ。記憶の中にある幸せな思い出を、もう一度体験したい……。パパとママに、もう一度抱きしめてほしい……。そんな思いから理論を構築した術式なんです。

「これだけはバカにされたくありません……。でも、でも……」

　目の前がぼやけます。瞳の中が熱いです。

『そんな理論は聞いたことがない──』『マジメにやれ──』

　熱い雫しずくが頰を濡ぬらし、地面にこぼれてゆきました。




「──少女よ、何を泣いている？」




　それは本当に、突然のことでした。

　敷地の隅っこでべそをかいてるリリスの前に、真っ黒な鎧をまとった御方がいらっしゃったのです！

　全身から立ちのぼる邪悪な波動。美しく磨かれた漆黒の魔導鎧装は、息を呑のむほど高貴な禍まが々まがしさを放っていらっしゃいます。

　近くにいるだけで、リリスの肌はビリビリ震えっぱなしでした。

「あ、あ、あ……！　ま、魔王様!?」

　その方の御名を知らない魔族は、一人たりとも存在しません。

　──魔王、ジュノ様。

　魔界を統すべる王であり、この学校の名誉理事長の立場におわす御方です。

「少女よ。お前がリリスか？」

「は、はいっ！　そうでしゅ！」

　出し抜けに名前を呼ばれ、リリスは弾かれるように直立しました。

　魔王様はたくさんの紙束を小脇に抱えていらっしゃいます。あれは、まさか……。

「この研究資料──すべて読んだぞ。数多あまたの新術式を構築しているようだが、間違いなくお前が書いたのだな？」

「お、おっしゃるとおりです！　全部リリスが書きました！」

「……誰の力も借りずにか？」

「はいっ。……でも、皆さんにはわかってもらえなかったみたいで。……リリス、いつもバカにされてばっかりで……」

　いけない。魔王様の前で泣いちゃうなんて、絶対にダメなのに！

　そう思っていても、身体は言うことを聞いてくれません。あとからあとから涙があふれ、リリスの顔は瞬く間にぐしょぐしょになってしまいました。

「リリスよ……」

「ッッ！」

　──怒られる！

　リリスは思わず身を縮めました。ぎゅっと目をつむります。クラスメイトからバカにされ、先生に呆れられたときと同じように──。

　でも。

　次の瞬間。

「あ、れれれ……？」

　リリスは頭を撫でられました。硬くて、冷たくて、とても大きな手で──。

　間違いありません。魔王様に頭をナデナデされてるんです！

「恐れることはない。素晴らしい研究ではないか！」

「……ふぇ？」

　魔王様の言葉の意味が、すぐには理解できませんでした。

　今までバカにされすぎて、褒められる感覚を忘れてしまっていたんです。

「リリスよ、お前の研究はアカデミーのレベルを超えているのだ。この柔軟な発想力。大いなる創造性。そして丁寧な資料を作る心配り。お前は魔法で戦うのではなく、魔法の研究──魔導研究師の道を歩むといい！」

「け、けん……きゅう、し？」

　考えたこともありませんでした。みんなと同じ『普通』の魔法士になって、魔界のために戦うことしかリリスの頭にはなかったんです。

　魔王様は、地面に落ちた『結界魔法の応用について』の資料を拾い、スラスラと読み進めていきます。

　──そして、ニヤリと笑いました。

　漆黒の魔導鎧装が笑ったのを、リリスは心で感じたんです。

　魔王様は力強くうなずき、

「リリスよ。俺と一緒に来るのだ」

　こちらに御手を差し伸べられました。
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「アカデミーに通っている場合ではない。俺のもとで、今すぐ魔法の研究に励むのだ」

「で、でも……リリスはダメッ子で、ダメピンクで……」

　もう、涙で魔王様のお顔がわかりません。鼻水だって垂たれてたと思います。

　それでも魔王様は、魔王ジュノ様は──。




「──俺には、お前が必要なのだ。俺と一緒に来てくれ……リリス！」




　気がつくと、リリスは魔王様に抱きついてました。

　硬くて、冷たくて……。なのに不思議とあったかく感じたんです。魔王様のお気持ちが、リリスの心に沁み入ってきたに違いありません。

「う、うぅ……うわぁぁぁあんっ！　あ────ん！　あぁ────ん!!」

　限界でした。

　今まで溜め込んできた様々な想いが弾け、一気にあふれ出したんです。

　大泣きするリリスを、魔王様はいつまでもいつまでも抱きしめてくれました。




「リリス……辛かったのだな。今は好きなだけ泣くといい。お前の心も身体も、俺が必ず守ってやる。だから……安心するのだ」




　魔王様のお言葉が、リリスの心をいっぱいに満たします。

　このときリリスは誓いました。

　魔王様のために、人生を捧ささげよう。

　魔王様のために、命を懸けよう。

　この先なにがあろうとも、魔王様と共にいよう──、と。





　　　　♪　♪　♪　♪　♪






「──とまあこんな具合に、リリスは魔王城にお勤めすることになったわけです」

　たくさんの星明かりに見守られながら、そのあたりで話をまとめます。

　スピカさんの反応は……？

「すんっ……ぐすっ、ぐすんっ！」

　なんと！　めちゃくちゃ泣いちゃってます！

　どうしようかとオロオロしてると、

「リリスうううぅぅぅっっ!!」

「ぎゃんっ！」

　スピカさんにタックルされて、リリスはビーチチェアから転げ落ち、砂の上に倒れ込んでしまいました。

「けほ、けほっ！　いきなりどうし……」

「うぅぅっ……だって、だって……！」

　ポタ、ポタ──。大粒の雫がリリスの頰を叩きました。スピカさんの瞳から、涙があふれてきたんです。

　折り重なって倒れたまま、スピカさんと見つめ合います。

「リリス……！　リリスぅ……！」

「あ、あはは……。なんとゆーか、ありがとうございます。スピカさんは感受性が豊かなんですからもぅ」

　そう言って、綺麗な金髪をナデナデしました。

「魔王城へ行ってからも、リリスはいっぱい失敗しちゃいました。ですけど魔王様は、いつだってリリスのことを信じてくださって、何があっても助けてくださって……」

　魔王様との思い出がありありと蘇よみがえります。

　リリスは自分の口もとが、ほのかに綻ぶのを感じました。

「まあ……そんな風にされたら、好きになっちゃいますよね～」

　魔王様のためなら、好きな人のためなら──三〇〇年かけて研究を続けるぐらい、どうってことありません。

　スピカさんは涙を拭ぬぐい、

「くすんっ……リリスも好きなの？　ジュノのこと……」

「そりゃ～もぅ激ラヴですよっ♪　あ、ですけどご安心を。相手は魔王様ですから、リリスとスピカさんは恋敵ってカンジじゃありませんからねっ？」

　魔王様は一夫多妻が当たり前です。

　そりゃ～まぁ、誰が正妻かっていう議論はありますケドね。

　スピカさんは涙ながらにコクリとうなずきました。

「そ、それは理解してるつもりだけど……。でも私、まだ告白とか、タイミング……わからなくって」

「いいんですいいんです。リリスもスピカさんも魔族ですからね。長～い人生を送るうちに、いいカンジのタイミングを見つけて気持ちを伝えればいいんですよ♪」

「……んっ」

　それからしばらく、砂の上でスピカさんと抱き合ってました。

　ようやく涙が落ち着いてくると、

「……リリスをバカにした奴らはどうなったの？」

　眉まゆを吊り上げ、スピカさんが言いました。

「ご安心を。当時の先生方は大勢クビになって、もっと優秀な魔法士の方々が新しく先生になりました。で、クラスメイトたちは……」

「ごくり……」

「魔王様の発案で、水車の動力を利用したお尻ペンペンの刑に処されました。そのあとリリスにキチンと謝ってくれましたよ♪」

　お尻を突き出した状態で川の中に立たせ、水車がグルグル回る勢いを利用して、お尻をペンペンしちゃうんです。水車にはムチのような『叩き板』がたくさん付いていて、みんなのお尻はすぐに真っ赤になっちゃいました。

「う、うわぁ……」

　おおぅ、スピカさんがドン引きしちゃってます。ですがコホンと咳をして、

「で、でもまあ、よかったわ。うんとリリスを傷つけたんだもの。それぐらいの罰を受けなきゃダメよね」

　水車の動力を利用したお尻ペンペンに、理解を示してくれました！

「スピカさん。なんてゆーか、お話しできてよかったです♪」

「私もよ。リリスのこと、誤解してる部分……あったかも」

　えへへ、ふふっと笑みを交わし、リリスたちはビーチチェアに戻ります。

　──藍色の夜空に、二筋の流れ星が走りました。
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　夜のビーチで行う宴会は、なかなか趣おもむき深ぶかいものだ。

　テーブルを囲むのは、俺、スピカ、リリス、アルテミス。テーブルにはペルヒタ教国のさまざまな郷土料理が並び、まさしく食の楽園といったところだ。さすが、ヴィラ・トロイメントが誇るビーチ・パーティーコースである。

「わっ！　このお酒、口の中がシュワシュワするわ！　リリスも飲んでみて！」

「こりゃどうも♪　んぐぐっ……ぷはーっ！　ホントにシュワシュワですねっ！」

　俺とアルテミスが追加で買ってきた飲み物も、どうやらウケているようだ。スピカとリリスは上機嫌である。

　どこまでも広がる濃紺の夜空。

　あまたの星々が銀色の光を放ち、ときおり流れ星が美しき尾を引いて、空の彼方かなたへと駆け抜けてゆく。『星の海』とはよく言ったものだ。

「フッ、良き自然なり……」

　そっとつぶやき、俺は肉の香草焼きを齧かじった。そしてトロピカルジュースのグラスを手に取る。

「うぅ～ひっく。ジュノ様あぁぁ～飲んでますかぁ～？」

　そんな俺に絡んでくるのはアルテミスだ。

　こやつめ。大通りの酒屋でワインを試飲しすぎて、ヴィラに戻ったときにはもう酔っ払っていたのである。

　その上さっきからワインをガバガバ飲んでいる。赤、白、ロゼ。手当たり次第に。

「はむはむ……んん～っ！　やっぱりワインにはチーズですよねぇ、ジュノ様ぁ？」

　ケラケラ笑いながら、アルテミスが抱きついてくる。

　俺も彼女も水着姿だ。素肌にナマ乳が擦りつけられる感触は素晴らしいのだが、今は我慢しなくては。

「さ、さて諸君。俺はアルテミスと買い出しに行っている最中、ペルヒタを攻略する作戦を思いついたわけだが……」

　俺は話を切り出した。

　この宴会は、ペルヒタ攻略のための作戦会議も兼ねている。

　……の、だが。

「うぅ～ん……。リリスぅ……私、ちょっと酔ってしまったみたい……」

「あらまぁスピカさんったら♪　いいですよぉ～、だったらリリスが抱っこしちゃいますからねぇ～」

「んん～っ、リリスぅ～」

　二人も酒が回ってきたらしく、さっきからイチャイチャが止まらない。

「……はて。リリスよ。ずいぶんスピカと仲良くなったのだな？」

　俺が訊ねると、リリスは満面の笑みで応えた。

「えっへへ～♪　ちょいと心境の変化と言いますか、やっぱり本気でおしゃべりすると、お互いのことがわかるって言いますか～？　ね～っ、スピカさぁん？」

「ね～っ、リリスぅ」

　近い距離で見つめ合い、『ね～っ』と気持ちを共有する二人。

　まあいい。詳しいことはわからぬが、『仲良きことは美しきかな』である。

　さあ、そろそろ続きを始めようか。

「作戦の決行は明後日だ。狙うは仮装パレードの二日目である！」

「あさって……？」

「ふちゅかめを狙うんですねぇ～♪」

「……ひっく。なにか秘策があるんですかぁ？」

　スピカ、リリス、アルテミスも、俺が本気であることに気づいたようだ。

　頰を火ほ照てらせつつも、三人は姿勢を正してこちらに注目している。




「パレードの最中にペルヒタを奇襲するのだ。そして奴を転移魔法で掠さらい、魔空間にて快楽堕ちさせる作戦である!!」




　皆の期待に応えようと、俺は力強く言ってのけた！

　が…………反応はイマイチだ。特にスピカが。

「えぇぇ？　ちょっとそれは強引すぎるような……」

　よかろう。その反論は想定内だ。

　なにせ俺は、勝利を確信しているのである。

「ではスピカ。なぜペルヒタは数十年ぶりに、パレードに三日間とも降こう臨りんすることにしたのだったか……覚えているか？」

　これは裏通りでの休憩中、彼女自身が言っていたことだ。

「ええと……。ペルヒタが、民の不満に気づいてるから……って推理したわよね？」

　俺は首を縦に振る。

「うむ。奴は、この国の存続に限界を感じているのだろう。行き過ぎた魔ま獣じゆう・神獣の優遇策から民の意識を逸らすため、三日間ともパレードに降臨することで信仰心を回復させようとしている──。そう考えるのが妥当だと、俺も思っている」

　つまりペルヒタにとって、今回の祭りの成功は絶対条件なのだ。

　ここで民の信仰心を回復できなければ、溜まりに溜まった不満の矛先がペルヒタ自身に向くことも充分に考えられる。その事態を、奴は恐れているに違いない。

　俺がそこまで説明すると、

「わたくし……ひっく。ペルヒタが魔獣と神獣への扱いを変えるとは思えません。民の不満を緩和しつつ……ひっく、今までどおりの優遇策を続ける道を選ぶはずですよ」

　赤ら顔のアルテミスが、俺の意見を補強してくれた。やはりこのままペルヒタを野放しにしておくわけにはいかない。

　ここでリリスがパチンと手を叩く。

「あ～なるへそ！　つまりペルヒタは今、お祭りを成功させることしか頭にないわけですねっ♪　だからお祭りの最中──意識が民に集中してる状態のペルヒタを狙って、奇襲を仕掛けるってコトですか！」

　スピカはしばらく首をひねっていたが、

「あ、そっか！　わざわざ二日目を狙うのって、一日目のお祭りを成功させて、ペルヒタを油断させるためだったのね！」

　彼女なりの疑問に答えを見つけたらしく、スッキリした表情になった。

　俺はスピカに微笑ほほえみかけ、

「ダミー人形によって、ペルヒタの警戒心はかなり下がっているはずだ。なにせ俺たちの魔力反応は、今もマカイノ村から発せられているのだからな！」

　マカイノ村のメイドたちには、俺たちの生活サイクルに合わせて人形を移動させるように命じている。ゆえに、魔力反応のみを探知しているペルヒタは、ダミー人形の存在に気づくことができないのだ。──死角は、ない。

　アルテミスがブルーチーズを一かじり。

「もぐもぐ……。ダミー人形に、二日目の奇襲。敵を欺くお見事な作戦ですっ！　ね、ね、乾杯しましょう？　ね、ね？」

　赤ワインのグラスを掲げ、俺たちに呼びかけてくる。

「フッ、いいだろう。ペルヒタ教国の陥かん落らくは、もう目前だ」

「あさっての戦い、必ず勝ちましょう！」

「リリアへイム魔界化計画、バンザイですっ♪」

　俺、スピカ、リリスもグラスを掲げ──。

『魔界の勝利に──!!』

　高らかな宣言とともに、四人でグラスを合わせたのだった。







　ささやかで、けれども充実した宴会兼作戦会議を終えて──。

　時刻は深夜。

「まったく……。アルテミス、大丈夫か？」

「はぁ～いっ。ジュノ様ぁ～しゅきしゅきぃ～……」

　俺はアルテミスをおぶって、ヴィラの中へと戻ってきた。

　たぷんっ、たぷんっと背中に当たる幸せな感触──。それはたいへん心地ここちいいのだが、今夜はプレイ……いや、儀式に興じるのは難しそうだ。

　勝利を誓って乾杯した後、アルテミスは再びワイングラスを傾け始めた。それはもう、何度も何度もグビグビと。

　ついには酔いつぶれてしまい、俺が介抱することになってしまったのである。

　スピカとリリスは宴会場の片付けを行っている。

　俺は先に離脱して、アルテミスを寝かせに来たというわけだ。

「スピカたちも大概酔っていたが、大丈夫だろうか……」

　心配しつつ、ベッドルームへ入る。

　高級ヴィラだけあって、室内の造りは豪ごう華かである。床は白系の大理石。木製の柱や棚はダークブラウンに統一され、シックで落ち着いた雰囲気だ。

　窓から射し込む星明かりが、四人で寝られる巨大なベッドを妖艶に照らし出す。

　そこにはレースの天蓋がかかり、幻想的な趣すら感じられた。

　ちなみに、奥の部屋はバスルームだ。壁一面の大きな窓からは、先ほどの美しいプライベートビーチが望めるのである。もちろんバスタブは四人同時に入れるサイズだ。

「……薄暗いな」

　泥酔したアルテミスをベッドに転がし、俺はランプを探した。

　俺とスピカ、そしてリリスには、まだ寝支度が残っている。諸々の準備をするには、もう少し明かりが欲しかった。

「ふふっ、ホントに素敵なヴィラよね！」

「ですね～！　リリス、おっきなベッドで寝るのを楽しみにしてたんですよ～♪」

　スピカたちが戻ってきた。宴会場の片付けが終わったらしい。

　俺は二人を振り返り、

「今、灯りを点ける。このままでは寝支度がしづらいだろう？」

　ランプに火を入れた。室内が淡い光に照らされる。

「!?!?!?!?」

　──直後、俺は脳天を殴られたような衝撃を感じた。

　全力で目を見開き、スピカとリリスを一心に凝視する。

「スピカ、リリス……。お前たち──肌が!!」

　そう。

　スピカもリリスも、ベッドで寝ているアルテミスも。




　──そのなめらかな柔肌が、こんがり焼けていたのである!!




「お、おぉぉ……！　なんと健康的な小麦色なのだ！」

　俺は歓喜の咆ほう哮こうを放った。星明かりだけを頼りに宴会をしていたせいで、彼女たちの肌の変化に気づかなかったのだ。

　どうやらアルテミスは肌が焼けにくい体質らしい。陽が沈むまで一緒にいたが、少なくともビーチでの宴会が始まるまでは元の美白を保っていた。

「そ、そうね。けっこう焼けてしまったかも……あっ！」

「陽射しを浴びながらお昼寝してましたもんね……あっ！」

　スピカとリリスの視線が、ある一点に集中する。

　それは俺のブーメランパンツ。

　その中央部分が、猛烈に隆起していたのである──。
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　健康的な日焼け肌は、なにゆえこれほど股こ間かんを刺激するのか──。

　理屈は不明だ。

　だがしかし、俺の股間にそびえ勃たつ南国魔ま導どう砲ほうには理屈など不要である。

「スピカ、リリス……この勃ち具合を見てくれ。どう思う？」

　水着姿の二人に感想を求めると、

「……ごくり。な、なんだかいつもよりおっきいかも……」

「あらら、これじゃ～とても眠れませんねぇ♪」

　ともに瞳ひとみを潤ませながら、興味津々の様子である。

　──合意が得られた。

　そう判断した俺は、まずスピカに近づいた。

「さあ、もっと見せてくれ。小麦色の美しき柔やわ肌はだを！」

　大胆に歩を進めると、彼女は小さく後ずさる。

「うぅ……ち、近いぃ……。み、見せるけど……ジュノったら、なんだか目がギラギラしてるんだもの。ちょっと落ち着きなさいよ……もぅ」

　落ち着いてなどいられるものか。

　色白だったスピカの肌がこんがり焼けた褐色に変化し、ランプの灯りを浴びてテカテカと光沢を放っている──。

　こんなものを見せられたら、まさしく勃ぼつ起きは不可避である。




　──勃たざるを得ない瞬間が、オスにはあるのだ。




　俺はスピカをベッドに座らせた。

「スピカ……頼む。一番近くで見せてくれ。日焼けの具合を……さあ！」

「うぅぅっ……。もう……えっちなんだから」

　口調は刺々しいものの、スピカはこちらを上目づかいに見上げている。

　肌が焼けているせいで赤面が目立たないのは惜しいが、その潤んだ目線だけで満足することにしよう。

「ほ、ほら……どう、かしら？」

　スピカは水着の肩ひもをつまみ、脇へずらした。細い肩、儚はかなげな鎖さ骨こつ、そして乳ち房ぶさのなめらかな曲線が俺の眼前にさらされる。

「おぉ、おおぉ……！」

　俺は腹の底から感動の声を発した。

　水着の形に沿って、スピカの柔肌がツートンカラーに分かれているのだ！

　真珠のごとき美白肌と、太陽の恵みを体現する褐色肌。その境目を見ているだけで、股間の肉竜が覚かく醒せい状態になってしまった。

「うぁっ、出てきた……。パンパンじゃない……もぅ」

　スピカの視線が下がる。我がブーメランパンツの上部から、隆起したウミガメヘッドがボロンと飛び出してきたのである。

　ブーメランパンツなどという狭苦しい檻にいつまでも収まっているほど、我が卑ひ猥わいなるウミガメは品行方正ではないのだ。

「うっは～！　スピカさんの日焼け跡、せくしぃですねぇ～♪」

　横からリリスが囃はやし立たてる。

「こう、水着の肩ひもをずらす仕し草ぐさがイイですよねぇ～！　あーあ、おっぱいも半分ぐらい見せちゃってからに」

　いや～、せくしぃせくしぃ……とニヤニヤしているリリスに、俺は言った。

「──お前も見せるのだ、リリスよ」

「ふぇ!?　リリスもですか!?」

　彼女にとっては不意打ちだったらしい。リリスはストンと顎を落とし、呆気にとられてしまっている。

「お前の日焼け跡も見たいのだ、さあ……スピカの横へ」

　重ねて頼むと、リリスは俺の言ったとおりスピカの隣に座った。

　しかし、どうも様子がおかしい。太ももをモジモジと擦り合わせ、たいそう恥じらいを感じているようだ。

「どうしたのだ、リリスよ。普段は俺が引くほど積極的だというのに」

「えぇ!?　引いてらっしゃったんですか!?」

「……復活した直後に十回以上も搾り取られれば、俺とて少しは引くのだぞ……？」

　この肉体を得た直後、リリスに風呂場で何度も何度も……。

　アレはすごかった。最後の方など、もはや白はく濁だく液えきすら出なくなっているというのに、リリスは幸せそうな顔で俺の下半身をしゃぶり続けていたのだ。

　だが、あの大量射しや精せいがあったからこそ、俺は性の悦びに目覚めることができた。まあ、その積極性に引きはしたが、同時に感謝もしているのだ。

「礼が遅れたが、あのときは良き射精をありがとう──」

　そう言って頭を撫でると、リリスの口角がふにゃふにゃに緩んでいった。

「ふふっ。良かったわね、リリス」

「はいっ！　えへへぇ～♪」

　壁に並んだ少女たちが、幸せを嚙かみしめるかのように笑みを交わす。

　どうやらリリスは吹っ切れたようだ。

「魔王様……リリスの水着、脱がせてくださいっ♪」

「よかろう！」

　俺は即答すると同時に、堕天使少女の細い肩ひもに指を引っかけた。そのままやんわりと上に引っ張ると……。

　──するり。

　極小ビキニが音もなくリリスの腕を抜けた。

「うむ……見事だ！」

　俺は極小ビキニを床に置き、彼女の薄い胸を凝視する。よく見なければわからないほどなだらかな曲線を描く乳房だ。

　その頂点には一対の突起があり、今はどちらもツンと元気よく起こり立ってる。

「あ、あはは……改めて凝視されると、けっこう恥ずかしいですね……」

「恥じらうことはない。……良き乳頭であり、良き肌のコントラストだ」

　リリスの水着は極小サイズ。それこそ、乳にゆう輪りんをギリギリ隠せるほどの布地しか存在しないタイプだ。

　ゆえに、今や全身のほとんどがスピカと同じくほどよい褐色に焼けている。

　だからこそ、微かに残った白き柔肌と桃色乳首──そのプレミア感が、俺の股間の血流を爆発的に増大させるのだ！

「おぉっ!?　ビックンビックンしてますよ!?」

「す、すごいわ。水着、押しのけるみたいにおっきくなってる……！」

　リリスとスピカが俺の股間の発育ぶりを実況する。

　俺は満を持して、金髪の姫君に語りかけた。

「さあ見せてくれ！　俺が心底惚れ込んだ、美しきトロ乳首の全貌を!!」

「トロ乳首ってなによもう！」

　プリプリ怒りながらも、しっかり水着を脱いでくれるのがスピカである。

「うぅっ……。心底惚れ込んだとか言われたら、脱ぐしかないじゃない……」

「何をブツブツ言っている？」

「何も言ってないわよ！　……ほ、ほらジュノ。いっぱい……見なさいよ」

　──はらり。

　スピカのビキニが床に落ちる。俗に言う、トップレスなる形態である！

「んぁっ……ジュノ、息、くすぐった……ひぁぁぁあん!!」

　スピカが甘い悲鳴をあげる。

　それもそのはず。ついに我慢が限界に達し、ツンと勃起したスピカのトロ乳首を口に含んだのだから！

「はむっ……ちゅぷっ、れろぉ……ぢゅるるっ……ちゅぽんっ。この舌ざわり……美味なり！　スピカの乳頭は、やはり最高に美味である！」

「ひあぁぁぁっ！　んんっ……ちょっと、は、激しっ……！」

　俺はスピカの細い腰を抱きしめた。

　薄桃色のトロ乳首だけではなく、色白肌と日焼け肌の境目にも舌を這はわせる。

　水着の形をなぞるように、何度も何度も、執しつ拗ように。

「んあぁあっ！　ジュノったら……ひうぅっ、変なとこ……舐めないでよぉ!!」

「なにが変なものか！　美しき日焼け跡がここにあるのだ、何度も舌を這わせるのは当然である！　れろぉぉ……れろろろろぉ……！」

「あぁぁぁっ！　う、美しき、とか……ず、ずるいこと、言わっ……はぁああっ、ぁぁんんっ……！」

　日焼け跡を舌先でなぞり尽くし、俺は再びトロ乳首へと戻ってきた。

　二つのたわわな質量に顔を埋めて吸い、舌で転がし、くすぐり回す。先端部分が徐々にコリコリしてくる様子を、舌先で感じるのだ！

「ひあぁぁんっ……！　ジュノっ……んぅぅっ、ジュノぉぉぉ……！」

　スピカもまた、俺の肩あたりに腕を回してきた。ほのかに爪が当たっているが、それだけ快感が強いのだろう。

「あぁっ……もぉダメ……イクッ、イクぅ……！」

　スピカの腰がヒクヒクと痙けい攣れんする。このままトロ乳首を愛あい撫ぶし続ければ、いつもの景気のいい潮吹きが拝めるだろう。

　だからこそ──。

「……ちゅぽんっ。さあ、待たせたなリリスよ……はむっ、ぢゅぷっ、れろぉ……」

　俺はあえて唇くちびるを離した。スピカには寸止めを味わわせ、隣のリリスの桃色乳首を捕食し始めたのだ。

　身をかがめ、本腰を入れてしゃぶり回す！

「ひぇぇっ！　はぁっ、んぅっ……魔王様ってば、いきなり大胆すぎますよぅ！」

「ぢゅるぷぷぷっ、ぴちゃっ……ぢゅるっ、ちゅるるっ……フッ、やはり敏感だな。我が舌技、心ゆくまで堪たん能のうするがいい！　はむっ……ぢゅぽっ、れろろろぉ……！」

「はぁぁっ……ぁンッ！　ち、ちっぱいは敏感なんですからぁ！　そ、そんなに激しくしたら……ひぅんっ！　リ、リリス……すぐにっ、ああぁぁああぁ……！」

　リリスの甲かん高だかい喘あえぎ声ごえが、俺の鼓こ膜まくを心地ここちよく揺ゆらす。我が邪悪なる極太海竜はバキバキに反り返り、今にも破裂せんばかりだ。

「あひぁあああぁっ、も、もうダメですぅ！　リリス……ひあぁぁっ、んんっ、で、出ちゃいますよぉぉ……!!」

　と、リリスが涙声を上げたそのとき。

「私のも、もっとおしゃぶりしなさいよぉ！」

　物欲しそうにモジモジしていたスピカが、リリスにグイッと身体を寄せた。

　リリス、リリス、スピカ、スピカ。

　横一列に、四つ乳房が並んだのである！

　その贅沢な光景に、俺は深い感慨を覚えた。

「──よかろう。これより利き乳の儀を開始する。俺が乳頭を味わっている最中、二人で互いに手を取り合い、我が股間をシコシコと慰なぐさめるのだ」

　……よいな？　俺が神妙に同意を求めると、二人は同時にうなずいた。

　スピカはこちらへ豊満な乳房を突き出し、

「はぁ、はぁ……早くっ……ジュノ、早く舐めてよぉ！　んんぅっ……私、もう無理っ……我慢、無理いぃぃ！」

　スピカと競うように、リリスは小さな乳房を両手で寄せた。

「ま、魔王様ぁっ！　はぁ、んんっ……リ、リリスのちっぱいもお願いしますよぉ！」

　──望むところだ。ならば、二人同時に！




『ひあああぁあぁあああぁぁあぁぁああぁあぁ……!!!!』




　スピカとリリスの嬌きよう声せいがユニゾンした。

「はむっ……ぢゅるっ、ちゅぱっ……ぢゅぷりゅりゅ、ぢゅぽっ、れろろろぉ……！」

　俺は二人の身体を抱き寄せ、二つの乳首を密着させた状態に持ち込んだのだ。

　そしてしゃぶった！　スピカとリリスの乳首を、同時に!!

「んああぁぁっ！　あぅぅっ……先っぽ、好きぃぃっ……はぁあぁあっ！」

　スピカの乳頭を右側の唇で挟み、引っ張る。

「ひぃああぁあああぁぁっ！　魔王様っ、魔王様ぁぁあっ！」

　リリスの乳頭を左側の唇で挟み、引っ張る。

　唇で二つの乳頭を同時に感じた。

　大きさも、舌触りも、味も香りも異なる乳頭たち。

　だがしかし。

「──ちゅぽんっ！　どちらも最高に淫みだらな乳頭だ！　利き乳の結果、どちらも最高であることがわかったぞ!!　──はむっ、ぢゅぷるるっ……ぢゅるるるっ！」

「んあぁあぁあぁあぁああぁっ!!」

「ひうぅぅぅぅううああぁぁぁっ!!」

　美味なる乳首。重なり合う嬌声。熱を帯びた裸体。

　汗に濡ぬれた二人の髪が、甘く蒸れた匂いを発する。

　スピカたちの裸体に汗の粒が浮き始めた。

　健康的な褐色肌が、いっそうテカテカと照り輝いてゆく。

　味覚、聴覚、触覚、嗅覚、視覚。

　官能の五重奏に心身を焦がされていると──。

「……ふぬぅ!?」

　突如、股間の極太タクトにドルチェな衝撃が走った。

「はぁ、はぁ……黙ってやられてるだけじゃないんだから……。ね、リリス？」

「そりゃ～もう。んんっ、はぁ……。リリスたちが二人がかりでシコシコすれば、魔王様だってイチコロですっ♪」

　二人の手が伸びてきて、俺の股間をフィナーレに導こうとしているのだ。

　だが、俺は怯ひるまずしゃぶり続ける。

　スピカの勃起したトロ乳首を。リリスの勃起したミニ乳首を。

　最後の最後まで、徹底的に……！

「はぁんっ、うぅ……ほ、ほら、ほらぁ！　私のシコシコ……どうかしらっ!?」

「はぁっ、ひぅ……。ま、魔王様ぁ～？　リリスたちの柔らかお手々が、魔王様のシコシコ武装にねっとり絡みついてますよぉ～？」

「うぐっ……ぐぐぐ！」

　なんということだ。我慢が──できない。背筋に快楽の電流が走り、自然と腰が動いてしまう。二人がかりの合体搾さく精せい技を、俺の肉体が欲してしまっているのだ！

「スピカ、リリス……俺は、もう……！」

「えっ!?　ジュノ、早くない!?」

「今夜はずいぶん早撃ちですね!?」

「うぐぅっ……は、早い早いとやかましい！　お前たちの手が、ぐぬぅっ……き、気持ちよすぎるのが悪いのだ！」

　汗を飛ばして抗弁したが、スピカとリリスは顔を見合わせて笑っている。

　やがて二人でこちらを見つめ、

「ねぇジュノ……んあぁ！　わ、わたしも……んんっ、もうイキそうだからぁ！　一緒に……一緒にぃ！」

「リリスももう限界ですよぉ！　はぁっ、んんぅっ……魔王様ぁ、おしゃぶりとシコシコ……最後まで一緒にお願いしますぅ！」

　そこから先は、ただ無心。

　俺はひたすらスピカとリリスの乳頭を吸い上げた。

　股間で蠢うごめく二人の手は、どんどん加速していった。

『はぁ、はぁ、はぁ……！』

　三人の荒い吐息が室内に響き、飛び散った汗が混ざり合う。

　全身から立ち昇る湯気までもが、ぐちゃぐちゃに絡み合って一つに交わった。

　──幕切れは、いつだって唐突だ。




　ぷっしゃあああああああぁぁぁぁぁぁぁ……!!

　ぶびゅるるるるるっ、どびゅるるるるる……!!

　ぶしゅっ……ぴっしゃあああぁぁぁぁぁ……!!




　三者三様の水音が炸裂し、室内に甘酸っぱく、淫らな芳香が充満していく。

「はぁ、はぁ、はぁ……！　ククク、良き眺めだ……」

　汗に濡れた前髪をかき上げ、俺は白濁液の着地点を見つめる。

「んぅっ……お腹、熱いの……いっぱいぃぃ……」

「はぁ、んんっ……。おおぉ、リリスの褐色ぽっこりお腹に、白くてドロドロのデコレーションとは。これはえろい……」

　俺の白濁魔弾は、スピカとリリスの腹部にぶちまけられた。

　白き美肌と褐色肌。日焼け跡のコントラストを、白濁液によって再現したのである。

　俺の濃厚な魔王汁が、やがて二人の腹を垂たれ落ちていく。

　縦に割れたスピカの腹筋。

　その美しきラインは、俺の白濁液を導く水路へと変貌した。

「あぁっ……ジュノの……欲しいぃぃ……」

　スピカが水着のウェスト部分に指を引っかける。

　そして、くぱぁ……と。

　彼女はビキニパンツを引っ張ったのだ。

　腹部を垂れ落ちる白濁液が、水着の中へとドロドロ流れ込んでいく。

　その様子を凝視しながら、スピカは恍惚の吐息をこぼした。

「あぁぁ……水着のナカ……ジュノの、入ってくるぅ……。はあぁ、熱い……大切なところ、にゅるにゅるするぅぅ……」

「はぁ、はぁ……そ、それ、イイですね。んぅっ、リリスも……」

　リリスもミニマムな水着を引っ張り、魔ま性しようの特濃粘液を積極的に導き入れた。

　彼女の無垢な割れ目に、白濁液がぐぢゅぐぢゅにまとわりつき……。

「あぁぁっ、来ますっ！　リリス、こんなになったら……んうぅぅっ！」

　ビクンッ……ビクン！

　小刻みに腰を震わせ、リリスは再び達したらしい。

　快楽に溺れる二人を、俺は再び両腕で抱きしめた。

「続きは風呂場で……どうだ？」

　大量の白濁液がビキニパンツの中に流れ込んでゆく光景によって、俺の股間は再び臨戦態勢に入ってしまった。あと八回戦は確実に戦いヌける。

「うぁ……またこんなにおっきくなって……」

「ア、アハハ……魔王様は底なしですねぇ」

　スピカとリリスは困った顔をしながらも、俺の下半身から視線を外さない。

「さあ、水着の中に入った白濁液……俺の指で、すべて掻き出してやろう」

　俺は二人に肩を貸し、風呂場での二回戦に思いを馳せる。

「うぅんむにゃむにゃ……。ジュノさまぁ……しゅきれすよぉ……」

　俺たちの背後。

　ベッドに転がったアルテミス（泥酔）は、そんな寝言をつぶやいていた──。
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　──聖ペルヒタ祭、二日目の正午。

　ペルヒタ奇襲作戦の決行まで、もう間もなくだ。

　空には灰雲が立ち込め、やや風が強い。もうじき雨が降りそうである。

　しかし、祭りを訪れた多くの人間族たちは、そんな天気など関係ないとばかりに大盛り上がりしているのだ。

　ここはペルヒタ教国の王都・ペルフィーの大通り。

　祭りのメインイベントである仮装パレードの順路である。

　沿道には多くの人々が詰めかけ、少しでもいい場所でパレードを見物しようと熾烈な攻防を繰り広げている。

　俺、スピカ、アルテミス、リリスは沿道の人混みにまぎれ、作戦決行の瞬間を待ち構えているのだ。

　今は麻の服を身につけているが、奇襲の際には召喚魔法を詠えい唱しようし、それぞれの武装を喚び出す手はずになっている。

「まったく、なんたる盛況ぶりだ……」

　俺はため息をついた。

　裏通りで聞き込みをした際、この国の人々はペルヒタに対して少なからず不満を抱いていることがわかった。

　奴が行っている、極端な魔ま獣じゆう・神獣の優遇策。

　人間族を蔑ないがしろにする数々の教義によって、国全体の信仰心が揺ゆらぎかけていたのだ。

　ゆえに、ペルヒタは仮装パレードに全日降こう臨りんすることで、民からの信仰を回復しようとしている──と、俺たちは推理していた。

　結論から言えば、奴の目論見は大成功である。

　俺たちは昨日、敵情視察として一日目の仮装パレードをこっそり見学していたのだ。

　仮装パレードは大盛り上がり。

　話題が話題を呼んだらしく、二日目の今日は、昨日以上に多くの人間族が集まっているのである。

「昨日も思ったけど、なんだかんだ言って国教として崇あがめられてる女神ね。……ペルヒタが現れた瞬間、大通りの空気が変わってしまったんだもの」

　スピカが肩をすくめた。

　その隣で、アルテミスはロングの銀髪を指先で弄んでいる。

「まあ、ペルヒタも可愛らしいですからね……外見だけは。あのロリロリしい顔立ちと体型、それから六ろく芒ぼうの女神たる者のカリスマ性を前にして、冷静でいられる人間族なんてほとんどいませんよ」

「つるぺた仲間のリリスとしては、あれだけ熱狂的な需要があるってことに喜ぶべきなのかもしれませんが……。いやはや、民ってチョロいですねぇ。スピカさんと同じぐらいチョロいです」

「あのねぇリリス！　私、チョロかったことなんて一度もないんだけど!?」

「ダウト！　スピカさんは魔王様に口説かれると途端にチョロ……痛たたた！」

　リリスの頰を両手でむにむにと引っ張るスピカ。

　緊張感がなさすぎる気もするが、周囲に殺気を気取られるよりは遙かにマシだ。

「あ、あの夜は、リリスだってチョロかったじゃない！」

「痛たたたっ！　スピカさんは率先して水着をくぱぁさせてたくせに……痛たた！」

　そんな二人のやり取りをかき消したのは、




　ズゥゥゥゥ──ン……。ズゥゥゥゥ──ン……。




　通りの向こうから聞こえてくる、魔獣と神獣の重々しい足音だった。

　それを彩るのは、金管楽器の荒っぽいファンファーレ。そして様々な打楽器が奏でるノリのいいリズムである。

　あまたの足音によって地面が揺れ動き、とたんに沿道がワッと盛り上がる。

　ペルヒタ率いる仮装パレードが近づいてきたのだ。

「あああぁぁぁペルヒタ様ぁぁぁああっー！　ばんざーい！　ばんざーい!!」

『うら若き女神を褒ほめ称たたえよ♪　小さくも美しき♪　わたしたちのペルヒタ様を♪』

「天にまします我らがペルヒタ様あぁぁ！　我らに永遠の祝福をおぉぉ！」

　口笛や拍手、歓声を上げる人々。ペルヒタへの賛さん美び歌かを大合唱する集団。その場に跪ひざまずき、大声で祈りを捧ささげる者。

　さまざまな熱狂が入り交じり、沿道は軽いパニック状態へと移行する。

「──見えてきたぞ！」

　俺は瞳ひとみに力を込めた。

　ついに仮装パレードの集団が姿を現したのだ。

　スピカたちが身を乗り出す。

「き、昨日よりも規模が大きくなってるわね……」

「すごく好評だったものだから、これを機に信仰心を鷲わしづかみにするつもりですね。あ、あらあら……魔獣と神獣の数が倍ぐらいに増えているような……」

「まわりのネコミミさんたちの数も、かな～り増えてるっぽいですね……」

　彼女らの言うとおりだ。

　パレード隊の中心には、ひときわ巨大な神獣──白いキマイラが配置されている。

　右の首は白ライオン。左の首は白い大ヤギ。

　尻尾は極太の白ヘビで、そして翼は天使のような純白だ。

　白キマイラの背中には大きなカゴが結びつけられている。六芒の女神ペルヒタは、そのカゴの中から沿道の民に手を振っているのだ。

　白キマイラを護衛するように囲んで歩いているのもまた、魔獣と神獣である。

　金と銀のペガサス。中型の龍族。三つ首のオオカミ。腕が八本あるサル。

　もちろん獣はそれだけではない。

　パレードと言うだけあって、大小さまざまな魔獣と神獣が、白キマイラの前後に長い列を作っているのだ。

　その種類と数に、さすがの俺でも冷や汗が浮かんできた。

「だが、行かねば……！」

　俺は呼吸を整えつつ、なおも大通りに視線を送る。

　ゆっくりと進んでゆくパレード隊。その隊列のそこかしこで、少女たちのグループがダンスを踊っているのだ。

　愛らしいネコミミとネコしっぽを付け、悩ましげに身体をくねらせるダンスを……。

「うむ……皆、良き尻である」

　俺は顎先に手を当ててうなった。少女たちが一列になり、沿道に向かって尻を振っているのだ。甘えたネコを思わせる、世にも蠱こ惑わく的てきな振り付けである。

「クッ……。さすがに、裏通りに売っていたようなネコしっぽを装着している少女はいないようだな」

　俺はそっと懐に手を置いた。尻に挿着するタイプのネコしっぽと、ビキニパンツとセットになったタイプのネコしっぽは、あれからずっと懐に忍ばせているのだ。

　よし。揺れる尻を堪たん能のうしたおかげか、気持ちが落ち着いてきた。

　俺はスピカ、アルテミス、そしてリリスの肩に手を置いていく。

「いよいよ決行の時だ。俺が合図を出したら、全員で一斉に魔力を解放。個々の武装を召喚し、ペルヒタが乗っている白キマイラを襲撃する。……よいな？」

　スピカたちの強いうなずきが返ってきた。

「ペルヒタを捕まえたら、すぐに転移魔法を発動して……」

「あの邪悪で甘かん美びな魔空間で、ジュノ様が魔ま導どう調ちよう律りつをかけてしまうんですよね！」

「つるぺたっ子のペルヒタがどんな風に悶もだえるのか……今から楽しみですっ♪」

　まあ、そんな具合の作戦だ。

　これは完全なる不意打ちである。ダミー人形と魔力反応の遮断によって、俺たち四人は今もマカイノ村にいることになっているのだ。

　その四人から奇襲されることになれば……ククク、安心しきっているペルヒタは一体どんな顔をするだろう。

「お前たち……準備はいいか？」

　俺は瞳を左右に動かし、魔界の尊とうとき家族たちに視線を送る。

「いつでもいいわ！」

「わたくしの心は、ジュノ様とともに……！」

「この国は、魔王様の物ですもんっ♪」

　スピカ。アルテミス。リリス。三人とも表情を引きしめ、臨戦態勢である。

　騒がしいファンファーレと太鼓の乱打、人間族の熱狂が入り交じる中。




　──白いキマイラが、俺たちの目前にやってきた。




「うおおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉ……ッッ!!」

　魔力──解放。

　俺は腹の底から吼ほえ哮たけり、体内の魔力を一気に解放した。

　メリッ、メリッと頭蓋が軋きしみ、魔王の証──額ひたいに二本の角つのが生える。

「はあああああぁぁぁぁぁぁ……!!」

「ふうぅぅぅっ……んんんっ……!!」

「それそれそれそれええぇぇぇぇ!!」

　スピカ、アルテミス、リリスも、俺に続いて魔力を解放。四つの邪悪なる力の奔流が大気を激しく震わせて、大通り全体に美しき邪気が弾け拡がっていく。

　──地割れが起きた。

　──建物が軋み、人々の悲鳴が連鎖する。

「皆の者、突撃だ!!」

　俺は全力で地面を蹴った。スピカたちも、ほぼ同時に！

　続けて召喚魔法を詠唱。

　麻の服が魔空間に吸い込まれ、すぐさま『魔王の衣』と入れ替わる。

　紫色を基調とした、禍まが々まがしくも豪ごう華かな衣装。商人服や水着、そして麻の服と、このところ魔王の衣を着ていなかったせいか、ひどく懐かしい心地ここちである。

「やはりこの服がしっくりくる！　覚悟しろペルヒタァ!!」

　白キマイラに肉薄し──大きく跳ちよう躍やく！

　カゴの中からこちらを見上げるペルヒタと、視線が交錯した。

　スピカたちも召喚魔法によって武装を済ませている。

　三人の役目はシンプルだ。

　白キマイラに武器を向けると同時に、周囲の魔獣と神獣どもに睨にらみを利かせ、俺がペルヒタを魔空間に転移させるまでの時間を稼ぐのである。

　俺はカゴの中に着地を決めた。

　祭りの主役、ペルヒタと至近距離で対たい峙じする。

「三〇〇年ぶりだな、ペルヒタ。ほほう……以前と変わらぬ愛らしい外見ではないか」

　軽口を叩きつつ、俺は嗤わらった。

　──六芒の女神の一角、ペルヒタ。

　先代の女神王ヴィーナスとともに、俺を神聖空間に封印した憎き女神である。

　内面はともかく、その外見はあまりにも愛らしい。

　背丈はリリスよりも小柄だ。

　そしてリリスよりも身体の凹凸が少ない。さすが自称九歳の古株女神である。

　紫色のロングヘアは地面に触れるほどの長さを誇り、えも言われぬ甘ったるい香りが漂ってくる。

　瞳は大きく、気怠げに濁っている。しかし、色白な肌や可か憐れんな唇くちびるも相まって、俺の視線をも釘付けにするほどの美び貌ぼうにまとまっているのだ。

　そんなペルヒタは。

　俺たちの完璧な不意打ちを食らい、慌あわてふためいているはずのペルヒタは。




「ずいぶん遅かったね……魔王ジュノ」




　ニタアァァ──、と。

　こちらを嘲あざけるかのように、嗜し虐ぎやく的てきな笑みを浮かべたのだった。

「なっ……!?」

　俺が息を呑のむのと同時、ヴンッ──と低い音が背後で響く。

　誰かの魔法陣が発動したのだ。

　しかし、それに気づいたときには……。




「この瞬間を待っていました!!」




　背後で別の女の声が響き、俺の足もとに青く透き通った魔法陣が展開していた。

「転移魔法……!?」

　俺が瞳を見開いた、次の瞬間。

　全身が青い魔法陣に飲み込まれ、景色がまばゆい純白に染まってしまった。

　猛烈な力で全身を圧迫されたまま、彼方かなたへ飛ばされていくこの感覚──。

「くっ……！　なんと不快な……！」

　三〇〇年前、神聖空間に封印されたときのことを思い出した。

　だが、これは転移魔法だ。

　俺をどこへ飛ばすつもりだ？

　残されたスピカたちはどうなる？

　疑問と不安、そしてペルヒタへの復讐心がメラメラと燃え盛る。

「そもそも、背後から聞こえたあの声は……？」

　──この瞬間を待っていました!!

　鋭く、硬く、どこか嫌味な……それでいて、なぜか股こ間かんが反応してしまう色っぽさを兼ね備えた女性の声。

　六芒の女神どもの顔を思い出してゆき、俺は奥歯を強く嚙みしめた。




「ペルヒタと共闘していたのか……グルヴェイグよ!!」
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「ジュノぉぉぉっ!!」

　白キマイラのカゴの中──そこで起こった非常事態に、私は悲鳴を上げた。

　ジュノを連れ去ったのは長身の女性。全身にまとっていた魔力の密度からして、彼女はたぶん神族だ。ペルヒタと共闘しているということは、六ろく芒ぼうの女神の一人のはず。

「くっ、どうすれば……!?」

　私は剣の柄を握り直した。

　ジュノがどこかへ飛ばされた今、奇襲作戦の失敗が確定した。

　残された私たちのまわりには、ものすごい数の魔ま獣じゆうと神獣。

　そして六芒の女神の一人、ペルヒタがいる。

　いくら私とアルテミスが告こつ解かい魔ま法ほう士しだからといって、戦力差は歴然だ。

　そもそもこんなところで戦えば、たくさんの人たちが犠牲になってしまう……！

　頭をフル回転させ、私は叫ぶ。

「リリス！　ジュノの転移魔法の軌跡を追いかけられない!?」

「ハッ、なるへそ！　できますよぉ！」

「名案です！　スピカ様のくせに冴えていますね！」

　ひとこと多いアルテミスには、後でお返しするとして……私は剣を大きく振って、まわりの魔獣と神獣を牽制した。

「リリス、早くっ!!」

「焦らないでくださいっ！　それぐらいすぐに……っと！」

　リリスの小さな拳が、大通りの地面をコツンと殴りつける。

　すると、大小の三角形を組み合わせたような魔法陣が浮き上がり、邪悪で綺麗なピンク色の魔力光を放ち始めた。

「すぐに行きましょう！　追跡アンド戦略的撤退ですっ！」

　その魔法陣に飛び込んでいくリリス。

「ジュノ……今すぐ助けるからね！」

「わたくしとジュノ様を引き裂くなんて……万ばん死しに値します！」

　トプン──。

　魔法陣に飛び込んだ瞬間、ぬるめの湯船に飛び込んだような感覚に襲われた。

　ピンク色の幾何学模様が入り乱れる、細い水路のような魔空間を、リリスたちと一緒に高速で流されていく。

「かなり遠いですね。これって聖せい隷れいグルヴェイグ王国の領土まで……ふぎゃ！」

「えっ、どうしたのリリ……きゃあっ！」

「ジュノ様ジュノ様ジュノ様ジュノ様……ひぁんっ！」

　全身に、衝撃が走った。まるで壁にぶつかったような……。

　まわりの景色がブツリと途切れ、私たちはどこかの地面に尻もちをついてしまった。

「痛たたた……こ、ここは？」

　ジメジメした空気が肌にまとわりつく。外気──。魔空間から放り出されたの!?

　ザザザザ……と草が揺ゆれる音。

　私たち三人は、どこかの原っぱに座り込んでいた。

　どんよりと曇った空。遠くに見える、黒くて大きなお城。

　そんな私たちを取り囲むのは──、

「ゴオオォォォォォアアアアァァァッ！」

「ギィィィィィッ！　ギギギィィィッ！」

　さまざまな鳴き声でこちらを威い嚇かくする、すさまじい数の魔獣と神獣。

「邪悪なる魔王ジュノの下げ僕ぼくたち……お覚悟！」

「我らのグルヴェイグ様に栄光あれ～！」

　そしてこちらへ長大なランスを突きつける、数十人の天使兵だった。

　天使兵たちの外見は皆、一五歳ぐらいの少女だ。灰色の光輪と灰色の翼。不気味な灰色の修道服を身にまとい、敵意を剝き出しにしている。

　私は即座に剣を構えた。アルテミスは杖を掲げ、リリスは魔導書をめくり始める。

「ど、どうしてこんなことに……！」

　私がうなると、リリスが苦々しげに言った。

「転移魔法の軌跡の中に、ワナを張られてたっぽいです。リリスたちが追いかけてくることを見越してたんでしょうね……この原っぱに強制転移させる術式が組まれてたんです！　くぅっ、こんなワナを見落とすとは、リリスとしたことが！」

　アルテミスの視線は、遠くの城へと向いている。

「あの黒いお城……ここは聖隷グルヴェイグ王国です！　グルヴェイグ……ジュノ様になにをするつもりですか!?」

　募っていく悔しさ。

　だけど、それに浸っている暇はなさそうだ。

「グルルルル……」「ヴルルルル……」

　まわりの魔獣と神獣が、姿勢を低くした。飛びかかってくる前触れだ！

　私は、覚悟を決めた。

「リリス！　アルテミス！　ひとまずこの場を切り抜けましょう。さっさと脱出して、またジュノを探す手段を考えるのよ！」

　魔獣、神獣、天使兵。リリスが再び転移魔法を展開するだけの時間は、きっと与えてもらえない。かといって、この数の敵とまともに戦っていたらキリがない。

　それどころか、返り討ちにされる可能性の方が高いだろう。

「私の告解魔法で、道を切り拓くわ！」

　瞳ひとみに力を込め、私は声を張り上げた。

　告解魔法──。

　それはジュノの魔導調ちよう律りつによって覚かく醒せいした、私の新たなる力。

　心の中の〝やましさ〟を魔力に変える、とっても恥ずかしい魔法体系だ。

　でも……これはジュノにもらった力だから……。

　心の中に彼を想い、私は剣を腰へ戻した。そして両腕を大きく広げ、告解魔法の発動を強く、強く願った。

　──すると、背中がカッと熱くなり、金色に輝く魔法陣が現れた。

　身体がふわりと宙に浮く。

　さながら後光のように、私の魔法陣が原っぱを金色に塗り替えてゆく。

「ガッ、ゴゴゴォ……!?」

「いけません。防御姿勢を！」

　獣と天使兵が怯ひるんだ。チャンスだ！

「──告解魔法【斬ざん式しき】第二章『流れ星の奇跡』……歌うわ！」





　　流れる星に見守られ　私とあなたは夜を明かす♪

　　強い嵐も　地を灼く陽射しも　私とあなたを引き離せない♪

　　あふれる愛が紡いだ奇跡　二人で一つの恋の詩♪






　私は思いっきり声を張り、自信のポエムに自信の節をつけて歌い上げた。

　みんなの反応は──!?

「あー、これはまた……」「う～ん……この……ねぇ？」

　アルテミスとリリスは、私と目を合わせてくれない。

「うわぁ……」「び、微妙な……」「どうしろっていうんでしょうね？」

　天使兵たちは気まずそうに顔を見合わせている。

「ガ、ガウゥ……？」「グ、グルルゥ……」

　さらに魔獣と神獣までもが、困ったような顔でジリジリと後退していく。

　私の首から上が、一瞬でカーッと熱くなった。

「ど、どうしてみんな同じような反応なのかしら!?　敵同士なのに！」

　せっかく最新作を発表したのに、こんな反応なんて！

　恥じらいとやましさが限界を突破し、私の全身を包んでいた金色の魔力光が、すさまじい輝きを見せた。

　やがて光が収まり──私の腰に、片刃の剣が現れる。

　美しく反り返った金色の刀身。この前アルテミスの魔法障壁を両断した、あの武装と同型だ。

　しかも刀身がまとった魔力は、あのときよりも密度を増している。ジュノと一緒に告解魔法を何度も発動させ、少しずつ練度を上げていった成果だ。

「これなら……戦える!!」

　剣を構えると、魔獣と神獣が体毛を逆立てた。天使兵たちもランスを構え直し、刃は圏けんの外から威嚇を再開する。

「アルテミスも、早く！」

「は、はぁい！」

「聞かせてもらおうじゃない。あなたの『愛ゆえの過ち』を！」

　私に続いて、アルテミスが告解魔法の詠えい唱しようを開始する。

　サナギが蝶へと羽化するように、彼女の背中に銀色の翼が花開いた。

　あれはアルテミスの魔法陣。銀色に輝く六枚の翼だ。

　私が自作ポエムなら、アルテミスは愛ゆえの過ちの告白。

　それが彼女のやましさを喚起し、告解魔法の発動へと繋がってゆく。

「告解魔法【射しや式しき】第二章『愛する王と淑女のたわむれ』!!」

　アルテミスの頰が赤く色づき、





　　某月某日　わたくしは愛する魔王ジュノ様のお部屋に忍び込みました。

　　少年のように安らかな寝顔を見つめながら、まず一回。

　　布団を剝いで、美しくも猛たけ々だけしいジュニア様を観察しながら、二回、三回……。

　　クローゼットの下着を拝借してからは、もう数えるのをやめました。

　　それほどまでに狂おしく、ひとりあそびに没頭してしまったのです!!






　愛ゆえの過ち──ひとりあそびの思い出を大声で詠み上げたのだった。

「はぁ、はぁ……。あぁぁ、なんたる恥ち辱じよく……！」

　アルテミスは両手で頰を挟み、肩で呼吸している。

　たしかにコレは恥ずかしい。私だったら恥ずか死してしまうかもしれない。

　だけど、コレこそがアルテミスの告解魔法。唯一無二の発動方法だ！

　──彼女の杖に銀色の光が奔はしる。

　まるでバリスタのように、銀に輝く巨大な魔矢が杖に装塡されたのだ。

「さぁ、あなたたち！　お覚悟を……！」

　魔矢の先端を敵の群れに突きつけると、彼女らはあからさまに警戒心を尖らせた。

　リリスが声を張る。

「スピカさん、アルテミスさん、前進です！　獣と天使兵を武器で威嚇しながら、原っぱを抜けましょう！」

　そうだ。ここでの衝突は命取り。

　私たちに攻撃すれば無事では済まない──。敵に警戒心を植えつけ、薄氷の均衡状態を保ちながら、四方を固められた状況を脱出するのが先決だ。

　邪悪な金色の魔力を発する片刃の剣。

　禍まが々まがしい銀色の魔力を発する巨大な魔矢。

　それらを突きつけられた魔獣と神獣、そして天使兵の群れは、

「ググゥ、ググルルルル……」

「ギィィ……キュウゥゥ」

「くっ、なんて卑ひ怯きような……」

　攻め手を失い、じりじりと後退していく。私たちに道を開けているのだ。

　右翼は私。左翼はアルテミス。リリスを間に挟んだ陣形を組み、敵の群れを威嚇しながら原っぱを進んでゆく。

「リリス。ここを抜けたら、もう一度転移魔法をお願いね」

「了解です。魔王様を連れ去った転移魔法の軌跡……必ず捉えてみせますっ！」

　張りつめた空気。冷や汗が頰を伝う。口の中がカラカラだ。

　だけど──もうすぐ……。

　私たち三人は、群れの最後尾にいた神獣の横を………………抜けた！

　このタイミングならギリギリ間に合う！　達成感を得る間もなく、私は叫ぶ。

「リリス、お願い!!」

「急ぎましょう！　ジュノ様のもとへ！」

　アルテミスにも急かされながら、リリスが短く詠唱した。

「はいは～い！　それじゃーいきますよ～！」

　と。

　先ほどと同じように地面を叩こうとした──まさに、その瞬間。




　──ゴボボボォォォ!!




　たとえるなら、野獣を捕らえるトラバサミのような……。

　金属でできた巨大な顎あぎとが三つ、原っぱの地中から、私たちの足もとを狙い澄ましたように飛び出してきたのだ。

　ガシャアアンッ！　という激しい衝突音が、私の頭上で鳴り響く。

「ちょっと……これ、どういうことよ!?」

　目の前には何本もの鉄格子。人ひとりがやっと入れるぐらいの、小さな檻だ。

「くっ……このっ、このっ！」

　私は剣を収め、鉄格子を摑んで揺さぶった。リリスたちも同じようにしているけれど、太い格子はビクともしない。

「うぅっ……これ、最新式の魔導監獄です！　ヤバいですよ！」

「魔力を吸収してしまうタイプですね……。この狭さでは武器も使えませんし……クッ、こんなところで！」

　リリスとアルテミスが眉まゆを歪ゆがめたそのとき。

　魔導監獄の真正面に、垂すい直ちよくの魔法陣が現れた。直径は、私が両腕を広げたときと同じぐらい。ジュノを連れ去った転移魔法と同じ、透き通った青色だ。

　だけどこれは転移魔法じゃない。遠とお見みの魔法陣だ。

　魔法陣にゆらゆらと波紋が広がり、やがて薄暗い部屋が映し出される。

「どこ……かしら？」

　私の独り言に応えるように、カツ、カツ、カツ──とヒールの音を響かせて、魔法陣の中に一人の女性が姿を現す。

　ゾッとするほどの美人だ。ツヤのある長い黒髪。すらりとした長身。なのに胸は大きく張り出し、丈の短い修道服を官かん能のう的てきに押し上げている。

　切れ長の瞳を飾るのは、理知的な印象を感じさせる四角いメガネ。

　そして手には、乗馬用の太くて短いムチを握っている。

「グルヴェイグ！　これはどういうことですか！」

　アルテミスが怒声を発した。

　でも、グルヴェイグと呼ばれた女性はどこ吹く風。

『ククククッ……せっかくケダモノたちを出し抜いたのに、今度は自分たちがケダモノ用の罠にかかってしまった気分はいかがです？』

　嗜し虐ぎやく的てきにニヤリと笑い、

『あなたたちの作戦など、とうに見破られていたんですよ！』

　魔法陣の中のグルヴェイグが、嘲るように言い捨てる。

　切れ長の瞳が動いた。視線の先には──銀髪の〝元〟女神。

『私とペルヒタさんがあなたたちの作戦を見破るカギになったのは、あなたですよ。裏切り者のアルテミスさん……いいえ、アルテミス！』

　指先を突きつけられ、あからさまに狼ろう狽ばいするアルテミス。

「そ、そんな！　わたくしが何をしたというのです!?」

　グルヴェイグは知的に微笑ほほえみ、四角いメガネをクイッと上げて、




『あなたがオナ禁という概念を持ち合わせていなかったこと──それが決定的な敗因です!!』




　──知性のカケラもないことを言い始めた。

「…………」

　私はゴミを見る目でグルヴェイグを見た。たぶん、リリスとアルテミスも同じく。

　グルヴェイグの頰がカ～ッと色づき、

『なっ──そ、そんな目で私を見ないでください！　ダミー人形を用いたあなたたちの偽装工作は、まさしくオナ禁をカギにして打ち破られたんですよ!?』

　ヒステリックに地団駄を踏む。

『私とペルヒタさんの地道な監視によって、あなたたちの魔力反応が時折ビクン！　ビクン！　と震える現象を発見しました。この痙けい攣れんの理由……いろいろと可能性を考えていきましたが、やがて絶ぜつ頂ちように至った際の反応であることがわかったんです！』

　私は隣の堕だ天てん使し少女に訊ねた。

「ねぇリリス、そんなの知ってた？」

「い、いえ……。それは盲点でしたね……」

　そんな中、赤面したままプルプル震えているのはアルテミスだ。

「わたくしたちの絶頂が、どうして偽装工作を見破るカギになるというのです!?」

『やかましいです！　一日何度も、そこらじゅうで絶頂してからに！』

「うぅっ……だ、だってジュノ様が素敵すぎて……もにょもにょ」

　アルテミスを黙らせ、グルヴェイグが得意げにまくし立てる。

『ある日を境に、そのビクン！　ビクン！　という反応が全員消失したんですよ。後日、痙攣の理由を突き止めてから、反応が消失した日を逆算していったことで、あなたたちが既にペルヒタ教国へ出発したという可能性に行き着いたんです！』

　だから奇襲作戦を見越して、こんな罠を……!?

　私は拳を握りしめた。

　女神たちに魔力反応を察知されてもいいように、メイドたちは私たちのダミー人形を、個々の生活サイクルに合わせて動かしていた。

　だけど、気持ちよくなったときに魔力反応が震えてしまうなんて……私たちを監視している側にしかわからない現象だ。対策なんて取れるわけがない。

　グルヴェイグの嘲笑は続く。

『まあ、魔力反応の痙攣が絶頂とイコールであることは半信半疑でした。ですが、私とペルヒタさんは思い至ったんです。

　あのアルテミスが、オナ……ひとりあそびを我慢できるはずがない、と!!』

　そこから先は芋づる式だったらしい。

【それまでは日常的に行われていたけれど、ある日を境に行われなくなる動作】

　この違和感を頼りに、オナ禁という概念を持たないアルテミスの性欲を考慮して、グルヴェイグとペルヒタは私たちの作戦を見破ったという。

　……すごく確実性に欠けていると思うけれど、こうして実際に捕まってしまった以上、相手の方が一枚上手だったと認めないと……。

　アルテミスがガクリと膝ひざをつく。

「み、皆さん……すみません。わたくしの日課……淑女のたわむれが原因で、こんなことになってしまうなんて……！」

　六枚の翼とバリスタが消失する。そうとう気落ちしているようだ。

　リリスが慌あわてて励ましにかかる。

「あ、あの！　お気になさらず！　リリスも一人でシますし……ほら、スピカさんだって昼夜を問わず、暇さえあれば一人で……！」

「し、してないわよ!!」

　いきなり矛先を向けられ、私は慌てて反論した。

　でも──ウソだ。大ウソだ。私だって、暇さえあれば一人でシている。ジュノとのアレコレを思い出し、毎日毎日、昼夜を問わず……。

　それでも、騎士団にいたときよりは回数が減っている。今はジュノがいるから、絶頂する回数自体はものすごく増えているけど……。

　騎士団にいたときは、我ながら酷ひどかった。積もり積もったストレスを解消するために、休みの日には朝から晩まで、目が覚めたら一人でシて、疲れたら眠って……起きたらまた一人でシて……を繰り返していたのだから。

　当時の妄想は、顔の見えない白馬の王子様が相手だったけれど、今はちゃんとジュノのことを考えている。だから私も、少しは進歩しているはずだ……うん。

「ジュノ……。ハッ、そうよグルヴェイグ！　ジュノはどうしたの!?」

　私が大声で訊ねると、彼女は楽しそうに肩を揺らして、




『クククッ……魔王ジュノはここにいますよ？　彼には調教を施し、私の下僕にすることに決めましたけどね!!』




　とんでもないことを言い出した！

　遠見の魔法陣をよく見ると、グルヴェイグは拷ごう問もん室のような場所にいるようだ。

　壁に並んだ松明たいまつの炎。オレンジ色の仄明かりによって、さまざまな拷問器具がゆらゆらと照らされているのだ。

　グルヴェイグが右手を掲げると、魔法陣の景色が真横にスライドしていく。

　壁際にたくさんの拷問器具が映り──。

　やがて、スライドが止まった。そこにはぼんやりと人影が映っている。

「ジュノ!!」

　拷問室は薄暗いけれど、間違いない。あれはジュノだ。抵抗する様子もなく、大人しく床に座っている。かわいそうに、後ろ手に縛られているみたいだ。

『ククッ、クククッ……アハハハハ!!』

　グルヴェイグの哄笑が私の耳をつんざく。

『あなたたちの魔王が恥辱にまみれる様を、そこで大人しく見学していなさい!!』

　ジュノは一体どんな調教をされてしまうの──!?

「くっ……！」

　魔導監獄に囚われたまま、私は拳を握りしめることしかできなかった。
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「グルヴェイグよ……俺を調教するとは、一体どういうことだ？」

　拘こう束そく魔法で手首を縛られたまま、俺は訊ねた。

　ここは聖せい隷れいグルヴェイグ王国の王城──その地下にある拷問室だ。

　この国を支配する六ろく芒ぼうの女神のひとりグルヴェイグが、異い端たん派はの人間族に厳しい審しん問もんをする際に使っているのだとか。

「ククク……言葉のとおりですよ、魔王ジュノ」

　グルヴェイグは嗜し虐ぎやく的てきな笑みをのぞかせ、拷問器具が並んだ棚を物色し始めた。

　俺の視線は、やたらと丈の短い修道服に集中する。

　タイトな修道服の臀でん部ぶには、グルヴェイグの丸くて大きな尻の輪りん郭かくや、大胆な下着のラインがくっきりと浮き出していて……。

　それだけではない。今にも尻たぶが見えそうなほど短い裾からは、ストイックに鍛えられた長い脚が伸びているのだ。

　しかも、ロングブーツとガーターベルトを合わせている。

　美脚を淫いん靡びに際立てるアイテムの数々に、俺は不覚にも甘勃ちしてしまった。

「そうですね……お前には、コレがいいでしょう」

　グルヴェイグがクルリと振り向く。

「さあ魔王。壁際の魔法陣の向こうには、お前の仲間たちがいます。お前が私に調教される無ぶ様ざまな姿を、たぁっぷりと見せつけてあげましょう！」

　魔法陣の向こう──どこかの野原では、スピカたちが小型の魔ま導どう監かん獄ごくに拘束され、多数の魔ま獣じゆうと神獣、そして天使兵どもに取り囲まれている。

「さて、どうしたものか……」

「なにをブツブツ言っているんですか？　ククク……今から、喘あえぎ声ごえしか口にできないようにしてあげますよ！」

　グルヴェイグの手には、ブヨブヨとした青い筒が握られている。長さは……俺の肉筒が覚かく醒せいしたときよりも少しばかり短い。

「それは……スライムか？」

「よくわかりましたね。この子は新種のスライムです。先日、私の教義を否定する人間族どもを弾圧したとき、彼らの隠れ家になっていた洞窟で狩ってきました」

　スライムとは、全身がゼリー状の物質でできた魔物の一種である。

　その形状や特性は多岐にわたり、常に新種が発見されている生物だ。

　新種と言うだけあって、俺も筒のようなスライムは初めて見る。

　なにゆえ体が筒状で、さらにトンネル状の空洞を保持しているのか……。

「それで？　キサマは俺にいかなる拷問をするつもりだ？」

　疑問は尽きないが、今はグルヴェイグの出方を窺おう。

　そんな俺の余裕が気に食わなかったのだろう。異端審問の女神は小さく舌打ちをして、筒スライムを揉もみ始めた。

「すぐにわかりますよ！　すぐにね！」

　ぐぢゅ、ぐぢゅぢゅ……ぐぢゅぅぅぅ……。濁った水音が室内に響く。

　なんと、筒スライムの空洞から透明の粘液があふれてきたのだ。

「ああ、いちおう言っておきますが、この子はメスです。だから安心してください」

「安心……だと？」

「さあ魔王ジュノ、立ちなさい！」

　グルヴェイグに命じられ、俺はしぶしぶ身を起こす。手首を縛られているせいで、直立するのは意外と骨が折れた。

「……ごくり。それでは……いきます！」

　なぜか生なま唾つばを飲み込み、グルヴェイグが俺のズボンに手をかけた。

　が、ベルトを外すのにやたらと時間がかかっている。

「……一旦スライムをテーブルに置けばよいのではないか？」

「～～～～ッ！　い、今やろうとしていました!!」

　怒られてしまった。

　グルヴェイグは横のテーブルにスライムを置き、再び俺の脱だつ衣いに取りかかる。ぎこちない手つきでベルトを外し、ズボンを下げ、俺が下着一枚になったときだ。

　その場にしゃがみ込んだ彼女の手が、下着にかかった状態でピタリと止まった。

「……脱がさぬのか？」

「ぬ、脱がします！　脱がしますとも！」

　すー……はー……と呼吸を整えるグルヴェイグ。心の準備をしているようだ。

　そして彼女は勢いをつけ、俺の下着をズリ下ろした！

　──ボロン。

　グルヴェイグの巨尻によって半はん勃だちしていた魔ま性しようの剣が、拷問室に降こう臨りんを果たす。

　彼女の顔面と黒光りするタートルヘッドの距離は──ほんのわずか。

「こ、これが……男性の……」

「キサマ、見たことがないのか？」

「ぐぐっ！　あ、ありますとも！　毎日見ています！」

「ほほぅ？　見慣れているなら問題ないな。ほれ、ほぉれ！」

　俺が腰を突き出すと、肉剣の先端部分がグルヴェイグの唇くちびるにピトッと触れた。

「ひぃぃぃっ!?　キ、キキキキサマ!!　キサマアァァァァ!!」

　グルヴェイグが飛び退いて激げつ昂こうする。袖そでで唇をゴシゴシ擦り、テーブルに置いてあった筒スライムを引っ摑んだ。

「もう容よう赦しやしません！　私の神聖なるファーストキスを……ぅぐっ、なんでもありません！　とにかく、この肉筒スライムこそが、お前への拷問です!!」

　肉筒スライムが俺の股こ間かんに肉薄する。

　グルヴェイグの唇に触れたせいで、我がシンボルは八分勃ちまで覚醒を遂とげていた。

　そうして赤黒く張りつめた先端部分に、スライムを押し当てようとしているらしい。

「クククッ……快楽の沼に沈みなさい、魔王ジュノ！」

「フッ、愚おろかな。スライムごときで俺が快楽の沼になど……」

　と軽く笑い飛ばした、その直後。

　──ぬぷううううぅぅぅぅ……。

　グルヴェイグが俺の肉竿に、筒スライムを被せてきた。

　筒スライムのトンネル状の器官に、肉にく茎けいを挿入している構図である!!

「ふぬっ……ううぅっ!?」

　俺は為す術なく声を洩もらした！　これは予想外だった。

　……気持ちいい。理屈は不要だ。スライムごときに挿入しているだけだというのに、俺の肉茎全体に、ニュルニュルとした圧倒的快感が襲いかかってきたのである。

　温かい。柔やわらかい。腰がとろけてしまいそうだ。

　筒スライムの内側は、不規則な形の肉にく襞ひだにびっしり覆おおわれており、俺のモンスター・ジャベリンを蠱こ惑わく的てきにくすぐってくるのだ。

「ククク……そぉれ！　そぉれ！」

　ぐぷっ、ぐぼっ、ぶぼっ、ぐぼぼぼぉっ！

　拷問室に淫みだらな水音が響き渡る。グルヴェイグが追い打ちをかけてきたのだ。くぅっ……スライムを握ったまま、淫らな前後運動を開始するとは！

　ずにゅっ、ぶぷっ……ぶごっ、ぐぽっ！　ぐぽっ！　ぐぽっ！

　股間を暴力的な快感が包み込み──、

「うおおぉぉぉぉぉっ!!」

　全力の咆ほう哮こうに乗せて、俺は悦楽の粘液を放出してしまった。

　びゅるるるるるっ！　びゅぶぶぶっ！　どびゅるるるるるっ!!

　凄まじい勢いで射出された魔王汁は、壁際に展開した魔法陣へと降りかかった。

　大量の白濁液が、魔法陣全体をドロドロに染め上げていく。

「はぁ、はぁ、はぁ……！」

「クククッ……アハハハハハハッ!!」

　グルヴェイグは嘲りの大笑をぶちまける。

「まさか魔法陣にかけてしまうとは！　魔法陣の前にいるお前の仲間たちは、さぞかし刺激的な映像が見られたでしょうね！」

　魔法陣の映像が切り替わる。

　スピカ、リリス、アルテミスのドアップに。

　皆、口が半開きだ。見てはいけない物を見てしまったとばかりに、頰が色濃く染まっている。こ、この表情は……なかなか興奮するぞ！

　ググッ、グググッ、と我が勃ぼつ起き角づのが復活を遂げた。

「えぇ？　ま、まだ大きく……!?　文献では、ひとたび射出すればそれで終わりと書いてあったのですが……」

「グルヴェイグ。キサマ、やはり経験が……」

「あります！　毎日毎日、白い毒液を搾り取りまくっています!!」

　ヒステリックに反論してくるグルヴェイグ。どうやら火がついてしまったようだ。

「さあ魔王、床に寝転びなさい！　仰向けです！」

「う、うむ……」

　俺は股間に筒スライムをハメたまま、ざらざらの石床に寝転がった。

　グルヴェイグは俺を見下ろし、

「クククッ……いい眺めです！　そろそろ本気を出しますよ？　どちらが主人でどちらが下げ僕ぼくか、お前にわからせてやります！」

　高らかに宣言すると、なんと俺をまたぎ、顔面に尻を近づけてきたのだった！

「さぁどうです!?　屈くつ辱じよく的てきでしょう？」

　たっっっぷんっ──！

　俺の鼻と口に、グルヴェイグの大きな尻がのしかかってきた。

　視界を埋め尽くす巨尻、桃尻、女神の尻！

　布地が少ないシースルーの下着が、俺の鼻先に擦りつけられる。

「ほらっ、ほらぁ！　クククッ、なんて無様なんでしょう！　魔王ジュノ！」

　俺の下半身サイドを向いたまま、グルヴェイグが腰を振った。

　彼女の大切な花園が、俺の顔面を擦る。獣がナワバリにマーキングでもするかのように、擦って擦って擦り続ける。

「ふぅっ、ふぅっ……どうです魔王？　私の下僕になりますか!?」

「もごもがごっ。むるへいむのふぁなるのかほり、なふぁなふぁふぁんびな……」

「んっ、あぁっ……な、何を言っているのかわかりません！　ほ、ほら、おしおきです！　んんぅっ……そ、それっ、それぇ……！」
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　グルヴェイグの下着が、だんだん湿り気を帯びてきた。

　こやつめ。俺を調教すると言いながら、ちゃっかり快感を得ているのだ。

　だが、これは俺にとっても好都合。やや重たいのが難点だが、グルヴェイグの花園が濡ぬれそぼっていく過程を特等席で体感できたのだ。

　匂いもどんどん強くなっていく。甘酸っぱい雌めすの香りが俺の鼻び腔こうをいっぱいに満たし、下半身が赤熱していくのを感じた。

「ハッ──尻に敷かれて勃ってしまうとは、この変態！　絶ぜつ倫りんハーレム魔王！　早撃ちジュノの仲間たちよ、このていたらくをどう見ます!?」

　ここからでは見えないが、グルヴェイグは魔法陣に向けてアピールしているようだ。

　そのうち肉筒スライムを上下させ、俺の体液を搾りにかかってきた。

「ほらっ、ほら！　また出してしまいなさい！　んんっ……こ、こら、私の聖穴をナメる必要はありません！　んんぅっ……や、やめなさいぃぃ！」

　俺は舌を突き出し、背徳の蕾を愛あい撫ぶしたのだが……この体勢では効果が今ひとつだ。

　ぐぼっ、ぐぢゅるっ……ぶぽっ、ぬぽっ！

　──肉襞スライムの猛攻が再開された！　グルヴェイグが俺の身体にのしかかり、両手でスライムを激しく上下させているのだ。

　腹部にたぷたぷと擦りつけられる、グルヴェイグの美み事ごとな乳ち房ぶさ……。

　そのまろやかな刺激も相まって、俺は……俺は──！




　ぶびゅるるるるっ！　びゅるっ！　どびゅるるるるる……！

　ぶびゅううぅぅぅぅっ!!　どびゅびゅっ！　びゅびゅるるる！

　どぷっ……！　どびゅぶっ！　びゅぐるるるるるっ!!




　ほとんど間を置かず、三度続けて強制発射を余よ儀ぎなくされた。

　そこでようやく、汗だくになったグルヴェイグがヨロヨロと立ち上がる。

「はぁ、はぁ……！　ど、どうです!?　私の実力を思い知りましたか！」

　俺を見下ろしながら、言葉を投げつけてきた。

　セットされていた黒髪は乱れ、呼吸は熱っぽく弾んでいる。頰や顎に付着するのは、白濁の飛沫。足の付け根からは、ポタポタと雌の雫しずくがこぼれていた。

　その姿に、俺は苦笑する。

「キ、キサマも痴ち態たいを晒さらしているが、それで天使兵どもの求心力を保てるのか？」

　魔法陣の向こうでは、スピカたちと一緒になって、グルヴェイグの天使兵どもも大いに赤面している。

　だが、彼女は俺を笑い飛ばした。

「何ら問題ありません。この三〇〇年をかけて、私は世にも都合のいい記憶操作魔法を習得したのですから！」

　グルヴェイグは髪を整えながら続ける。

「この記憶操作魔法を使って、私が痴態を晒した記憶を、天使兵たちの脳内から一斉消去するんです。そうすれば、『魔王を屈服させた』という実績だけを、彼女らに植え付けることができるんですよ！」

　私のカリスマ性は右肩上がりです！　と、異端審問の女神は肩を揺ゆらした。

「グルヴェイグよ……」

　わずかな沈黙を経て、俺は問う。

「キサマは俺を下僕にした後、俺とこの国をどうするつもりだ？」

「まず、お前は私の右腕として強制労働の刑に処します。もちろん給金も休憩も休暇もありません！　そして、すべての民が私の教義に心酔し、私を拝み、私にひれ伏し、永遠に私の奴隷となる──完全なる管理国家を実現させるんですよ！」

「………………」

　俺はさらなる沈黙を挟み、




「────つまらぬ」




　両腕に力を込めて、拘束魔法を破壊した。

「はぁっ!?」

　愕がく然ぜんとするグルヴェイグ。俺はそのまま立ち上がり、パンパンと服を叩いてホコリを落とした。もちろん下着とズボンを穿くのも忘れない。

「ど、どうして私の拘束魔法を!?」

　俺は小さくため息をつき、

「キサマごときの拘束魔法で、俺を捕らえられるわけがなかろう」

　そんな、当たり前の答えを叩きつけた。

「〝やられる側〟になるのは新鮮だったからな、しばらくキサマの性戯に付き合いつつ、キサマの器を測っていたのだ。愉しかったか？　支配者に値せぬ愚かな女神よ」

「バ、バカな……」

　グルヴェイグがその場に崩れ落ちた。

「さっさと終わらせてやる。覚悟しろ、グルヴェイグ！」

　彼女を見下ろし、俺は両腕に魔力をたぎらせる。

　魔導調ちよう律りつ──発動の時だ！
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　拷ごう問もん室しつの形勢は、ついに逆転した。

　これより始まるのは、グルヴェイグを快楽の深淵へ叩き落とすための儀式──魔ま導どう調ちよう律りつである！

　俺は強気に歩を進める。グルヴェイグをジリジリと後退させ、ついには拷問室の壁に追い詰めることに成功した。

「フッ。観念するのだ、グルヴェイグ」

「ううぅっ……うぅぅ……!!」

　だが。

　彼女の顔を間近で見つめた俺は、あることに気がついた。

　手を掲げ、グルヴェイグのシャープな顎先に添える。

　そして──。




「グルヴェイグよ…………キサマ、綺麗になったな」




　心に浮かんだ感想を、そのまま伝えたのだった。

「────ッッ!?!?!?!?」

　グルヴェイグが目を見開く。

「な、ななっ……えぇぇ!?」

　色白の頰がカ～ッと染まり、すぐに耳まで真っ赤になってしまった。

　遠とお見みの魔法陣からも、『えぇぇぇぇっ!?』という悲鳴のような声が聞こえてくる。

　俺はしげしげとグルヴェイグの顔を見つめ、

「ふむ……やはりそうだ。三〇〇年前に見たときよりも若返っているような気がするぞ？　洗練された美しき肌。瑞みず々みずしく、柔やわらかそうな薄い唇くちびる。眉まゆも睫まつ毛げもしっかり整っている……。フッ、やるではないか」

　より細かな感想を伝える。

　しかし切れ長の瞳は、意外にもギリッと吊り上がった。

「バ、バカにしないでください!!」

「バカに……だと？」

　たじろいだ俺に、グルヴェイグがまくし立てる。

「わ、私が綺麗……ですって!?　そ、そんなの……バカにしているに決まっているじゃないですか！　だって、だって私は………………おばさん、ですし……」

　──おばさん。

　その単語を、グルヴェイグは苦々しげな表情で口にした。

　俺はしばし考え、メガネ越しの瞳をまっすぐ見つめる。

「……ふむ。思うに『おばさん』とは、美の探求を諦めた者のことを言うのだろう。ならば、キサマは違う。誰がそんなことを言ったのだ？」

　グルヴェイグが目をそらす。

　言いづらそうに口をパクパク開閉させ、

「…………ペ、ペルヒタさんが……」

　瞳にうっすら涙を浮かべたまま、そんな名前を口にした。

　俺は「フッ」と嘲笑をのぞかせる。

「愚おろかなペルヒタめ、あり得ぬ暴言だ。これほど洗練された美び貌ぼうを持つ女神に対して、『おばさん』などと……どれどれ」

「あ、あうぅぅ……あぅあぅあぅあぅ」

　俺が顔を近づけると、グルヴェイグの頰がいっそう色濃く染まっていく。切れ長の瞳が見開かれ、もはや言葉が出てこないようだ。

　俺は両腕に魔力を宿しつつ、グルヴェイグの肉体をチェックする。

「……ひぁんっ！　にゃ、にゃにを……！」

　まずは脇腹に手を這はわせた。

「……ふむ。ぷにぷにと柔らかく、しかし締まったウエストだ。美容を意識し、しっかり鍛たん錬れんしていることが窺えるぞ。☆二つ半だな」

　続けて尻肉を摑む。

「……ほほぅ。アルテミスに迫る巨尻だが、スピカと同じように絶妙なハリがある。この、手のひらが尻肉に吸い付くような感覚……二重丸を進呈しよう」

「んぅっ……ひゃ、ひゃめなしゃい魔王じゅのぉぉ……！」

　グルヴェイグの声音がとろけていく。

　俺は構わず触り続けた。魅惑の巨尻をたっぷりまさぐり、むちむちの内ももを指先でくすぐったら、次はメインディッシュである。

「ひゃめぇ……らめぇぇ……！」

　だが、修道服をパツンパツンに押し上げている双そう乳にゆうに手を添えようとしたときだ。

　まだ理性が残っていたのか、グルヴェイグが俺の身体を押し返してきた。

「はぁ、はぁ……！　いけません……これ以上は！」

　メガネ越しの瞳に険が宿る。

　この目──俺を明確に敵視している。…………当たり前か。さすがに、口説いたついでに愛あい撫ぶしたぐらいで陥かん落らくするほど、六ろく芒ぼうの女神はチョロくないようだ。

　グルヴェイグが叫ぶ。

「い、いくら綺麗だと言ってくれたとしても……私は六芒の女神です！　聖せい隷れいグルヴェイグ王国を支配する、女神王ヴィーナス様の忠実なる部下なんです！　魔王ジュノ……お前とは相容れない存在なんですよ!!」

「……そうか」

　俺はつぶやく。

　そうだ。このグルヴェイグは三〇〇年前、俺を神聖空間へと封印し、魔界の尊とうとき家族たちを危機に陥れた張本人。

　──俺の、復讐対象の一人だ。

　小さくため息をつき、グルヴェイグへの視線を強める。

「キサマが綺麗になっていたせいで、俺も本来の目的を見失っていたようだ。俺は魔王でキサマは女神。所しよ詮せん、相容れない存在同士……」

「き、綺麗って言わないでください！」

　グルヴェイグ（赤面）の反論が飛んでくるが、当然のように無視する。

「ならば、俺は復讐を成し遂げた後で、キサマを手に入れる。キサマの性根を叩き直し、魔族に堕とした後で、その美しき肉体と美貌……そして聖隷グルヴェイグ王国もろとも我が物にしてくれよう!!」

「う、『美しき』も『美貌』も禁止です！　禁止ぃぃっ！」

　いっぱいいっぱいの表情で、俺を拒絶するグルヴェイグ。

　だが、さすがに彼女も聞き捨てならなかったようだ。やがて表情を引きしめ、再びこちらに敵意のまなざしを突き刺してくる。

「わ、私の国を譲るわけがないでしょう!?　私が理想とする、完全なる管理国家──その実現を阻む者は、誰であろうと処刑してやります!!」

「フッ、そんな牢獄のような国、とっとと解放してやる！」

「魔王ジュノオォォォォッッ!!」

　来る──ッッ！

　敵意の爆発を悟った瞬間、俺は床を蹴って後退した。

　直後、拷問室が揺ゆれ動ぐ。

　今まで俺が立っていた場所に、グルヴェイグのムチが突き刺さっていたのである。

「クッ、今のを避けるとは……」

「ほほぅ。俺を退かせるとは、やるではないか」

　俺の肉体は人間族そのものだが、防御力は漆しつ黒こくの魔導鎧がい装そうと同等である。

　当然、あのムチで打たれてもダメージはない。

　しかし攻撃の際、俺に『退かねば』と思わせたのは事実だ。その猛烈な気迫……なかなか面白い。

　──俺は両目に魔力を込めた。

『審しん理りの魔ま眼がん』を発動させ、グルヴェイグの『数値』を読み取るのだ。

　果たして──。




【名前】グルヴェイグ

【種族】神族

【職業】六芒の女神、異端審問官

【筋力】五九〇以上

【防御】【器用】【敏びん捷しよう】四五五未満

【知力】三二

【魔力】四三〇以上

【性欲】五四〇

【趣味】おしりいじり




　審理の魔眼は、そんな結果を弾き出した。

　魂と肉体がマッチしてきたことにより、精度はかなり向上している。

　それにしても【知力】がひどい。外見は理知的なのに、スピカと良い勝負とは。

　そんな中、俺が目を留めた項目は──。

　もちろん【趣味】である。

「ククク……グルヴェイグよ。キサマへの復讐方法が決まったぞ」

　快楽堕ちへの道筋は見えた。

　あとは実行に移すのみである！

「何を言いますか！　この私が、そう簡単にやられるわけがないでしょう!!」

　だが、なおもグルヴェイグは攻撃を仕掛けてきた。

　ヒールの音を響かせながら前に出て、ムチを大きく振りかぶる。

　俺は──嗤わらった。




「堕ちろ。異端審問の女神よ」




　──パチンッ！

　俺が小気味よく指を鳴らした、その瞬間のこと。

「あっっひいいぃぃいいぃぃああぁぁぁぁあああああぁぁっっ!!!!」

　ムチを構えた姿勢のまま、グルヴェイグの全身が痙けい攣れんを開始した。

　ビクンッ、ビクンッ！

　背筋を弓なりに反らせ、その場に倒れ込む。

「はぅッ……んんぅっ……はぁ、はぁ……！　こ、これは一体ぃぃ……!?」

　グルヴェイグは自身をぎゅっと抱きしめて、荒い息をついている。そのあいだも全身が不規則に痙攣し、顔じゅうに汗が浮かんできた。

「んあぁぁっ……ふーッ、ふーッ、んんんっ……こ、こんなの……こんにゃのぉぉ……反則ですよぉぉぉっ!!　んああぁぁぁぁあああぁぁぁっっ!!」

　ビクンビクンビクンッ!!

　腰が跳ね、声音がとろけ、半開きになった口からヨダレが垂たれる。

　グルヴェイグは今、激しい絶ぜつ頂ちようの真っ最中だ。

　全身が極大の快楽に震え、とても立っていられなくなったのである。

「俺の魔導調律も、日々進歩しているのだ」

　俺は優しく語りかけた。

「先ほどキサマの肉体をまさぐった際に、ごく少量の淫いん紋もんを何度も体内に流し込んでおいたのだ。その淫紋は体内ですくすくと成長し、俺の合図によって魔導調律が開始されたのである!!」

「ふぅッんんんぅッ!!　ひっ、卑ひ怯きような……ぁぁあぁッ、あぁぁぁああン!!」

　快楽のあまり床をのたうち回りながら、瞳に涙を浮かべる異端審問の女神──。

　その背徳的な構図に、股こ間かんの拷問器具がムクムクと膨張していく。

　さて。

　皮肉なものだが、のたうち回るのは逆効果だ。

「あぁぁっ……ぁぁぁああああぁっ!!　なんれれす!?　なんれぇぇぇ!?」

　巨尻や巨乳が床に擦れるたび、全身に悦楽の雷撃がほとばしってしまうのだから。

　その様子を堪たん能のうしながら、

「フフフ……気持ちよかろう？　キサマの体内に張り巡らされた魔道経けい絡らくが、魔族仕様に書き換わっている証拠だ。さあ、今こそ俺に心から謝罪し、俺と同じ魔族になるのだ……グルヴェイグよ！」

　修道服の裾からのぞく淫紋が、黄色──赤──ピンクへと変化していく。

　ピンクになった淫紋が激しく点滅すれば、いよいよ魔族化が完了するのだ。

　しかし。

「ふーッ、ふーッ！　ま、負けましぇぇんっ！　はぁぁぁんっ……んんっ、お、お前を封印したのはッ……六芒の女神の使命れすぅぅ……！　女神王ヴィーナス様への……ちゅっ、ちゅうせいはっ……え、永遠れしゅうぅぅぅっ……んああぁあぁっ!!」

　この期に及んで、異端審問の女神は抵抗を見せた。

　謝罪するつもりも、魔族になるつもりもないようだ。

「ならば仕方がない。さらなる『調教』を施ほどこすとしようか」

　俺は彼女を立たせると、脇にあったテーブルに両手を突かせた。

　さらに巨尻をグイッと背後に突き出させ、屈くつ辱じよく的なポーズを形づくる。

「はぁっ、はぁん……こ、これ以上、なにを……」

　息も絶え絶えのグルヴェイグが、不安げにこちらを見上げてきた。

　俺が突きつけたのは──、




「キサマの調教には、この背徳的なネコしっぽを使うのだ!!」




　ペルヒタ教国の裏通りで購入した、やや特殊なネコしっぽである！

　黒ネコを思わせる流麗なフォルム。しかし付け根には、大きめの真珠玉が五つも連なっているシロモノだ。

　そのネコしっぽに、俺はさらなる魔力を込めた。

　理由はただ一つ。

　強情なグルヴェイグを躾しつけるために、彼女の体内で魔導調律を発動させるのだ！

「～～～～ッッ!?　ど、どぉして私の趣味をぉ……!?」

　切れ長の瞳が見開かれる。信じられないと言わんばかりの表情だ。

「んぁぁっ……しょ、しょんなのぉぉっ、ペルヒタしゃんにすら……んんぅっ、い、言ったこと……ないのにぃぃぃっ……!!」

　俺は微笑ほほえみ、真珠玉をグルヴェイグの臀でん部ぶに押しつける。

「ククク、我が『審理の魔眼』の前には、恥ずかしい【趣味】すらも筒抜けなのだ」

「うぅっ……うううぅっ!!」

「残念だったな。尻をいじり、尻で達する尻穴女神──グルヴェイグよ!!」

　俺は傍かたわらの肉筒スライムを揉もみしだいた。

　そこから洩もれてくるヌルヌルの液体を、ネコしっぽの付け根にまぶしていく。

　……何もつけずに挿入するのは、さすがに躊ちゆう躇ちよした。グルヴェイグの美しき巨尻が傷ついてしまうのは、俺の本意ではないのだ。

「よし、これでいいだろう」

　肉筒スライムの粘液をたっぷり纏まとい、ぬらぬらと妖しく光る五連真珠玉──。

　それをグルヴェイグに見せつけると、

「あ、あ、あ、あぁ……」

　絶望と期待、不安、恥じらい、焦燥……その他もろもろ、たくさんの想いを混ぜ合わせたような涙声が返ってきた。

　俺はグルヴェイグの背後に回り、彼女のいやらしい下着に指先を引っかけた。

　シースルーの布地を、グイッとずらす。

「ほほぅ……色素の薄い、美しき花弁なり！」

「んんんぅっ！　み、見ないれぇぇ……！　み、見ないれくらひゃいぃぃ……！」

　涙目のグルヴェイグが腕を伸ばしてくる。

　が、俺はその腕を華麗にガード。ネコしっぽの付け根を、彼女の聖穴に押し当てた。

「ひぁんっ……！」

　──もう、後戻りはできない。

「嫌っ……嫌れしゅぅぅ……。そ、そこは私が自分でっ……自分で愉しむためのものれぇぇ……！　ま、魔王なんかに……されてしまうのはぁぁ……め、女神のっ……女神の誇りがあぁぁ……!!」

　口をわななかせるグルヴェイグ。

　俺は身を乗り出し、彼女の頭を優しく撫でた。

「んぅぁあっ！　ま、魔王ジュノぉ……わ、わかってくれたのれしゅか!?」

「──安心しろ。痛くはしない。……たぶんな」

「うぅぅっ！　ぜんぜんわかってないっ…………んんんんっ!!」




　────ぬっっっぷううぅぅぅぅぅぅぅぅっっ!!




　かすかな抵抗感とともに、真珠玉がグルヴェイグの体内に飲み込まれていく。

　おっと、手が滑った。

　五つの真珠玉を、一気に奥まで突っ込んでしまったではないか。

　だが、これは復讐。多少の無茶は許容範囲である！

　そして発動する魔導調律。

　体内で直接発動すると、一体どれほど絶大な快感がぶちまけられるのか……。

　それは俺自身にとっても、まったく未知の領域である。

　聖隷グルヴェイグ王国の拷問室。

　そこに、快楽の絶叫が巻き起こった。




「ひぃぃぃぃぃいぁぁあぁあああぁぁあぁあぁあぁぁああぁあぁ……ッッ!!!!」
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　転移魔法のゲートを展開させ、俺が悠然と野原に降り立った瞬間。

「ジュノ！」

「ジュノ様！」

「魔王様ぁ！」

　三人の仲間たちが、安堵するような声を投げかけてきた。

　かわいそうに。スピカ、アルテミス、リリスは、今も野原の真ん中で小さな魔ま導どう監かん獄ごくに囚われてしまっている。

「おい、すぐに三人を解放するのだ」

　俺が誰にともなく命じると、

「はっ、はひぃぃぃっ！」

「か、かしこまりましたぁ！」

「まおうジュノさまにえいこうあれぇ！」

　グルヴェイグの天使兵──いや、俺の堕だ天てん使し兵となった少女たちは、あたふたと魔導監獄の解除作業に取りかかった。

　女神と天使兵の魔ま道どう経けい絡らくはリンクしている。

　女神が魔族に堕ちた時点で、部下の天使兵は俺の仲間となるのだ。

　ガシャン──！　ガシャン──！　ガシャン──！

　重厚な金属音が三回響き、忌まわしき魔導監獄がパックリと二つに割れる。まるで発動前のトラバサミのような形態だ。

「ふぅ……さ、災難だったわ……。ありがとう、ジュノ」

「あぁんジュノ様ありがとうございますぅ～！」

「魔王様、よくぞご無事で……。リリス、助かりましたっ♪」

　スピカ、アルテミス、リリスが、ヨロヨロとこちらへ近づいてきた。

　三人ともゲッソリとやつれている。小さな魔導監獄に囚われ、さらに魔力を吸われ続けていたのだから無理もないが。

　俺は両腕を広げ、三人を抱きしめた。

「グルヴェイグに掠さらわれた俺を助けようと、ここまで追いかけてきてくれたようだな。……感謝するぞ。……また逢えて、よかった」

　転移魔法で掠われた瞬間を思い出す。

　かつて神聖空間に封印されたときの光景が、そこへ重なる。

　どこか遠くへ連れ去られたとき、そんな自分を助けようと、必死で足あ掻がいてくれる仲間たちがいる──。

　その幸せを嚙かみしめながら、俺はスピカたちの背中をポンポン叩いた。

「も、もぅ、ジュノったら……。私、どこまでだってついていくんだから」

「わたくしがジュノ様から離れるわけがありませんよぉ！」

「どんなことがあっても、リリスは魔王様を追いかけますっ♪」

　三人とも、俺の想いに気づいてくれたようだ。

　三者三様の笑顔を前に、俺は不覚にも目頭が熱くなってしまった。

「お前たち……！」

　愛する家族たちのまなざし。

　俺が心の真ん中で、その尊とうとさに感じ入っていると──。




『んぐっああぁぁぁぁんっ！　申し訳ごじゃいましぇん魔王様ぁぁ……いえ、ダンナ様ぁぁっ……！　わたひっ……グルヴェイグはぁ……んんぅぅぅっ！　ダ、ダンナしゃまに忠誠を誓いぃぃんっ！　お、お国をお捧ささげいたひまひゅぅぅぅぅううううっ!!』




　遠とお見みの魔法陣に、グルヴェイグの痴ち態たいが大写しになった！

　拷ごう問もん室の床にしゃがんだまま、秘所を見せつけるように開脚し、

　豊かな双そう乳にゆうをぶるんっ、とさらけ出したまま、

　和平の証として両手でピースサインを掲げつつ、

　快楽にとろけきっただらしない表情で、俺に縋すがるように喘あえぎ声ごえを張り上げている。

　もちろん顔や身体には白濁液がたっぷりだ。

　知的な美び貌ぼうが、四角いメガネが、半開きになった口内が、ゼリーのごとく濃厚な大量の魔王汁でドロドロにデコレーションされているのである。

　もちろん尻には、例のネコしっぽが根元までずっぽりハマっている。

　異い端たん審しん問もんの女神による、心からの謝罪。そして完全なる服従宣言である。

　だが、まあ……。

　……うむ。少々やりすぎてしまったような気もする。




『んぐっああぁぁぁぁんっ！　申し訳ごじゃいましぇん魔王様ぁぁ……いえ、ダンナ様ぁぁっ……！　わたひっ……グルヴェイグはぁ……んんぅぅぅっ！　ダ、ダンナしゃまに忠誠を誓いぃぃんっ！　お、お国をお捧げいたひまひゅぅぅぅぅううううっ!!』




　なんと。

　魔法陣の中のグルヴェイグが、先ほどと同じセリフを口にしたのだ。

　どうやら遠見の魔法の術式が壊れてしまったようだ。魔導調律と大人のネコしっぽによって、グルヴェイグが快楽を感じすぎたせいだろう。

　……む？

　儀式の最中に魔法陣が壊れたということは、俺がここに来るまでの間に、彼女の痴態は延々とリピートされていたのでは……。

「この恥ずかしい声と映像、何回見せられたと思ってるのかしら？」

「さすがのわたくしも、おしりはちょっと……心の準備が必要です……」

「リ、リリスは頑張りますよっ？　あ、ですけど、おしりは……ノーコメントで」

　愛する家族たちのまなざし。

　俺が心の真ん中で、その気まずさを受け止めていると──。

「はぁっ、はぁ……！　ダンナ様ぁ！」

　背後で転移魔法のゲートが開いた。

　青く透きとおった魔法陣だ。ただし聖性は霧散し、今や邪悪な青色に輝いている。

「ダンナ様ぁ～!!」

　ドシン！　と俺の腕に勢いよく抱きついてきたのは、〝元〟異端審問の女神・グルヴェイグである。

　黒曜石のごとく艶のある髪。切れ長の瞳ひとみと四角いメガネは知的さを演出し、丈の短い修道服とガーターベルトは色気をムンムン発している。

　……身だしなみを整え、白濁液はしっかり拭き取ってきたようだが、淫みだらなネコしっぽは今も装着中だ。

「グ、グルヴェイグ！　お前も来たのか」

「もちろんですよダンナ様ぁ！　ダンナ様のいらっしゃるところにグルヴェイグあり！　これから一生、離れませんからぁ！」

　そう言って、豊満な乳ち房ぶさをズリズリと擦りつけてきた。

　これに物申すのはスピカたちである。

「ちょ、ちょっとあなた！　そういえば『ダンナ様』ってどういうことかしら!?」

「そうですそうです！　ジュノ様の正妻はわたくしだというのに！」

「あの～？　『ダンナ様』の件はともかく、アルテミスさんが正妻って決まったわけじゃありませんからね～？」

　リリスがアルテミスの妄言を牽制する中、グルヴェイグはうっとりと告げた。

「だって、あんなコトまでされてしまったんですよ？　はぁ、はぁ……いま思い出しても夢のような快楽で……。もはやダンナ様とお呼びするしかありません！」

　頰を紅潮させたまま、四角いメガネをクイッと直す。

「先ほどは見栄を張ってしまいましたが、私……男性と交際したことも、手を繋いだこともありません。もちろん、その先のコトもまだ……。ですからダンナ様、ご安心くださいっ！　グルヴェイグに、これからいろいろ教えてくださいね……？」

「う、うむ……」

　なんということだ。

　あまりの変貌ぶりに、俺が圧おされてしまうとは……。

　冷たかった切れ長の瞳には、今やキラキラとした星とハートが輝いている。

　口調も表情もトロトロにとろけ、異端審問の女神の面影は完全に崩壊してしまった。

　我ながら、恐るべし──魔導調律ッッ！

「さ、さて、話は後だ」

　まずは現状を打破しなければ。

　俺は身を翻ひるがえし、獣臭い野原を見渡した。

「ガルルルルルルッ!!」

「ギェェェッ！　キエェェェッ!!」

「シャアアアアァァッ!!」

　そうだ。

　グルヴェイグの件で忘れかけていたが、今も俺たちの周囲では、ペルヒタの魔ま獣じゆうと神獣が威い嚇かくの声を発しているのだ。

　俺の堕天使兵たちが食い止めているものの、突破されるのは時間の問題である。

　スピカがゴクリと喉のどを鳴らした。

「ジュノ……こいつらと戦うつもり？」

「数は五十あまり……。戦うとすれば、なかなか骨が折れますね」

「魔王様、ご決断をっ！」

　アルテミスとリリスの頰にも、うっすら冷や汗が浮いている。

　たしかに、この大群と真正面から戦うのは得策ではない。

　だとすれば──。

「グルヴェイグよ。お前の力で、こやつらを抑えることはできないか？」

「す、すみませんダンナ様。この獣たちはペルヒタさん……いえ、ペルヒタの命令によって動いていて、私が制御することはできないんです」

「クッ──、ならば仕方ないな」

　俺は奥歯を嚙みしめ、別の手段を模も索さくした。

　相手は魔獣と神獣の大群。

　戦うには数が多すぎる。

　スピカの武器は剣。アルテミスの武器は杖。グルヴェイグの武器は…………。

「ククク……！」

　そうだ。この手があるではないか！

　俺は勢いよくマントを翻し、背後のスピカたちに宣言した。




「──これより新たな告こつ解かい武ぶ装そうを手に入れる！　いったん城へ戻るのだ!!」




　すかさずグルヴェイグが転移魔法を展開させる。

　そこへ飛び込み魔空間を移動しながら、俺はほのかに口角を上げた。

　告解武装──。

　魔導調律を発動させた状態で、俺を含む全員が同時に絶ぜつ頂ちようすることで、強力な武装を生み出すことができるのだ。

　グルヴェイグをメインにした告解武装ならば、必ずや現状を打破できるだろう。

　だが、俺はふと疑問を抱いた。




「スピカ、アルテミス、グルヴェイグ……そして俺。……はて、四人同時に絶頂するには、いかなる体位を用いればよいのだ？」
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　──城の拷ごう問もん室へと戻ってきた。

　時間はあまり残っていない。できるだけ早く告解武装を生み出し、魔ま獣じゆうと神獣を食い止めている堕だ天てん使し兵たちに加勢しなければならないのだ。

　が、しかし。

　スピカ、アルテミス、リリス、グルヴェイグ、そして俺。

　五人がかりで考えても、すぐに妙案が出てくることはなかった。

「むぅ……どうしたものか」

　魔王以外に告解武装を召喚できるのは、告こつ解かい魔ま法ほう士しだけである。

　スピカとアルテミス、そして先ほど告解魔法士に覚かく醒せいしたグルヴェイグの三人だ。

　そこに俺を加え、四人同時に絶ぜつ頂ちようすることによってこそ、現状を打破するために必要な告解武装が手に入るのである。

　多すぎる魔獣と神獣。

　そして六ろく芒ぼうの女神ペルヒタ。

　奴らを倒すには、できるだけ多くの告解武装が必要だ。誰か一人に我慢させ、三人だけで告解武装を召喚するのでは、おそらく戦力が足りない。

　とはいえ、四人同時絶頂を可能にする体位となると──これはなかなか難問だ。

「スピカ、何か案はないか？」

「えぇっ!?　ど、どうして私に訊くのよ！」

「この中では、お前の【性欲】が最も高い数値を記録しているからだ！　【性欲】八八〇の実力、今こそ見せてみるのだ！」

　俺はスピカを奮い立たせようと声を張った。

　が、どうやら逆効果だったらしい。

「～～～～～～ッッ!!　知らないわよ！　よ、四人で同時にイク……た、達するような……特殊な体位なんて！」

　スピカは色濃く赤面したまま、プイッとそっぽを向いてしまった。

「フレッフレッ♪　むっつり王女の実力を発はつ揮きするときですよっ！」

「いけない尻肉サンドウィッチを超える卑ひ猥わいな体位……スピカ様の【性欲】なら思いつけるはずです。ご自分の【性欲】に自信を持ってくださぁい！」

「スピカさん。おしりのことも視野に挿いれつつ、よ～くお考えくださいね！」

　リリス、アルテミス、グルヴェイグ（ネコしっぽ装着中）が応援するも、スピカは「うぅぅ～！」と恥じらうばかりだ。

「もう！　私、そんなにえっちな子じゃないんだから!!」

　スピカが頰を膨ふくらませ、いよいよ拗すねてしまいそうになったときだ。

「…………あっ！」

　彼女は何かを思いついたように、ポンと手を打った。

　リリスの肩を両手で摑み、ガクガクと揺ゆらし始める。




「水車の動力を利用したおしりペンペン──あれを応用するのよ！」




　すると、どうしたことだろう。

　俺にはさっぱりわからなかったが、なんとリリスは合点がいったらしく、大きな瞳ひとみをキラキラと輝かせた。

「おぉぉぉなるほど！　さっすがスピカさん！」

「あなたの屈くつ辱じよくを晴らした儀式で、今度は私たちの危機を乗り越えるのよ！」

「スピカさん！」

「リリス！」

　二人はそのままギュッと抱き合い、熱い友情を確かめ合っているようだ。

「こ、これは一体……」

「ジュノ様。あのお二人って、あんなに仲よし様でしたっけ？」

　俺とアルテミスが顔を見合わせる中、

「あ、あのぅ……おしりは……？」

　グルヴェイグは物欲しそうに、人さし指を口にくわえていた。







　──水車の動力を利用したおしりペンペン。

　聞くところによると、それは大昔、俺がリリスを侮辱した者どもを懲らしめた際の儀式だったそうだ。

　数百年前にリリスを助けた思い出は、俺の心に深く刻み込まれている。しかし、その後の儀式のことはすっかり忘れていたのだ。

　まず罪人どもを川の中に入れ、横一列に並ばせたのち、尻を突き出させる。

　使用するのは、水車を横一列に連結させたシロモノだ。

　水車の歯には、よくしなる『叩き板』がついている。その特殊水車を川に入れ、回転させることで、横一列に並んだ罪人どもの尻を『叩き板』でバチンバチンと無限に叩き続けるという、魔界的な仕置きである。

　──今。

　俺の目前には、三つの尻が並んでいる。

　右にはスピカ。

　中央にはグルヴェイグ。

　そして左にはアルテミス。

　三人とも尻をグイッと突き出して、俺の仕置きを今か今かと待っている状態だ。

　もちろん俺も準備を済ませている。

　ズボンと下着を脱ぎ去り、潔く下半身を露出しているのだ。

　目前でフリフリ揺れる、魅力的な三つの尻──。

　俺の卑猥な仕置き棒は、すでに拷問室の天井を向いている。

「さあ、儀式の始まりだ──ッッ！」

　俺は右手でスピカのミニスカートをめくり上げた。

　間髪容れず、下着の中へと手のひらを滑り込ませ、尻を鷲わしづかみにする。

「ひあああぁっ！　もぅ……ジュノったら……んぅぅっ、あぁっ、あっ、あっ！　……手、おっきぃぃ……」

「ふむ……。丸くて温かく、サラサラとした手触りで、形のよい尻だ。ハリも充分。そしてなにより反応が可愛らしい。スピカよ、良きナマ尻である」

　続けて、左手でアルテミスの長いローブをまくり上げた。

　スピカと同じく、下着の中に手を突っ込み、いやらしきナマ尻をまさぐり倒す。

「はぁんっ！　あぁんジュノ様ぁ！　んっ、んんっ……もっとお揉もみくださいっ！　わたくしのはしたないお尻……ジュノ様にお捧ささげしますよぉ！」

「ほほぅ……。この尻肉、鷲づかみにすると、どこまでも指先が埋まってゆくではないか。なんたる柔やわらかさだ。アルテミスよ、さすがの肉づきであるぞ！」

　俺は両手を盛んに動かした。

　スピカの尻たぶに指を添え、たぷたぷと弾いてみる。

　アルテミスの尻肉をしっかり摑み、左右にぶるぶる振ってみる。

「あっ、あぁぁっ！　ひぁっ……ぁんっ！　ジュノっ……それ、ダメぇ！　んっ、んぅぅっ、もどかしいわよぉ！」

「んあぁぁっ、はぁっ……あぁんっ！　ジュノ様ぁんっ！　んっ、んっ、んぁはぁっ……イ、イタズラはメッ、ですよぉぉぉ!!」

　室内に反響する、甘ったるい嬌きよう声せいの二重奏──。

　股こ間かんがさらに膨張し、極太の青筋が走る。赤黒く照り輝いた先端部分からは、透明の液体がじわぁぁ～……と染み出してきた。

　歓声を上げるのはリリスである。

「おぉっ、ナイスカウパー！　魔王様っ、グッドな勃ち具合ですよ♪　グルヴェイグさんも辛抱たまらんってカンジですし、最後の仕込みをレッツゴーですっ！」

　彼女には儀式全体の進捗管理官を任せている。

　少女たちの快感度と、俺の快感度。それらのバランスを保つのがリリスの仕事である。四人同時絶頂を成功させるためには不可欠のポジションだ。

　そして最後は真正面。

　新たなる仲間、グルヴェイグの巨尻である。

　丈の短い修道服は、今や腰のあたりまで下品にめくれ上がっている。

　丸見えになったシースルーの下着は、たいそう過激なデザインだ。ただでさえ小さな布地の向こうには、彼女の白き美肌がうっすらと透けていて──。

「はぁ、はぁ……。愛しのダンナ様ぁ～……私にも、早くお慈じ悲ひをぉ～」

　グルヴェイグが首を巡らせ、俺に催さい促そくしてくる。

　その表情はいよいよトロトロにとろけていた。つい先ほどまで俺を性的に責め立てていたとは思えない、世にもだらしない表情である。

「まあ、そのギャップが俺の極太肉水車を刺激するのだがな……！」

「んんぅ～ダンナ様っ、ダンナ様ぁ～！」

　グルヴェイグが尻を左右に振り始めた。

　美しく鍛えられた肢体が、俺を求めてくねくねと躍っている──。その光景に、思わず生なま唾つばを飲み込んだ俺だったが。

「む……？」

　ふと、疑問を感じた。

　グルヴェイグが尻を振るのに合わせて、彼女にずっぽりハマったネコしっぽが、左右にニョロニョロ動いているのだ。

「リリスよ。このネコしっぽ、どうしたらいいだろうか？」

　プレイ……いや、儀式の進捗管理官に訊ねる。

　小首をかしげつつ、リリスは言った。

「う～ん、今の儀式にはちょこっと邪魔ですし、引っこ抜いちゃってくださいっ♪」

「そうか、わかった」

　ふりふり揺れる、魅惑の巨尻とネコしっぽ。

　俺はスピカの下着から手を出すと、そのままネコしっぽの根元を摑んだ。

「きゃふぅんっ！」

　グルヴェイグが甘い悲鳴を上げる。これは面白い。根元を持ったまま、今度はほじくるようにグリグリとネコしっぽを回転させてみると、

「んおぉぉっ、おほっ……んぐぅぅ！　ひぁぁああぁぁっ!!」

　異い端たん審しん問もんの女神だった女性は、面白いように敏感な反応を返してきた。

　それにしても……信じられぬ。

　あの大きな五連真珠玉が、こうして体内にきっちり収まってしまうとは。

「人体の……いや、尻穴女神の神秘というやつだな」

　俺は納得のうなずきを交え、しっぽを握り直した。

「グルヴェイグよ。プレイ……いや、儀式の邪魔になるゆえ、このネコしっぽは一旦抜いてしまうぞ？」

　言うと同時に、俺は何の気なしにネコしっぽを引っ張った。

「あぁぁあっ、お待ちくださいダンナ様！　そんなことをされたら……!!」

　グルヴェイグが慌あわてた様子で何かを言ったが、すでに俺の右手は動いている。

　ネコしっぽが──抜けていく！




　──ずぽっ……ずぽっ……ずぽぽぽっ!!




「あぁぁあああぁあぁぁぁああああああぁぁぁああぁぁぁぁぁぁぁぁ!!!!」

　──ぷっしゃあああああぁぁぁぁぁぁああああ!!!!

　盛大な嬌声とともに、豪快な潮吹きが巻き起こった。水揚げされた鮮魚のごとく、グルヴェイグの腰がビチビチ跳ねる。

「なん……だと!?」

　激しすぎる絶頂に、何が起こったのか理解できなかった。

　ともあれ、ネコしっぽは無事に摘出された。今までこれがハマっていた場所は、さながら快感に喘あえぐようにヒクヒクと蠢うごめいている。薄桃色の生命の躍やく動どうに、俺は人知れず胸を打たれた。

「あぁぁっ……あぅっ、あぅぅっ……！」

　グルヴェイグの乱れっぷりは尋じん常じようではない。

　彼女は背筋を激しく反らせ、ヒクッ、ヒクヒクッと巨尻を何度も痙けい攣れんさせている。まるで魔導調律の快楽に打ち震えるかのように。

「ど、どうしたのだグルヴェイグ！　気を確かに持つのだ！」

　俺は彼女の巨尻を摑み、応援する意味も込めて何度も揉みしだいた。

　どうやらそれが功を奏したらしい。

「んんっ、あぁぁっ……ダ、ダンナ様……ダンナしゃまぁぁ～……」

　知的な美び貌ぼうを濃厚な快楽で塗りつぶしたまま、グルヴェイグがやっと最低限の平静を取り戻した。

「このネコしっぽを、いきなり抜いたせいでこうなってしまったのか？」

「は、はいぃぃ……。私の場合、おしりいじりは、抜くときに一番激しい快感がクるんですぅぅ……。あんな風に一気に抜かれたら……んんぅっ、どんなに貞淑な女神だって、こうなってしまいますよぉぉ……！」

「そ、そうか。すまなかったな」

　──勉強になった。

　その傍かたわらでは、スピカ、アルテミス、リリスがヒソヒソと会話している。

「す、すごいわね……。おしりって、そんなに良いのかしら……」

「こんなに激しい絶頂を味わえるなら、挑戦してみるのもやぶさかではありませんね」

「リ、リリスはもうちょい様子を見ます。……あんな真珠玉、とても入りそうにありませんし……」

　とはいったものの、事態は急を要する。

　魔獣と神獣に抗あらがっている堕天使兵。彼女たちから犠牲者を出さないためにも、早急に四人同時絶頂を成功させる必要があるのだ。

「スピカ……入るぞ！」

「えっ？　ひあぁあぁぁぁっ！　そ、そんなっ……お部屋に遊びに来るみたいにんんぅっ……あぁっ、ああぁぁっ……指っ、そんなところ、んあああぁぁぁああ!!」

　俺は再び、魔ま性しようの右手をスピカの下着にダイブさせた。

　もはや状況は待ったなし。

　ここから先は、一気に絶頂へ昇りつめるのみだ！

　指先をスピカの尻……ではなく、尻と尻の間に滑り込ませる。

　にゅるっ……。

　そこは熱く、ほのかな抵抗があり、しかしトロトロにぬかるんでいる。

　俺は指先を往復させた。優しく、優しく、柔肌をくすぐるように……。

「んあぁぁぁっ！　ジュノっ……んんんぅぅっ、あぁああぁっっ！」

　スピカが尻を突き出し、甘かん美びな声を洩もらし始める。

「あぁぁっ……指っ、優しっ……ああぁっ、ジュノ……私、これ、好きぃぃっっ……優しくくちゅくちゅするのぉっ……すきっ、すきいぃぃ……!!」

　つぷっ、くにゅ……ちゅこっ、くちゅくちゅくちゅ！

　──よかった。スピカはお気に召したようだ。

　ならば続いてアルテミスだ。

　俺は右手の性なるアクションをキープしたまま、左手をアルテミスの桃色秘境に侵入させる。

「あぁぁんっ！　ジュノ様っ……わたくしのそこっ……はぁっ、ぁぁあん！　ジュノ様のために、ずっとずっと美しく保ってきたのですよぉぉ……！」

　ぬぷんっ……。

　アルテミスのそこは、スピカよりも熱かった。指を往復させるたび、絶後の柔らかさが俺の皮膚に絡みついてくる。

「はぁんっ、ぁぅっ……くぅぅンンッ！　んふぅ……ふぅーっ！　ジュノ様っ……わたくしのシークレットガーデン、たぁっぷりお楽しみくださぁいいぃぃ……!!」

　ぐぷっ、ぢゅぷっ、ごぽっ、ぐぢゅ！

　指先を軽く折り曲げ、やや激しい前後運動を開始した。アルテミスの淫みだらな下着の中で、彼女の花園が満開へと近づいていく。

　スピカはトロトロしていたが、アルテミスは比較的サラサラである。女の悦びの証にもかなりの個人差があることを、俺は改めて心に刻み込んだ。

　だがしかし、今回はもう一人。

　この状態で、さらにグルヴェイグをも絶頂に導かなければならないのだ。

　もちろん、俺も同時に達することが求められてくる。

　と、なれば。

　使用するのは──猛たけ々だけしくそそり立つ、股間の魔ま導どう皇帝しかありえない!!

「グルヴェイグよ、心の準備はよいか？」

　左右の指先に性のぬかるみを感じながら、俺は訊ねる。

　彼女の返事はごくシンプルだ。

「はいっ、ダンナ様！」

　グルヴェイグは、さながら新妻を思わせる穏やかな面持ちで、俺を受け入れる覚悟を口にしたのだ。

「よく言ったグルヴェイグ！　さあ、参るぞッッ!!」

「ダンナ様っ……んあああぁぁぁああぁぁぁ!!」

　充分に反り返った魔導皇帝を、俺はグルヴェイグの尻と尻の間に挟んだのである。

　以前、アルテミスのたわわな乳に挟まれたことがあった。

　これはその、尻版である。

　わいせつ尻肉ホットドッグ──。

　この陣形にそう名づけ、俺は前後に腰を振り始めた。

「あぁぁっ、ぁあああっ！　ダンナ様ぁ！　ダンナ様ぁぁ!!」

　すぐにグルヴェイグが嬌声を発し始める。

　だが、声を上げたいのはこちらの方だ。

　なにせ彼女の柔らかな巨尻が、むっちり、たっぷりとした尻圧によって、俺の竿さおを左右から圧迫してくるのだから！

　圧迫された状態で前後に動けば──それはもう、地上のパラダイスである。

「ふぐぅっ……ううぅっ、グルヴェイグ……！」

「あっ、あぁんっ！　ひぅっ、あっ……あっ、あっ！　ダ、ダンナ様ぁぁぁあ!!」

　ふいにグルヴェイグが尻を振り始めた。

　俺の動きに合わせるように、上下左右にグリグリと。

「はぁ、はぁっ……グルヴェイグよ、どうしたのだ!?」

「んぁっ、はぁんっ！　ダンナ様のお仕置き棒の先っぽが、私のおしりの……いちばん気持ちいいところに擦れるんですっ！　……あぁぁあっ、んぁっ、んおぉっ！」

　──そういうことか。

　俺はひたすら腰を振るのを止めた。しっかりと狙いを定め、テカテカ輝くタートルヘッドがグルヴェイグの背徳交尾器官に擦れるような突き方に変更する。

「ッ！　ッ！　ッ！」

　突く！　突く！　突く！

　擦れる！　擦れる！　擦れる！

「んほぉぉっ！　ダ、ダンナしゃまぁっ、腰振りうましゅぎれしゅぅぅぅっ！　わたひっ……ぐるふぇいくぅぅ……ダンナしゃまに一生ちゅいていきましゅよぉぉぉ!!」

　──勝機!!

　すでにグルヴェイグは限界に向かって疾走中だ。

　俺とて放出の刻ときは近い。

　ならば、右手のスピカと左手のアルテミスはどうだろうか──。

　俺は両手の責め具合を、若干強めに変化させた。

　特に右手。スピカの快楽器官が、俺の指先をきゅうきゅう締めつけてきたからだ。愛の泉が『もっともっと！』と訴えているのである。

「スピカ！　アルテミス！　ぅぐっ……お、お前たちはどうだ!?」

　右手──美しき金髪を振り乱し、スピカがとろけた声を発する。

「ひあぁぁあぁっっ！　あぁぁんっ、あぁぁんジュノぉっ！　ジュノぉぉぉ！　んんっ、どうしてわかってしまうの!?　私が『もっと』って思ったら、んんぅぅっ……しゅっごく激しくなってえぇぇ……！　わたしっ、わたし……もぉ……!!」

　左手──珠の汗を散らせながら、アルテミスが貪むさぼるように腰を振る。

「あっぁぁんっ、んぁっ……はぁぁぁんっ！　ジュノ様の指っ……んんぅっ、なんて尊とうといぃ……！　ゴツゴツしていてっ、わたくしの……禁断の花園ぉっ！　ぜぇんぶジュノ様に征服されてしまいますよぉぉぉ……！　んあぁぁっ、幸せですぅぅぅ!!」

　右手で擦り、腰を打ちつけ、左手でかき回す。

　それぞれ独立した性技を同時に展開させることで、いよいよ四人同時絶頂が見えてきた。スピカも、アルテミスも、グルヴェイグも、俺も、すでに限界が近い。

　これにはリリスも浮かれ気味だ。

「おぉぉっ！　皆さんの身体から魔力があふれてきましたよっ！　あと一息です！」

　彼女の言うとおり、拷問室に邪悪な魔力が膨れ上がっていく。

　パンパンパン！　パンパンパン！　パンパンパンパンパンパンパン!!

　俺の肉バチが射しや精せい感を渇望し、グルヴェイグの肉太鼓を激しく打ちつける。

「水車の動力を利用したおしりペンペンならぬ、魔王の精力を利用したおしりパンパンにて、ともに果てようぞ──ッッ!!」

　快楽という共通言語に身を焦がし、俺たち四人もまた、一つの〝結末〟へと駆け上がっていく。

　金。銀。黒。そして青。

　新たな告解武装を生み出すべく、四つの魔力が混ざり合う。

　四人の声が拷問室に響き渡り──。




　第二の告解武装『クアドルトゥーラ』が、この世に産み落とされたのだった。
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「皆の者、無事か!?」

　転移魔法で野原に帰還した俺は、真っ先に堕だ天てん使し兵たちに呼びかけた。

　魔ま獣じゆうと神獣の咆ほう哮こう。堕天使兵たちの掛け声。そして魔法の着弾音。それらが激しく入り乱れ、野原は大混戦の様相を呈している。

「あぁっ、魔王様！」

　兵長を務める少女が、灰色の羽根を開いてこちらへ飛んできた。

「ま、魔獣と神獣の猛攻によって、ケガ人は多数です！　が……死者と重傷者はゼロです！　魔王様方のこと……ずっと、お待ちして、いまし、た……」

　俺と話したことで緊張の糸が切れたのか、兵長は気絶してしまった。

　彼女の身体は傷だらけだ。かなりの奮戦が見て取れる。

「よく戦ってくれた。感謝するぞ、少女よ！」

　俺は兵長を地面に寝かせ、敵の大群を見やる。

「グギィィィィアアアアッッ!!」

「ガルルルッ、グルルルゥゥッ!!」

「ギギギッ、ギギッ、ギギギギ!!」

　野原を囲むような陣形を維持している、無数の魔獣と神獣たち。堕天使兵たちが辛うじて応戦しているが、戦況は苦しそうだ。

　そのうち、複数の獣どもと視線がぶつかる。どうやら俺に気づいたようだ。

　けたたましい威い嚇かくの鳴き声が響く中、少し遅れてスピカたちも魔法陣から飛び出してきた。

「くっ……まだまだ敵はたくさんいるわね！」

「あ、あらあら。堕天使兵たちは無事でしょうか……」

「ダンナ様、状況はどうなっていますか!?」

　俺がすぐさま戦況を伝えると、彼女たちは一斉に新たな告こつ解かい武ぶ装そうを構えた。

　スピカ、アルテミス、グルヴェイグ。

　彼女たちの手には、第二の告解武装──『クアドルトゥーラ』が握られている。

　俺は自分のクアドルトゥーラに視線を落とした。

　その形状は、ムチそのものだ。

　それも、太くて短い乗馬用のタイプである。

　ムチの本体はブルーを基調としており、グルヴェイグがメインとなって創り出された告解武装であることを示している。

「ん～、よいしょっと♪」

　最後に魔法陣から出てきたリリスは、敵の大群を前にしても余裕の笑みだ。

「いや～、魔獣と神獣をまとめてドッカンしちゃう超絶武装を想像してましたが、まさかこんな手があるとはっ！　さすが魔王様ですっ♪」

　その能天気な口調が、俺の背中を後押ししてくれる。

　リリスと過ごす楽しい日常を、これから先も守っていきたいから──。

「やるぞ、みんな!!」

　今ここで、獣どもを制圧しなければ！

「はあぁぁぁぁっっ!!」

　真っ先に飛び出したのはスピカである。

　姿勢は低く、視線はまっすぐ。野原を切り裂くような高速移動で、近くの魔獣に躍りかかっていく。

「ギギギィィィィィッッ！　グルルルゥゥッ!!」

　彼女の相手は双頭のオオカミだ。民家と同サイズの魔獣を相手に、しかしスピカは一切ひるむ様子がない。

「ギギギィィィ!!　グアアアアアッッ!!」

　双頭のオオカミが牙を剝く。一本一本がナイフのような大きさの牙。嚙かみつかれればひとたまりもない凶器である。

　そんな魔獣に肉薄し、

「うるさいわね！　私の言うことを聞きなさい!!」

　告解武装のムチ──クアドルトゥーラを一振りした。

　パチンッ！

　小気味よい炸裂音が響く。ムチの先端が、双頭のオオカミを軽く打ったのだ。

　すると、どうだろう。

「ぎるるるる……。ぐるるっ、ごろろろ……」

　殺意を剝き出しにしていた双頭のオオカミが、スピカの手前にゴロンと寝っ転がったのである。

　おおっぴらに腹部を晒さらしている。まさしく服従のポーズだ。

「す、すごいわ！」

　スピカはクアドルトゥーラの効果に歓声を上げると、その場にしゃがんで双頭のオオカミを撫で始めた。

「わっ、毛皮がフカフカよ！　ふふっ、いい子ね。よ～しよしよし」

「ごろろろっ……。わうぅぅ……Ｚｚｚｚｚ」

　なんと。

　凶暴きわまる双頭のオオカミは、そのまま眠ってしまった。

　俺は心でうなった。まさかこれほど強力な『テイム能力』を発はつ揮きするとは。

　だが、これさえあれば！

「皆の者、スピカに続くのだ！　クアドルトゥーラで殴おう打だした獣は、その者に服従するようになっている。ここにいる獣どもを、一体残らず手なずけてしまうのだ！」

『はいっ!!』

　その声を合図に、仲間たちが四方に散っていった。

　ムチの音が次々と響き、魔獣と神獣をことごとく服従させていく。

　そうだ。これこそ唯一の打開策。

　あえてグルヴェイグをメインにしたのは、彼女の武器──乗馬用のムチをモチーフにした告解武装を生み出したかったからだ。

「ククク……。南海の楽園を、喰い尽くすぞ……！」

　俺は口角を吊り上げ、自称九歳のゴスロリ女神の泣き顔を想像した。







　──戦闘が終結したのは、翌日の朝だった。

　野原を取り囲んでいた魔獣と神獣の大群は、一体残らずクアドルトゥーラの効果によって『テイム』され、従順なペットとして生まれ変わった。

　聖せい隷れいグルヴェイグ王国のくすんだ朝あさ陽ひを浴びながら、俺は次なる一手を放つ。




『──魔王ジュノの一味は、この私、グルヴェイグが撃破しました──』




　そんなニセ情報をグルヴェイグに流させたのだ。

　形式は直筆の手紙。グルヴェイグが、ペルヒタ派の末端の下級天使を呼び出し、手紙を預けたのである。

　現在、グルヴェイグの魔力反応は魔族仕様になっている。が、リリスとアルテミスが魔力反応を偽装する魔法をかけておけば、末端の下級天使なら騙せると踏んだのだ。

　結果は……おそらく成功。

　ネコミミをつけた下級天使の少女は、なんら疑うことなくグルヴェイグの手紙を受け取り、ペルヒタのもとへ飛び去っていった。

　その後ろ姿が消えたところで、俺はグルヴェイグに告げる。

「そういえば、世にも都合のいい記憶操作魔法を取得したと言っていたな？」

「はいっ、ダンナ様！」

　グルヴェイグが新妻感たっぷりの笑みを向けてきた。

「一部の記憶を切り取る魔法です。たとえば、先ほど私がおしりで達してしまった一連の流れを、堕天使兵の記憶から削除することで、『私とダンナ様が愛し合うようになったから、この国は魔界に編入した』という結果だけを植え付けることができるんです」

「ほほぅ……」

　後半部分の内容はともかく、非常に興味深い魔法だ。

　俺はグルヴェイグの肩を抱き寄せ、耳もとでささやいた。

「その記憶操作魔法──あとで活用させてもらおう。よいな？」

「えぇ、もちろんですよ。愛するダンナ様のためならば、妻は何でもしますので」

　理知的な美び貌ぼうに四角いメガネ。

　すらりとした長身と豊麗きわまる肉体を誇るグルヴェイグは。

　またしても、新妻感あふれる穏やかな笑みを咲かせたのだった。







　──そして、現在。

　転移魔法によって、俺たちはペルヒタ教国の王都・ペルフィーに戻ってきた。

　天気は晴れ。風は弱い。

　時刻は正午を少し回ったところである。

　聖ペルヒタ祭、仮装パレード三日目。

　祭りの最終日である今日、ペルフィーの大通りには、二日目をはるかに上回る見物客が詰めかけていた。

　その人垣が沿道を埋め尽くし、まともな通行ができなくなっているほどである。

「押さないでー！　押さないでゆっくり進んでください！」

「皆様がケガをされては、ペルヒタ様も悲しまれますよ～！」

　憲けん兵ぺいの少女らが『ピッピ♪』と笛を鳴らし、懸命に大通りの流れを確保しようとしている。彼女たちもネコミミとネコしっぽを付けているあたり、細かいところまで徹底された祭りだ。

『…………』

　混沌とした大通りの一角に、すでに俺たちは溶け込んでいる。

　俺、スピカ、アルテミス、リリス、そしてグルヴェイグ。

　五人の間に会話はない。

　全員徹夜で戦い続けた後だが、それからしっかり作戦会議を行い、あとは実行へ移すのみという段階だ。今は集中力を高める時である。

　正真正銘、崖っぷち。……いや、すでに崖を落下中かもしれない。

　ここでペルヒタを出し抜けなければ、ダミー像や魔力反応遮断薬をはじめ、これまで積み重ねてきた数々の作戦が水泡に帰きしてしまう。

　魔界を統すべる王として、そんな事態は絶対に許されない。

　現在、俺たちは私服姿だ。さらに魔力反応遮断薬を使い、認識阻害効果を発動させている。しかも、今はグルヴェイグが仲間になり、告解武装──クアドルトゥーラを生み出せるようになったのだ。失敗を繰り返すわけにはいかない。

　──勝てる。……いや、勝つしかないのだ。今、ここで！

「早く来るのだ、ペルヒタ……」

　俺は大通りの向こうをジッと見つめた。

　ペルヒタはグルヴェイグの手紙を読んでいるはずだ。

　──グルヴェイグの手腕によって、魔王ジュノたちは撃破された。最終日の仮装パレードはのびのびできそうだ──。

　と、ペルヒタは思っているだろう。……おそらくは。

　べつに疑っていてもよい。

　ただ、ほんの少しだけ──。奴に第二の告解武装、クアドルトゥーラを打ち込む隙さえ作れれば……！




　ズゥゥゥゥ──ン……。ズゥゥゥゥ──ン……




　来た。魔獣と神獣の足音だ！

『うおおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉ!!』

　沿道の人間族が一斉に声を上げる。パレード隊のファンファーレすらかき消さんばかりの熱狂に、大通りが揺ゆれた。

「クッ、こやつらめ。二日目にあれだけ騒いでおいて、まだ騒ぐか！」

「それだけペルヒタへの関心が高まってるんだわ。信仰心……すごく回復してるんじゃないかしら？」

「うぅぅ……少しだけ羨うらやましいです。わたくしが女神だったときには、これほど熱烈に信仰心をアピールされたことはありませんでしたから……」

　不安げなスピカ。眉まゆを曇らせるアルテミス。

　リリスとグルヴェイグは、通りの向こうをジッと見つめている。

「ややっ、パレード隊が見えましたよ……って、またまたビッグになってるじゃないですか！」

「あれは……ペルヒタが調子に乗っている証拠ですね。私の手紙も多少は効いているはずです。ダンナ様が攻撃を加える隙が、少しだけでも生まれればいいのですが……」

　グルヴェイグの言うとおりである。

　必要なのは、わずかな隙だ。

　それさえあれば必ず勝利を手繰り寄せられる。

　──パレード隊が近づいてくる。

　ペルヒタが乗っているのは、昨日と同じく巨大な白キマイラだ。まわりを護衛する魔獣と神獣は、昨日よりも増えている。

　おそらく白キマイラを目立たせるためだろう、護衛の獣を増やした代わりに、個々のサイズがやや小さめなのが、せめてもの救いだ。

　金管楽器のファンファーレが鳴り渡る。

　魔獣と神獣が列をなし、勇ましく行進していく。

　熱狂する沿道。ペルヒタに祈りを捧ささげる者たち。ネコミミとネコしっぽを付けた少女たちが、ネコをイメージした尻振りダンスで俺の股こ間かんを攻撃してくる。

　──来た！　白キマイラだ！

「うおおおおぉぉぉぉぉペルヒタ様ぁぁぁぁぁぁぁあああああッッ!!」

『ドレスは尊とうとき贈り物♪　小さいからこそ似合ってる♪　ああ我らがペルヒタ様♪』

「ペルヒタ様ぁ！　こっちを向いてくださぁい！」

　熱きカオスに身を焦こがす見物客。

　それらを押しのけ────俺は前方に疾駆した。

　それが、合図。

　スピカたちも俺を追走し、二度目の奇襲作戦を発動させる!!

「はあああぁぁぁぁッッ!!」

　召喚魔法を詠えい唱しようし、魔空間にキープしておいた『魔王の衣』と『告解武装・クアドルトゥーラ』を喚び出した。

　そして跳ちよう躍やく。着地点は白キマイラの背中──そこに結わえつけられた、搭乗用のカゴである。

　禍まが々まがしくも美しい魔王の衣が、俺の全身を包む。

　右手に現れるクアドルトゥーラ。

　同じく右手に、魔ま導どう調ちよう律りつに使う黄色い淫いん紋もんを幾重にも発生させる。

　そして──額ひたいに角つのが生えたところで、俺はカゴの中に着地した。

「……ッ!?」

　ペルヒタの目が見開かれる。

　そこに宿るのは、驚きよう愕がく、混乱。──一瞬の隙。

　──それだけで、充分だ！
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「はぁぁぁッ!!」

　俺は腰を回転させ、勢いよく右腕を繰り出した。

　クアドルトゥーラの先端が、ペルヒタの矮わい軀くに迫る。

　が。

「させない……」

　ペルヒタは残像を伴って姿勢を下げ、俺の初撃を回避した。

「なにっ!?」

　すぐさま右腕を強く引き、その勢いを利用して左腕を大きく伸ばす。ペルヒタのゴスロリドレスを摑もうとしたのだ。

　だが、なんと。

「ちびっ子……ばんざい」

　ペルヒタは床を転がり、俺の股をくぐり抜けたのだ！

　──逃げられる！

「させるかぁぁぁぁ！」

　俺は振り向きざまにムチを振った。全身のしなりを活かした、渾こん身しんの一撃である。

　パチン。

　──その音は、炸裂音と呼ぶにはあまりにも貧相だった。

　なぜならば、

「ほ、ほほぅ……なかなかの身のこなしだな、ペルヒタよ。そんなドレスで、よくもまあ俊敏に動けるものだ」

「これぐらい、余裕……」

　六ろく芒ぼうの女神ペルヒタが、クアドルトゥーラをキャッチしたからだ。

　テイム効果をもたらす先端部分ではなく。

　普通のムチとなんら変わらない、持ち手に近い部分を──。

　クアドルトゥーラを突き出す俺。それを摑むペルヒタ。

　束の間の膠こう着ちやく状態。

　ペルヒタの大きな瞳ひとみが、素早く左右に動いた。

「ふぅん……。このムチで叩かれると、テイムされちゃうんだね……」

　彼女は周囲を確認したのだ。冷静に。一分の隙も見せずに。

　まわりでは、俺の仲間たちが魔獣と神獣を次々と手なずけている。

　そこかしこでクアドルトゥーラの炸裂音が響き、獰どう猛もうだった獣たちの咆哮は、甘えるような鳴き声に変わっていく。

「アレでわたしをテイムして、魔王のペットにする作戦なんだね。……えっち」

　こちらを見つめるペルヒタの瞳は、敵意と殺意に満ちている。

　隙は──無い。

　クアドルトゥーラを打ち込むチャンスは、完全に消滅してしまった。

　ペルヒタが強い口調で言い募る。

「魔王ジュノ……わたしの国から出て行って。ここはわたしの楽園。魔獣ちゃんと神獣ちゃんをモフモフするための、唯一無二の聖域なんだから……！」

「……楽園、か」

　俺の答えは。

「残念だったな、ペルヒタよ」




　──嗤わらい、である。




「きゃひいいぃいぃいいいぃぃいいいいぃぃいいぃぃぃっっっっ!?!?!?」

　次瞬。

　ペルヒタの小さな身体が雷に打たれたかのような、激しい痙けい攣れんに冒された。

　ぷっしゃあぁ──っ！

　可愛らしい水音が弾ける。びしゃあぁ……ぽた、ぽた……と、ペルヒタの足もとに甘酸っぱい香りを放つ水たまりが生まれた。

「あぁあ……あぁぁぁ！　ぁぅうっ……あぅ、うぅぅ……!?」

　何が起こったのかわからない──。そう言わんばかりに、ペルヒタは目を白黒させている。

「ククク……。ペルヒタよ、腕を見てみるがいい」

「ああぁ！」

　ゴスロリドレスの袖をまくったペルヒタが、

「ひぅうぅぅんんあぁああぁぁぁ！　ぁああああっ、ぁぁあぁぁぁぁああっっ!!」

　またもや不規則に身体を跳ねさせる。

　弾けんばかりの快楽によって、もはや身体の制御がきかなくなっているのだ。

「ぅぁあっ……あぁぁああっ……。ど、どうして……どうして……!?」

　小さな女神がヘナヘナとへたり込む。

　彼女の右腕には、黄色い淫紋がくっきりと浮かび上がっていた。

　我が史上最強の快楽スキル、魔導調律による淫紋だ。

　クアドルトゥーラを撫でながら、俺は言った。

「ククク……。魂と肉体がマッチしてきたおかげか、俺は魔導調律の効果を物体に付与できるようになったのだ！」

　そう。本当の狙いはこれだった。

　クアドルトゥーラでペルヒタをテイムできたならそれも良し。

　もしクアドルトゥーラを止められたら、そこに付与した魔導調律の力を注ぎ込むことで、ペルヒタを快楽堕ちさせる。

　二重の策を心に秘めて、俺は二度目の奇襲作戦に臨んだのである！

　俺は小さな女神を見下ろし、

「さあ、覚悟しろペルヒタ。これまで獣どもを支配してきたキサマに、主人に支配される悦びを教えてやろう！」

　魅惑のプレイ……いや、儀式の開始を宣告する。

「い、いやぁっ！　んぁあ……い、いやぁっ……いやあぁ……！」

　涙目になりながらも、愛らしい喘あえぎ声を洩もらしてしまう。そんなペルヒタに、股間にそびえる海綿体の魔獣はたいそう悦んでいる。

　俺は沿道を埋め尽くす大観衆に向けて、華々しく宣言した。




「皆の者、喜び踊れ！　ハレンチ仮装パレードの開幕であるッッッ!!」
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　ペルヒタ教国の王都・ペルフィーの大通りは、パニックに陥った。

　それはそうだろう。

　いきなり現れた俺──魔王ジュノが、国教として崇あがめられている女神・ペルヒタに潮を吹かせる傍かたわら、魔王配下の少女たちが、ペルヒタの魔ま獣じゆうと神獣を次々とテイムしていったのだから。

「ククク……気分はどうだ？」

　俺はペルヒタを抱きかかえたまま白キマイラから飛び降り、大通りへと着地する。

　小さな女神を地面に降ろすと、そのままへたり込んでしまった。

　無理もない。彼女は魔ま導どう調ちよう律りつの真っ最中だ。頭のてっぺんから足の先まで、快楽という快楽が体内を暴れ回るうちに、魔ま道どう経けい絡らくが魔族色に染まっていくのである。

　ペルヒタは首から上を紅潮させ、

「ううぅっ……んぅぅ。さ、最悪に、き、決まって、る……んんぁああぁっ！」

　どう見ても最高の快楽に打ち震えながら、呼吸を荒く弾ませている。

　沿道の人々の視線が突き刺さってきた。

「ぺ、ペルヒタ様ぁ!?」「何が起こったんだ!?」「おのれ魔王！」「大変だ、お助けしないと！」「でもペルヒタ様、気持ちよさそうじゃないか？」「ママ！　ペルヒタさま、なにしてらっしゃるの？」「シッ！　見ちゃいけません！」

　老若男女を問わず、無数の瞳ひとみが俺たちの一挙一動を見つめているのだ。

　さて、ここらが頃合いか？

　俺は沿道の人々に向き直り、両腕を広げて宣言した。




「我が名は魔王ジュノ。魔界を統すべる王である！　これより平和の祭典──ハレンチ仮装パレードを執行し、ペルヒタ教国と魔界のあいだに深い絆が生まれたことを諸君らに表明しよう！」




　パニックに陥っていた沿道が、一瞬だけ静まり返る。

　しかし、すぐさま大波のようなざわめきが巻き起こった。

「えっ、あれが魔王？」「ま、顔は合格……かしら？」「ゴクリ……なかなかイケてるじゃない」「いい男……」「いやいや、イケてたら何やってもいいのかよ!?」「魔界との絆って……ペルヒタ様はどう考えてらっしゃるんだ!?」

　ほほう、じつに様々な反応が飛んでくるものだな。

　王たる者の器を見せるべく、民の声に耳を傾けていると、

「ジュノ！　前置きはいいから早く話を進めなさいよ！　ハレンチ仮装パレードって……そのネーミング、他になんとかならなかったの!?」

「お急ぎくださいダンナ様！　私たちが獣を制しているうちに！」

　スピカとグルヴェイグが急かしてきた。

　いいだろう。そろそろ平和の祭典──ハレンチ仮装パレードの出発だ！

　俺はペルヒタのドレスに手をかけた。

「ひぅっ！　魔王……ゆるさない……んあぁっ、ゆるさない、からぁ……」

　悔しそうな顔。おびえた声。それにも構わず、俺は白と黒のゴスロリドレスを引き裂くべく、両腕に力を込め──、

「嫌ぁぁ!!」

　──寸前で、動きを止めた。

　ペルヒタの悲鳴が、あまりにも必死だったからだ。

「このドレス……キサマにとって、大切なものなのか？」

「…………」

　無言のまま、ペルヒタがコクリとうなずく。

　こやつは確かに俺の復讐対象だ。しかし、単に持ち物や心を傷つけてしまうのは……我が邪悪なる復讐の美学に反する。

　目指すべきは、快楽による支配だ。麗うるわしくも憎らしい女神どもを、快楽の深しん淵えんに叩き落とす──。我が復讐の原点を見失うわけにはいかない。

　よって、俺は背中のリボンを解くところからスタートした。

「ここは……こう、か。たいへん愛らしいが、なんと複雑な構造のドレスだ。さあペルヒタよ、両腕を上げよ」

「や、やだもん……。はぁ、んんぁっ……ど、どうして脱ぐのが……あぁぁっ、うぅ……ぜ、前提になってるの……？」

「やかましい！　これより始まるのは、ハレンチ仮装パレードなり！　服を着たままできるとでも思っているのか!?」

「い、意味、わかんっ……なぁぁあんっ！　んんっ……魔王っ、これ、やらぁ、やらぁぁ！　はぁ、はぁ……お腹の奥、キュンキュンして……んあぁああぁぁっ!!」

　ぷしゃあぁぁ──ッ！

　絶ぜつ頂ちようの悲鳴を上げ、またしても群衆に潮吹きを披露するペルヒタ。

　これはチャンスだ。

「服が濡ぬれてしまったではないか。さあ、早く脱ぐのだ！　風邪をひいてしまうぞ！」

「や、やらぁ……んんっ、魔王……手つき、やらしぃぃ……！」

　駄々をこねるペルヒタだったが、今の絶頂が効いたらしい。もはや脱だつ衣いに抗あらがう力は残っておらず、俺は次々と各所のリボンを解いていった。

　最後に残ったのは、白いフリルがあしらわれた黒いブラと、お揃いの黒ショーツ。

　それらを手際よく剝ぎ取り、

「うむ、見事な裸体なり。ククク、大勢の民が見ているぞ？　パレードに駆り出された獣の気持ちが、少しは理解できたか？」

「あ、あぁぁ……見てる……みんな、見てるぅぅ……」

　今や六ろく芒ぼうの女神ペルヒタは、全裸で大通りの真ん中に放り出された少女そのもの。

　うるんだ瞳。わななく口。羞恥のあまり、赤く染まった無垢な柔肌。

　身を縮め、必死に裸体を隠そうとする仕し草ぐさに、俺の股こ間かんの獣が咆ほう哮こうを上げる。

　ペルヒタの身体には凹凸がほとんどない。

　乳ち房ぶさに膨ふくらみはなく、脇腹にくびれはなく、尻のボリュームもほとんどない。

　しかし、しかしだ！

　そこには、なにものにも染まらぬ無垢なる地平が広がっているのである。

　新雪が降り積もった野原のように、誰にも触れられていない、誰も触れてはならない、聖域めいたなめらかな裸身が、そこにあるのだ。

　雪白の裸体を肉欲によって蹂じゆう躙りんするとは、いかにも魔王らしい仕事である！

　俺は懐ふところから〝ある物〟を取り出した。

「さあペルヒタよ。これを穿き、早く仮装するのだ。今までキサマが従えてきたケモノのようにな……ククク」

「うぅっ、うぅぅ……みずぎ？　しっぽも……」

　そう。俺がペルヒタに差し出したのは、ネコしっぽが付いたビキニパンツと、お揃いのネコミミである。オトナのネコしっぽと一緒に、裏通りの店で購入した品である。

　俺はペルヒタの足首を持ち、ネコビキニを穿かせた。

「さあ、尻を上げるのだ」

「うぅうぅっ……まおう……あぁん、ぁっっ……ゆ、許さないからぁ……」

「ククク……ネコミミも付けるのだ、ツルペタよ」

「……ペ・ル・ヒ・タ」

　ともあれ、ネコしっぽとネコミミの着用が完了した。ビキニパンツは極小で、もちろん平たい乳房を隠すものは存在しない。ハレンチ仮装パレードなのだから当然である。

「さあ、出発だ！」

　俺はペルヒタの身体を転がし、彼女を獣と同じポーズにさせた。
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「ケモノはケモノらしく、この体勢でパレードするものである。さぁ、行くのだ！」

「うぅぅ……いやよぉ！」

　両手と両膝をついたまま、恨めしそうに俺を見上げてくるペルヒタ。

　まあ、それも仕方ない。なにせ沿道の民が──今の今まで自分を信仰していた者たちが、好奇の視線を向けてくるのだから。

「ぺ、ペルヒタ様……かわいい」「だけど、これ……いいのか？」「いや、ダメだろうけど……なぁ？」「そ、そうね。でもペルヒタ様……かわいい」

　ネコミミとネコしっぽを装着したペルヒタの愛らしさは、絶後である。

　ゆえに、民の瞳は『かわいい！』の一点にのみ集中し、自国の女神が乳房を放り出したまま獣のポーズでパレードさせられる──という異常事態に疑問を持てなくなっているのだろう。まったく、なんてチョロい民だ。

「フッ、外見の愛らしさが裏目に出たな。さあ、そろそろ出発するのだ。主人の命令であるぞ！」

「だ、だれが……しゅじん？　あぁぁんっ、ふ、ふざけない、で……」

　なおも抵抗するペルヒタ。

　俺は無言で、彼女のネコしっぽをグイッと引っ張った。

　──すると。

「ぅにゃぁあああぁぁああぁぁぁああぁぁぁぁぁぁぁあああっっっっ!!」

　突如、ペルヒタの小さな身体が跳ねた。

　甘ったるい声で激しく絶頂し、腰がカクカク揺ゆれている。

「ぅにゃ……うにゃにゃ……ま、まおう!?　こ、これ……な、なに!?」

「このネコしっぽを通じて、魔導調律の淫いん紋もんをキサマの体内に流し込んでいるのだ。すぐにパレードを始めれば、絶頂は控えめで済む。しかし駄々をこねるようであれば、この場で気をやってしまうほどの絶頂を与え……」

「や、やる……！　やる、っからぁ……！」

　説明の途中で、ペルヒタはついにケダモノポーズのまま前進を開始した。

　まあ、ここでネコビキニを脱いだところで、彼女の体内で魔導調律が進行中であることに変わりはない。

　──魔導調律を受けた時点で、ペルヒタは詰んでいるのだ。

　あとは彼女が、それをどう受け入れるかの話である。

「ククク……民よ、俺は魔王ジュノ！　魔王ジュノなり！」

　パレード隊の先頭を歩きながら、俺は沿道の民に悠々と手を振った。

　その傍らには、両手と両膝で歩くペルヒタ。

　まさしくペットの散歩である。これは魔界とペルヒタ教国の構図そのものだ。

　やがて民は理解するだろう。魔界とペルヒタ教国の間で絆が結ばれたのではなく、ペルヒタ教国が魔界に取り込まれただけだということを！

「ガオォォォ……」

「ガルルゥゥ……」

　俺とペルヒタの後ろから、テイムされた魔獣と神獣の大群がついてくる。

　華やかなファンファーレが鳴り響く。太鼓の音とネコダンスが沿道を盛り上げる。

「魔界をよろしくね！」

「魔王ジュノ様に栄光あれ～！」

　白キマイラ（テイム済み）のカゴの中には、スピカとアルテミスが収まっていた。

　彼女たちも沿道に手を振り、どこから持ってきたのか、色とりどりの紙吹雪をまいている。リリスとグルヴェイグも、隊列の後方でパレードを盛り上げていることだろう。

「魔王ジュノ～！」「でもペルヒタ様が気持ちいいのなら、私も幸せです！」「ペルヒタ様ばんざい！　魔王様ばんざい！」

　大衆からの声援に、俺は手を振って応えた。

　空いた片手で、ペルヒタのしっぽをグイグイ引っ張る。

「んきゃんっ！　……ど、どうして引っ張るの……？　わ、わたひっ……んぁあっ、ちゃんとお散歩してるっ……の、にぃ……」

「しっぽを引っ張ると、キサマの花園に水着が食い込むのだ。その食い込み具合を堪たん能のうしたい──ただそれだけである」

「へ、へんたいっ……んあぁぁあっ、へ、へんたぁい！　憲けん兵ぺいぃ！　こ、ここに変態がいるぅぅ……！　た、たいほ……たいほぉぉぉおんっ！」

　しかし沿道の憲兵たちまでもが、こちらへ黄色い声援を送っているのを見て、ペルヒタの心はいよいよ折れてしまったようだ。

　仮装パレードも魔導調律も、着々と進行していく。

「ククク……良き食い込みだ！　ほれ、ほれぇ！」

「ふにゃぁぁんっ！　あぁあぁっ、あァァンッ！　らめっ……らめぇぇ……！　割れ目っ、食い込んでぇぇ……お腹の奥、うずうずするぅぅう……っ！」

　ペルヒタがだらしなく舌を出し、腰を淫みだらにくねらせる。そろそろケダモノポーズにも慣れてきたのだろうか。

　なめらかな背筋を流れる、美しき長髪。玉のような小尻に、ネコビキニがいやらしく食い込んでいる──。

　主人の視点でペルヒタの痴ち態たいを観察するうち、俺の股間はパレード状態に突入した。

　だが……残念。

　ついに仮装パレードの終点が見えてきてしまった。

　大通りの突き当たりにある海浜公園。

　そこの広場にある舞台上から、ペルヒタが民にありがたい神しん託たくを授けることで、聖ペルヒタ祭は締めくくられるらしい。

　ならば、その式典を強奪するのが魔王の役目というものだ。

「三〇〇年前に俺を封印したこと。魔獣と神獣に傾倒するあまり、民の心と生活を蔑ないがしろにしたこと。きっちり謝罪し、綺麗な身体で魔界に来るのだ！」

　しっぽを引っ張る。引っ張る。引っ張る！

「にゃああぁぁあっ！　……んあぁぁあっ！　はぁっ、はぁっ……ごめんなしゃいぃぃ……ごめんなしゃぃぃ……。んんうぅぅうっ、ひぁぁあぁああぁあっ！」

　ぷしゃあぁぁ──ッ！

　絶頂の声とともに、またしても潮吹きを披露するペルヒタ。沿道からは拍手と歓声が上がり、終演に向かうパレードを見送るような雰囲気になっていく。

　俺はしっぽを引っ張りながら言った。

「この国の民は、『お前が気持ちよければ、それでいい』という価値観を持っているようだな。一部に不満を抱かれながらも、ここまで多くの民に信頼され、愛されるのは、女神たる者の才能の一つかもしれぬ」

「ふにゃぁぁ……んんっ！　あぁぁあっ……ひあぁぁっ！」

　他の女神が民のもとへ降臨して仮装パレードを行ったところで、ここまで信仰心を回復させることは難しいだろう。ペルヒタめ……。なかなかどうして、女神としてのカリスマ性は充分ではないか。

　たっぷり絶頂を与えつつ、俺は内心でペルヒタに拍手を送った。

　さあ、いよいよパレードも大詰めだ。

　海浜公園の広場に入った俺たちは、ついに行進をストップさせた。

　俺とペルヒタはパレード隊の列を離れ、いよいよ舞台に登壇していく。

　その間に、後続の魔獣と神獣、器楽隊、ダンス隊が列を崩し、広場に民が入るためのスペースを空けてくれた。

　沿道に詰めかけていた民が、今度はこの広場に押し寄せてくるのだ。

　これより始まるのはペルヒタの神託──では、ない。

「さあ、最後の仕上げだ！」

「うにゃにゃ……にゃにゃにゃ!?!?」

　すっかり雌めすネコになってしまったペルヒタを、俺は背後から抱き上げた。

　彼女の膝ひざ裏うらに手を添え、ぱっくりと開脚させる。黄金聖水の放出をサポートするような体位である。

「んあぁぁっ！　ら、らめぇっ……は、恥ずかしっ……んんんっ！」

　すでに広場は超満員。聖ペルヒタ祭の最終日に集まった、たいへん信心深い人々の視線が、国教の女神の秘所へと注がれているのだ。

　ペルヒタのネコビキニは、ぐぢょぐぢょに濡れそぼっている。快楽の証が絶え間なく舞台に滴したたり、もはや言い訳は不可能だ。

　俺はペルヒタを開脚させたまま、

「ちゅっ……れろぉぉぉ……。どうだ、耳の中は敏感だろう？」

　彼女の耳を舌先で愛あい撫ぶし始めた。

「ひゃうっ!?　あぁぁっ、あぁぁ……ぺろぺろ……んんぅっ、らめぇっ……うにゅぅぅ……らめっ、あぁあぁぁぁぁんっ！」

　耳の穴に舌先を突っ込むと、快楽に冒されたペルヒタがカクカクと腰を振る。

　女神にあるまじき痴態に、民も赤面を隠せない。中には歓声を送る者もいたが、多くの民は赤面したまま、俺とペルヒタをジッと見つめている。

　俺は彼女の耳もとでささやく。

　声音で鼓こ膜まくを愛撫するように、ねっとりとした口調で。

「──今こそ民の前で正式に謝罪し、魔界への編入を宣言するのだ」

「うぅぅっ……」

「早く！　れろろっ……れろれろれろれろ……」

「んにゃぅっ!?　しゅ、しゅるうぅぅ！　しゅるからぁっ……あぁあぁっ、れろれろらめぇぇぇ……！」

　またもや腰を跳ねさせるペルヒタ。もはや抵抗の力は一切残っていない。

　彼女は呼吸を整えると、

「今まで……ごめんなさいぃぃ……」

　濡れそぼった恥所を晒さらしながらも、民に向かって謝罪の弁を述べていった。

　三〇〇年前、不可侵の盟約を破って俺を封印したこと。

　残された魔族たちを迫害したこと。

　魔獣と神獣を愛するあまり、民を蔑ろにしてきたこと。

　それらを自分の言葉で、しっかりと──。

「だ、だからぁ……このペルヒタ教国は、わたしじゃなくて、魔王ジュノ……ご、ご主人様に治めていただきますぅぅ……。わたひはご主人しゃまの雌ネコとして、一生を捧ささげましゅからぁぁ……！」

　もはや息も絶え絶えだ。ペルヒタは腰を痙けい攣れんさせながら、群衆たちに向かって国の未来を説いたのだった。

「よし、それでは……」

　俺はすかさず次の行動に移る。今はひとまず場を収めるのだ。神聖アルテミス王国のときと同じく、後日あらためて魔力を込めた教典による布教活動を行えば、この国の民も魔界への編入を受け入れるだろう。




「──これより、両国の平和を祈念した転移魔法のゲートを創る!!」




　俺が声を張り上げると、群衆は惜しみない拍手を送ってきた。

　おそらく意味はわかっていないだろうが、『両国の平和を祈念』という部分に反応したのだろう。

「まあ、その言葉に噓はない。さてペルヒタ、最後の仕事だ。……れろろろろっ！」

「ふぇっ？　え、えぇぇ!?　んああああぁぁあああぁぁぁああ!!」

　俺はペルヒタの耳の穴に、自分の舌先を挿入した。

　先ほどよりも、深く、激しく。

　耳の内側をこそげ取るように、念入りな愛撫を施してゆく！

「さあ達するのだ！　れろろぉ……この大群衆を前に、盛大な潮吹きを披露してみせるのだペルヒタよ！　れろろっ、れりゅるるるる！」

　俺の舌技に反応し、ペルヒタの下半身が細かな痙攣を開始する。

　その震えは徐々に激しくなり、やがて淫らな腰振りへと発展した。

　俺は声を低くして、

「ペルヒタよ、主人の命令だ。──達しろ！」

「んにゃあああぁぁあああぁぁぁああああぁぁぁあぁぁっっっ!!!!」




　──ぷっしゃああああああぁぁあああぁぁぁぁぁあぁ!!!!




　ペルヒタのツルペタな恥部から、透明の液体が景気よく吹き出してきた！

　その瞬間を逃しはしない。俺は彼女の小さな身体を巧みに動かし、吹き出してきた潮を使って、転移魔法の魔法陣を描き始めた。

「おっと、足りなくなってしまった。では、もう一回……れろろろぉ」

「にゃああああぁぁぁぁあああ!!」

　耳への愛撫。そして潮吹き。

　それを、あと六回ほど繰り返し──。

　海浜公園の舞台上に、暗黒に輝く転移魔法のゲートが完成した。

「う、にゃ……ふ、にゃ……」

　ヒクヒク震えるペルヒタを抱えたまま、俺は宣言する。




「これは永続的な転移魔法のゲートなり！　我が魔界──神聖アルテミス王国とペルヒタ教国を結ぶ、友好の証である！」




　返ってくるのは、盛大な拍手、歓声、そして指笛。大群衆は再び熱狂に包まれ、海浜公園に『ジュノコール』が巻き起こった。

　──さて、このへんにしておくか。

「グルヴェイグよ。例のアレを頼む」

　俺はペルヒタを降ろし、舞台袖に控えていた〝元〟異端審問の女神に声をかけた。

「はいっ、ダンナ様！」

　グルヴェイグが舞台の真ん中に立つ。彼女の足もとに青い魔法陣が幾重にも浮かび上がり、猛烈な魔力が立ちのぼってくる。

「──ハレンチ仮装パレードなど、ありませんでした。ペルヒタ教国と魔界の間に、和平が結ばれた……。ただ、それだけのことです！」

　グルヴェイグが右手を天に掲げると、青い魔法陣が瞬時に巨大化して、海浜公園の敷地を丸ごと包み込んでしまった。

　視界が一面の青に包まれることしばし──。

　魔法陣が霧散したときには、大群衆の雰囲気が大きく変化していた。

『熱狂』ではなく、平和を尊とうとぶ純粋な『祝福』に。

　──グルヴェイグの記憶操作魔法によって、ハレンチ仮装パレードの記憶を民の心から消し飛ばしたのである。

「これを使うがよい。今のままでは寒かろう」

　俺はマントを外し、ペルヒタの身体にかけてやった。

　彼女は俺を見上げると、

「魔王……うぅん、ご主人様。どうしてわたしに、慈じ悲ひを……？」

　心の底から不思議そうに訊ねてきた。

「わたしが恥ずかしい思いをしたこと、ここにいる民は、みぃ～んな忘れちゃったよ？　……いいの？　わたしに復讐……するはずだったのに……」

　彼女の髪を撫で、俺はそっと微笑ほほえみかける。

「お前はもう、俺の愛すべき家族なり。家族の痴態は──俺だけのものなのだ」

　麗しい水着姿も。恥ずかしいネコビキニ姿も。

　他の者になど、見せてやるものか！

「うぅぅ……ご主人様ぁ～！」

　ペルヒタが縋すがりついてくる。それこそ本当に、主人に甘える子猫のように。

　──南海の楽園・ペルヒタ教国が陥かん落らくした瞬間である。

「ごろにゃん……ご主人様、んんん～っ」

「ククク、愛ういやつめ……」

　ペルヒタの顎の下をくすぐると、彼女は気持ちよさそうに目を細めた。

　しばし愛撫を堪能し、俺は上空──天界を睨にらみ据すえる。




「見ているか、女神王ヴィーナスよ！　残る国はあと三つ。リリアへイム魔界化計画を実現し、俺はキサマから世界を取り戻してみせるぞ!!」




　──天界からの反応はない。だが、奴は必ず聞いている。

　感じるのだ。空の彼方かなたに渦うず巻まいている、不快きわまる神聖な魔力を。

　ともあれ、残す国はあと三つ。

　これよりマカイノ村に帰還し、次なる一手を練ることにしよう。

　スピカ。リリス。アルテミス。

　そして、グルヴェイグとペルヒタも一緒に──。

　民の祝福を一身に受けながら、俺はニヤリと笑みを浮かべた。

　世界の存亡を懸けた絶頂大戦。

　魔王ジュノの勝利は、もはや揺るぎないのである!!
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「あーうー……あーうー……」

　雲のベッドをゴロゴロ、ゴロゴロ。

　天界の王宮──女神王ヴィーナス専用の豪ごう華かな寝室で、私はひとり、行き場のない感情を持て余している。

　パールホワイトとパステルピンクのかわいい王宮は、これまでずっと六ろく芒ぼうの女神たちの栄光によって煌きらびやかに輝いていた。

　だけど、六芒の女神が三人になってしまった今。

　その栄光は半減し、私の寝室はどんより薄暗くなっている。心なしか、壁や天井も煤すすけているような……。

「あーうー……あーうー……。悔しいよぅ……つまんないよぅ……」

　アルテミスのおっぱいを模した枕に顔を埋めて、私は雲のベッドを転がり続ける。

　そのうち、余裕で床を引きずるほどの超ロングヘアが、私のぺたんこボディにぐるぐると巻きついてきた。

　……だけど、髪を直してくれるグルヴェイグやアルテミスも、抱き枕になってくれるペルヒタも、もういないのだ。

「ううぅ、ウソでしょ～……？　まさか、グルヴェイグとペルヒタまで魔王ジュノに負けちゃうなんて……」

　勝負の行方は、遠とお見みの魔法陣でしっかり観戦していた。

　だけど未だに信じられない。信じたくない。

「魔王ジュノめ、なんていやらしいヤツ……」

　だけど、ヤツのやる気は本物みたい。

　ヤツは本気で、この私から世界を──リリアヘイムを奪い取ろうとしているんだ。

　私は手のひらで顔をパタパタ扇ぎながら、

「ううぅ、でもなぁ……。魔王ジュノはめちゃくちゃ憎たらしいけど……アイツがいる場所って、やっぱり楽しそうなんだよなぁ」

　寝室に展開している巨大な魔法陣には、ペルヒタ教国のビーチが映し出されている。

　真っ赤に燃える太陽が、紺こん碧ぺきの海の彼方かなたにゆっくりと沈んでいく──。

　そんなサイコーの景色をバックに、水着姿の魔王たちが祝勝パーティーをやっているのだ。もちろん、グルヴェイグとペルヒタも一緒に！

　グルヴェイグの水着はハイレグのワンピースタイプ。

　青系のグラデーションが綺麗だけど、お尻に丸い穴が開いている。……まるで獣人がしっぽを出すための穴みたいだ。

　対するペルヒタも、同じくワンピースタイプ。

　だけどこっちは天界のアカデミー仕様だ。生地は紺色。胸もとに大きく『ぺるひた』と書かれた名札が付いている。……あざとい。

　遠見の魔法陣から『乾杯！』の声が響き、キャッキャとした会話が聞こえてきた。

　魔王ジュノはワイングラスを片手に、

『フッ。ペルヒタ、グルヴェイグ、楽しんでいるか？』

『ダンナ様！　このような催しにお招きいただき、誠にありがとうございます！　すごく……素敵な時間です。ダンナ様のものになって、私、幸せです！」

『ごろにゃん……。みんなが仲よく笑ったり、仲よく喧嘩してる……。すごく、思いやり……感じる。ご主人様、魔界って、こんなに良いところだったんだね……』

　グルヴェイグとペルヒタは、満面の笑みを湛たたえていた。

　二人の顔をボーッと眺め、

「あの子たちって、あんなふうに笑うんだ……」

　私は一人、つぶやいた。広い広い豪華な寝室に、その声が溶けてゆく。

　魔王ジュノは、続けてアルテミスたちのところへ歩いていった。

『お前たちはどうだ？　しっかり飲んで……ぶふぅ！　ど、どうしたのだスピカよ！』

『うわぁぁんジュノ！　大変よ！　大変なのよぉ！』

　魔王に抱きつく金髪女。

　呆れた顔で彼女を見つめるのは、アルテミスとピンク髪のチビッ子だ。

『あー……ジュノ様？　あんまり真に受けない方がいいですよ？』

『ですねー。もはや〝いつものこと〟といいますか……』

『黙りなさいアルテミス、リリス！　私にとっては一大事なんだからね！』

『──ハッ！　もしや、【知力】か？』

『そうよ！　一七ってどういうこと!?　いくらなんでも一七は酷ひどすぎるわ！』

『……まったく。〝水車の動力を利用したおしりペンペン〟ならぬ〝魔王の精力を利用したおしりパンパン〟などと言っているからこうなるのだ』

『だ・か・ら！　それを言って喜んでたのはジュノだけでしょう!?』

　そこに大きな笑いが生まれ、パーティーはますます盛り上がっていった。

　私は下した唇くちびるを嚙かみしめる。

「…………。ちゅまんない……」

　──魔法陣の中には、魔界には、私が失なくした全てがあるような気がした。

　華やかな笑い声。

　思いやりに満ちた、優しい雰囲気。

　みんなの心が信頼で結びついていることが、端から見てもハッキリわかる。

　私は、グッと拳を握った。

「魔王ジュノ……許さない。どうして女神王ヴィーナスの私がこんな思いをしなくちゃいけないの!?」

　ありえない！　ありえない!!　ありえない!!!!

　………………寂しいよぅ。

　枕に顔を埋めている間も、魔法陣の向こうからは幸せそうな笑い声が何度も何度も聞こえてくる。




「…………壊そう」




　涙を拭ぬぐい、ついに私は立ち上がった。

　奥歯を嚙みしめ、魔法陣の中で朗らかに笑っている魔王ジュノを睨にらみつける。

「さぁ、キミの出番だよ」

　心の中で降こう臨りんを命じた、その直後。

　寝室にキィン──と硬く、高い音が響いた。

　床に発生したのは、六角形の魔法陣。

　そこから一人の少女がゆっくりと迫せり上あがってくる。

　身にまとうのは、丈の長いボロボロのマント。

　目深にかぶったフードの向こうには、うつむき気味の美び貌ぼう、結ばれた唇。

「…………」

　彼女は何も語らない。その表情は、無、そのもの。

　この子もまた、六芒の女神の一人──。

「ネメシス……今のキミなら大丈夫。キミなら絶対、魔王ジュノの快楽スキルにだって抗あらがえるさ」

　私はネメシスの姿を見つめ、勝利を確信した。




　──だって、ネメシス。

　キミは────。
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「──よろしい、完全に理解した。つまり、俺たちとお前たちが絶頂したタイミングが完全に一致したことで魔力の歪ゆがみが生じ、二つの世界が繋がってしまったのだな」

　俺は二人の珍客に、納得のうなずきを見せた。

　ここは俺の私室だ。皆でテーブルを囲み、事態の打開策を練っているのである。

「ああ、そういうことらしいな」

　珍客の一人──赤髪の青年が言った。

「……ったく。異世界に転生したと思ったら、今度は別の異世界に転移しちまうとか……災難すぎるだろ」

　彼の名はヴァイン・リノス。イスに深く背を預け、じつに堂々たる態度である。

　それもそのはず。この青年……人間族だというのに相当な実力者だ。『審しん理りの魔ま眼がん』によると、『クロスアウト・セイバー』なるスキルを持っているという。

　なんでも、『相手の服だけを必ず破壊することができる』というスキルらしい。このスキルで服を脱がせて愛あい撫ぶすることで、相手を奴隷化テイムするようだ。

「ふぅ……魔力が強すぎるのも考えものですね」

　もう一人の珍客──ラクシャルと名乗る女性がつぶやいた。

「ヴァイン様の忠実なる性せい奴ど隷れいとして、懸命にご奉ほう仕しした結果がこれでは……うぅぅ」

　ラクシャルは、オレンジ色の艶つややかなロングヘアが印象的だ。眉を下げ、物憂げな表情をしているものの、その美貌は疑いようもない。

　彼女の側頭部には一対の角が生えている。『審理の魔眼』によれば、『剣けん舞ぶの魔ま将しよう』なる称号を持つ高位の魔族らしい。なにゆえ高位の魔族が人間族の性奴隷になっているのか……その経緯は非常に気になるが、ともかく現状打破が先決だ。

　俺は口角を吊り上げ、

「──一つ、考えがある。二人を元の世界へ帰すには、これしかあるまい！」

「おっ、策があるのか!?」

「ぜひ教えてください！　私とヴァイン様には、まだやらねばならないことが……！」

「ククク……焦るでない。スピカ！　スピカよ！」

　俺が手を叩くと、一人の少女がロングの金髪を揺らしながら入室してきた。

「初めまして。スピカ・フォン＝シュピーゲルベルクよ」

　そう。事件が起こったのは、俺とスピカが午後のお楽しみをしていた時だ。

　二人で激しく絶頂した弾みで、黒と金──俺とスピカの魔力が衝突した。直後、宙に真紅の魔法陣が現れ、そこからヴァインとラクシャルが落ちてきたのである。

「フッ、簡単な話だ！」

　俺はイスから立ち上がり、胸を張って告げる。

「再び四人同時に絶頂し、新たな魔力の歪みを発生させればよいのである！」

　というわけで、元の世界への帰還を懸けたプレイ……いや、儀式が始まった。

　俺とスピカはこの部屋で。ヴァインとラクシャルは隣の部屋で。

　四人同時に絶頂できるまで、互いに性技の限りを尽くそうという試みである！

　やがて、壁の向こうから声が聞こえてきた。

『あぁんっ♪　ひぁっ……ヴァイン様ぁ！　んっ、んっ♪　はげ、しっ……！』

　くぐもった嬌きよう声せいに混じって、パンパンという肉太鼓の音まで。

「うぁ、えっちな声……。ど、どんなコトしてるのかしら……ひぁぁぁあんっ!!」

「ちゅぷぷ……。スピカよ、今は我らの絶頂に集中するのだ！　ぢゅるるるっ！」

　互いの性器を口で愛撫する──ぺろぺろウロボロスの陣形によって、俺たちは同時絶頂を目指している。ヴァインとラクシャルも刺激的な陣形を組んでいることだろう。

『うぐっ……！　ラクシャル……俺は、そろそろ……！』

『はいぃぃっ！　来てくださいっ♪　ヴァイン様っ、ヴァイン様ぁああぁぁ!!』

「おぉぉっ……スピカ、良いぞっ……俺も、もう……！」

「ちゅぷっ、ぢゅるるっ……んあぁぁっ！　ジュノぉ、私も……あぁああぁっ!!」

　──びゅるるるるるっっ!!　──ぷしゃあぁあああぁぁっ!!

　ほどなくして、室内に盛大な射精と潮吹きが巻き起こったが…………しかし。

「……はぁ、はぁ。んんっ……な、何も起こらないわね？」

「クッ、今は四人同時ではなかったのだろう。もう一回だ、スピカ……ぢゅるるぅ！」

「えぇっ、ちょ……んぁあっ、ああぁぁっっ！　もぉっ、ジュノのえっちぃぃぃっ！」

　俺がスピカの尻に顔を埋めると、

『ダメっぽいな。よしラクシャル、もう一回するぞ！』

『は、はいっ♪　あぁぁヴァイン、様ぁっ！　すごっ……んぁあ、太いですぅ……！』

　壁の向こうからも、再び艶めかしい悲鳴が聞こえてくる。

　互いの秘密を守るためとはいえ、さすがに壁越しの四人同時絶頂は無茶だったか？　……と、思わなくもなかったが、もはや後には退けない。

　俺はスピカの濡れそぼった花園を徹底的にねぶり回すことを、ここに誓った。

　いつか、何かの弾みで四人同時絶頂クリスクロス・エクスタシーが成功する、その瞬間まで！





〈つづく……？〉
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　本書をお手に取っていただき、ありがとうございます。是これ鐘がねリュウジです。

　二〇一八年二月に発売された第一巻が、たいへん嬉しいことに売り上げ絶好調とのことで、こうして第二巻をお届けできることになりました！

　応援してくださった皆様に、厚く御礼申し上げます。

　そしてなんと！　今回は『ＶＲエロゲーやってたら異世界に転生したので、美少女魔王を奴隷化する　～クロスアウト・セイバー～　著：仁に科しな朝あさ丸まる先生、イラスト：ＴＡＫＴＯ先生』とのコラボＳＳ企画が実現しました。

　このあとがきの手前に載っていますので、ぜひチェックしてみてください！

　さて、今回も多くの方々のご尽力によって、本作をギリギリ健全な形に仕上げることができました。担当編集様、にろ先生をはじめ、関係各所の皆様に感謝いたします。

　また、読者の皆様方。これからも『エロく！　可愛く！　カッコよく！』を追求していきますので、お付き合いいただけたら嬉しいです！　それでは、また!!





二〇一八年六月　是鐘リュウジ
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